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昭
和一
二
十
八
年一
二
月
二
十
五
日

化
財
」
と
称
さ
れ
て
い
る、

福
島
県
教
育
委
員
会
教
育
長

大 ，

槻

文

夫

「
道
奥
・
陸
奥
国
」
に
属
し、

華
外
の
蛮
地
と
し
て
取
扱
か
わ
れ
て
き
た
が、

戦
後
の
考
古
学、

古
代
学
の
研
究
が
進
み、

新
し

い
資
料
が
数
多
く
発
見
さ
れ
る
に
お
よ
ん
で
新
た
に
東
北
の
歴
史
を
書
き
替
え
る
段
階
に
た
ち
い
た
っ
て
お
り
ま
す。

こ
の
哀
付
け
と
な
っ
た
も
の
は、

「
埋
蔵
文

い
わ
ゆ
る
「
土
中
の
宝
」
が
も
た
ら
し
た
新
事
実
で
あ
り
ま
す。

本
県
は、

地
理
学
的
に、

文
化
史
的
に
見
ま
す
と、

東
北
地
方
の
南

端
に
位
し、

東
北
と
関
東
・
北
陸
の
文
化
圏
に
接
触
し
て
お
り
ま
す。

さ
ら
に
地
形
か
ら、

浜
通
り
（
太
平
洋）

会
津
（
日
本
海
系）

中
通
り
（
阿
武
隈
川
流
域）

に
三
分
さ
れ、

そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
文
化
を
醸
成
し
て、

著
名
な
遺
跡、

遺
物
が
発
見
さ
れ
て
お
り
ま
す。

昭
和
三
十
六
年
八
月、

本
県
に
お
い
て
は
文
化
財
保
護
委
員
会
の
特
別
の
は
か
ら
い
に
よ
り
県
下
の
遺
跡
台
授
作
製
の
一

齊
調
査
を
実
施
し
た
結
果
約
四
千
箇
所

に
お
よ
ぶ
遺
跡
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た。

こ
の
う
ち
浜
通
り
と
い
わ
れ
る
東
部
地
区
・
太
平
洋
岸
に
は、

貝
塚、

古
墳
な
ど
き
わ
め
て
重
要
な
遺
跡
が
あ
り
ま
す

が、

数
年
前
よ
り、

こ
の
地
域
を
南
北
に
縦
走
し
て
い
る
奥
州
浜
街
道
「
国
道
六
号
線
」
が
建
設
省
の
直
轄
事
業
と
し
て
改
修
工
事
が
行
な
わ
れ、

す
で
に
岩
城
地

方
は
完
了
し
た
が、

こ
の
際
い
く
つ
か
の
遺
跡
が
破
壊
さ
れ
て
お
り
ま
す。

さ
ら
に
双
葉、

相
馬
郡
下
に
お
よ
ん
で、

重
要
な
遺
跡
が
同
じ
運
命
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
文
化
財
専
門
委
員
渡
部
晴
雄
氏
を
派
遣
し
て
数
度
に
わ
た
る

現
地
調
査
を
行
な
い
ま
し
た。

幸
に
建
設
省
槃
城
国
道
工
専
事
務
所
は
遺
跡
の
保
存
に
深
い
関
心
を
示
し
て
こ
の
調
査
に
協
力
し、

さ
ら
に
予
定
線・
を
変
更
し、

土

取
揚
を
か
え
る
な
ど
好
意
あ
る
措
置
を
講
じ
て
く
れ
た。

し
か
し
な
が
ら
な
お
止
む
を
得
ず
破
壊
さ
れ
る
箇
所
が
数
箇
所
あ
る
の
で、

国
庫
補
助
金
四
0
万、

四
0
万
円、

総
汁
八
0
万
円
の
予
算
を
も
っ
て、

発
掘
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た。

炎
天
下
の
八
月、

調
査
員、

関
係
各
位
の
御
尽
力
に
よ
り、

予
期
以
上
の
成

果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た。

本
書
は
そ
の
報
告
書
で、

学
術、

教
育
の
資
料
と
し
て
大
い
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
て
お
り
ま
す。

あ
わ
せ
て
県
下
の
遺
跡
が
完
全
に
保
存
さ
れ
る
よ
う
希
築
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す。

本
県
は、

古
く
「
え
ぞ
の
国
」

県
贄

な
お
こ
の
鳴
究
に
際
し
ま
し
て
協
力
さ
れ
た
調
査
員、

関
係
市
町
村
教
育
委
員
会、

建
設
省
磐
城
国
道
工
事
事
務
所
の
各
位
に、

深
甚
な
る
感
謝
の
意
を
表
し、

序



一
、
編
集
は
梅
宮
茂
が
当
り、
渡
部
晴
雄、
佐
藤
高
俊、
堀
込
静
夫、
西
徹
雄、
秋
山
政一
が
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
て
執
筆
し
た。

一
、
写
真
は
前
記
の
者
の
ほ
か
竹
島
国
基、
鈴
木
啓、
渡
辺一
雄、
馬
目
順一
等
の
撮
影
に
な
る
も
の
で
あ
る。

一
、
実
測
図
は
山
本
明、
臼
井一
郎、
木
田一
等
が
当
り、
事
前
の
地
表
調
査
測
量
は、
平
岡
三
郎、
鈴
木
敏一
が
相
馬
農
業

高校
の
生
徒

を
指
揮
し
て
実
施
し
た
も
の
で、
遺
物
の
実
測
な
ら
び
に
図
の
修
正
お
よ
び
製
図
は、
編
集
者
が
行
っ
た
も
の
で
あ
る。

越

遺

跡

寺

内

前

古

墳

群

大
窪
横
穴

古
墳

群

根

岸

古

墳

群

一
、
本
報
告
書
は、
国
道
六
号
線
（
奥
州
浜
街
道）
の
改
修
工
事
に
よ
っ
て、
潰
滅
を
予
定
さ
れ
て
い
る
遺
跡
に
つ
い
て
昭
和一二
十
七
年
八
月

発
掘
調
査
を
行
っ
た
次
の
遺
跡
の
発
掘
調
査
報
告
書
で
あ
る。
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調

査

員

崎

敏

双
葉、
相
馬
両
郡
下
の
改
修
予
定
線
が
建
設
省
磐
城
国
道
工
事
事
務
所
の
手
に
よ

り
計
画
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
知
っ
た。
県
に
お
い
て
は、
文
化
財
専
門
委
員
渡
部

晴
雄
氏
を
数
度
に
わ
た
り
派
遣
し
て
現
地
調
査
を
行
い、
こ
の
報
告
に
よ
っ
て
破
壊

さ
れ
る
予
定
線
上
の
四
遺
跡
を
発
掘
悶
査
す
る
こ
と
と
な
っ
た。

先
づ
七
月
中
旬、
相
馬
農
業
高
等
学
校
の
平
岡
三
郎、
鈴
木
敏
二阿
教
諭
が
生
徒

を
指
揮
し
て
四
箇
所
の
地
表
調
査
を
実
施
し、
測
量
図
を
作
製
し
た。

一
方
浜
通
り
に
居
住
す
る
研
究
家
で、
昭
和
三
十
六
年
度
限
下
の
遺
跡
台
恨
作
製

の
調
査
を
行
っ
た
福
島
県
考
古
学
会
員
十
五
名
を
調
査
員
に
委
嘱
し、
次
の
班
別
を

編
成
し
た。発

掘
担
当
者

茂
（
県
教
育
委
員
会）

夫
（
相
馬

汀
賢
麟
□

嘉
�）

八
（
平
市
第一
中
学
校）

雄
（
富
岡
高
等
学
校）

二
（
福
島
大
学
生）

広
（
富
岡
第
二
中
学
校）

昭
（
県
教
育
委
員
会）

八
月＝一
日
全
調
査
員
は
双
葉
郡
浪
江
町
公
民
館
に
集
合
し
て、
詳
細
の
協
議
を
行

相
馬
班
は
四
日
か
ら
十
日
ま
で
相
馬
市
根
岸
古
墳
群
二
基
の
発
掘
を
行
い、
後
半
十

梅

0
相
馬
班
（
根
岸、
大
窪
遺
跡）

い、
両
班
に
分
れ
て
現
場
に
お
も
む
き、
翌
四
日
よ
り
調
査
に
か
か
っ
た。

長

沢

克

浩
（

こ

山

田

蓮

沼

宏

木

慕

幸

村

上

木

田

（
内
郷
第一
中
学
校）

鈴

木

啓
（
耶
麻
高
等
学
校）

西

徹
可
雄
（
双
葉
高
等
学
校）

角
器
が
検
出
さ
れ
て
い
る。

調

査

員

秋

山

政

り、
四
倉
町
に
お
い
て
は
地
引
洞
窟
遺
跡
が
半
壊
に
瀕
し、
晩
期
の
縄
文
土
器、
骨

（
飯
坂
高
等
学
校）

〇
双
葉
班
（
寺
内
前、

発
掘
担
当
者

浅

野

塚
の
越
遺
跡）

渡

部

睛

雄
（
県
文
化
財
専
門
委
員）

来
の
関
田
横
穴
群
が
破
壊
さ
れ
て、
火
葬
骨
を
お
さ
め
た
蔵
骨
器
が
発
見
さ
れ
て
お

静
（

こ

今

野

栄 頓

臣ゥ

目

，

 

文
化
の
流
れ
か
ら
み
る
と、
関
東
地
方
と、
仙
台
平
野
の
中
間
に
位
し
て
特
色
あ

る
様
相
を
も
つ
て
い
る。
こ
の
地
域
を
南
北
に
縦
走
し
て
い
る
の
が、
旧
奥
州
浜
街
道

で、
目
下
建
設
省
は
こ
の
国
道
六
号
線
の
改
修
を
行
っ
て
お
り、
石
城
地
区
で
は
勿

夫
（
中
村
向
陽
中
学
校）

（
早
稲
田
大
学
生）

八
（
某
教
育
委
員
会）

堀

込

静

多
く、
学
界
に
知
ら
れ
た
著
名
な
も
の
が
少
く
な
い。

渡

辺

本
県
の
東
部
地
区
は
浜
通
り
（
太
平
洋
岸）
地
方
と
称
し、
原
始
古
代
の
遺
跡
が

,

'

-

）
-

、

1

俊
（
相
馬
高
等
学
校）

郎
（
相
馬
女
子
高
等
学
校）

基
（
原
町
第
二
中
学
校）

雄
（
湯
本
第
二
中
学
校）

竹

島

国

第
一

節

緒

言

山

本

明
（
原
町
高
等
学
校）

臼

井

第
一

章＇

説

佐

藤

高

- 1 -

序

岩

宮

遠

藤

吉 善



心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（
梅
宮

茂）

1

日
か
ら
十
六
日
ま
で
鹿
島
町
の
大
窪
横
穴
古
墳
群
の
発
掘
を
行
う。

双
葉
班
は
前

半、

双
葉
町
寺
内
前
古
墳
群
三
基
横
穴
二
基
を
掘
り、

後
半
浪
江
町
の
塚
ノ
越
住
居

跡
を
発
掘
し
た
。

八
月
十
七
日、

両
班
は
そ
れ
ぞ
れ
の
出
土
品
を
携
行
し
て
浪
江
町
に
集
合
し
出
土

品
の
整
理
を
行
い、

展
示
会
を
行
っ
て、

協
力
し
た
関
係
市
町
村
の
人
々
に
公
開
展

示
し、

そ
の
後
研
究
会
を
開
催
し
て
根
岸
古
墳
に
つ
い
て
は
佐
藤
高
俊、

大
窪
横
穴

に
つ
い
て
は
堀
込
静
夫、

寺
内
前
の
山
上
墳
に
つ
い
て
は
西
徹
雄、

同
所
横
穴
に
つ

い
て
は
木
田
一
、

塚
ノ
越
住
居
跡
に
つ
い
て
は
秋
山
政
一
、

鈴
木
啓
な
ど
が
そ
れ
ぞ

れ
発
表
を
行
い
、

こ
れ
に
つ
い
て
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て、

予
定
の
日
租
を
終

了
散
会
し
た。

十
五
日
間
に
わ
た
る
発
掘
調
査
は、

雨
一

滴
も
降
ら
ぬ
炎
天
続
き
で、

調
査
員
な

ら
び
に
こ
れ
に
協
力
し
た
相
馬
高
校、

相
馬
女
子
高
校、

原
町
高
校、

双
葉
高
校、

富
岡
高
校
各
社
会
科
研
究
会
の
生
徒
諸
君、

さ
ら
に、
双
葉
町、
浪
江
町、

鹿
島
町、

相
馬
市
の
各
教
育
委
員
会、

市
町
当
局
者、

土
地
所
有
者
各
位
の
御
尽
力
に
対
し
て

須恵器 堵

大窪横穴36号墳出土

c
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広

野

町

①

関
ノ
上
遺
跡

縄
文
後
期

(3) 

円
墳
群
跡

①

田
之
網
貝
塚

⑫

鹿
島
古
墳
跡

田
之
網
字
平
松
山

久
之
浜
字
鹿
島

縄
文
中
期

前
方
後
円

久
之
浜
町

①

沿

線

遺

跡

地

名

表

双

葉

地

観
し
た
い
と
思
う。

物
の
探
索
を
行
い
、

現
在
な
お
継
続
調
査
を
つ
づ
け
て
お
り、

に
よ
っ
て
減
失
の
止
む
を
得
な
い

も
の

も
生
じ
た
の
で、

第
一

節
の
よ
う
な
経
過

陸
前
浜
街
道
は
こ
の
た
び
改
修
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
「
一

級
国
道
第
六
号
線
磐
城

国
道
」

と
改
称
さ
れ、

今
後
数
年
で
そ
の
工
事
も
完
了
す
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
磐
城
国
道
の
通
過
地
域
に
は
多
く
の
遺
跡
が
存
在
す
る
が、

こ
の
う
ち
工
事

で
発
堀
調
査
も
行
っ
た
。

こ

れ
に

さ

き
だ
ち、

工
事
当
局
の
協
力
に
よ
り
沿
線
遺

跡
調
査
の
便
宜
を
得
て
工
事
現
場
を
歩
き、

未
知
だ
っ
た
遺
跡
の
発
見
や、

出
土
遺

る
。

工
事
の
進
む
に
つ
れ
て、

発
堀
調
査
を
必
要
と
す
る
も
の
も
あ
ろ
う
し、

新
発

見
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
が、

と
り
あ
え
ず
国
道
六
号
線
計
画
図
に
標
示
し
得
る

遺
跡
中、

路
線
近
接
の
も
の
の
い
く
つ
か
を
表
示
し、

そ
の
う
ち
の
主
な
も
の
を
概

な
お
次
表
の
外、

小
さ
な
遺
跡
ま
で
詳
細
に
あ
げ
た
ら
こ
の
ニ
ー
三
倍
に
達
す
る

で
あ
ろ
う
こ
と
を
付
記
す
る。

新
屋
敷
古
墳
群
跡

末
続
字
新
屋
敷

折
木
字
関
上

一

ー
ニ
の
発
見
も
あ

は

じ

め

に

第
二
節

国
道
六
号
線
泊
線
の
遺
跡

(3) 

清
戸
迫
古
墳
群

塚
ノ
腰
古
墳
群

円
墳

(2) 

新
山
字
清
戸
迫

新
山
字
清
戸
迫

郡
山
字
塚
腰

円
墳

①

清
戸
迫
横
穴
群

双

葉

町

(4) 

熊
ノ
沢
横
穴
群

(3) 

大
膳
原
遺
跡

熊
ノ
沢
古
墳
群

下
郡
山
字
東
原

夫
沢
字
棚
和
子

夫
沢
字
熊
ノ
沢

夫
沢
字
熊
ノ
沢

(2) (1) 

塚
ノ
七
早
遺
跡

た

な

ご

棚
和
子
古
墳
群

円
墳

前
方
後
円
墳

円
墳

熊
字
塚
草

縄
文
後
期

大

熊

町

⑫

東
原
遺
跡

土
師

(1) 

小
浜
字
大
膳
原

弥
生、

土
師

富

岡

町

(7) 

波
倉
字
洞

(6) (5) 

北
田
横
穴
群

天
神
原
遺
跡

ぼ
ら洞

横
穴
群

固

北
田
古
墳
群

北
田
字
新
田
東

北
田
字
翠
攣

北
田
字
天
神
原

縄
文
後
期

円
墳

(3) 

上
原
横
穴
群

下
小
塙
字
上
原

⑨

稲
荷
前
遺
跡

下
小
塙
字
稲
荷
前

縄
文
晩
期

(1) 

堂
平
廃
寺
跡

山
田
岡
字
後
沢

楢

葉

町

(4-) 

林
蔵
寺
遺
跡

下
北
迫
林
蔵
寺
背
後

弥
生

偽

東
町
遺
跡

③

下
北
迫
遺
跡

9

,

”

,�
·
�

4

 

下
北
迫
字
東
町

下
北
迫
集
落
東
裏

弥
生
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仙＂

営
i

ノ
森
古
墳

⑬

植
畑
貝
塚

北
幾
世
橋
字
植
畑

北
幾
世
橋
字
堂
／
森

⑫

観
音
前
横
穴
群

藤
橋
字
観
音
前

（
二
群）

縄
晩 、
弥
生、

土
師

前ilJ
方
後
円
坑

⑥

京
塚
沢
窯
跡

紺

折
ヶ
沢
窯
跡

⑨

大
兌
遺
跡

日
祭
神
社
台
地

雫
字
京
塚
沢

北
原
竿
折
ヶ
浪

縄
文
後
期

⑪

原
古
墳
群

酒
田
字
上
原

円
墳

〇

鄭
知
古
墳
群

酒
田
字
上
原

堤
谷
字
垂
谷

円
墳

閥

原
遺
跡

弥
生

(9) 

西
台
遺
跡

原
町
市

藤
橋
字
西
台

縄
文
晩
期

⑱

藤
橋
古
墳

藤
橋
字
山
居
前

(7) 

宮
林
古
墳
群

谷
津
田
字
宮
林

円
墳

方
墳

縄
文
中 、
後
期

円
墳

前
方
後
円
墳

前
方
後
円
墳

(1A 

塚
原
古
墳
群

塚
原
字
諏
訪
原

円
墳

(1� 

岩
迫
横
穴
群

⑮

本
屋
敷
古
墳
群

＠

百
間
沢
遺
跡

藤
橋
字
本
屋
敷

北
幾
世
橋
字
西
原

⑫

花
輪
遺
跡

⑪

花
輪
古
墳

大
井
字
花
輪

円
墳

大
井
字
花
輪

（

噂
虹）

弥
生 、
土
師

大
井
字
岩
迫

伯

丈
六
横
穴
群

高
瀬
字
丈
六

(10) 

⑥

丈
六
古
墳
群

高
瀬
字
丈
六

(9) 

(2) 

小
高
瀬
古
墳
群

高
瀬
字
小
高
瀬

⑱

山
沢
古
墳
群

円
墳

(1) 

塚
ノ
越
遺
跡

高
瀬
字
桜
木

土
師
住
居
跡

（
発
掘
地）

円
墳

円
墳

前
方
後
円
墳

(7) 

耳
谷
横
穴
群

蒲
迫
古
墳
跡
群

上
岩
崎
横
穴
群

浪
岩
横
穴
群

耳
谷
字
蒲
迫

耳
谷
字
山
沢

福
岡
字
上
岩
崎

泉
沢
字
浪
岩

（
二
群）

円
墳

浪
江
町

(6) 

耳
谷
字
表

⑪

鴻
草
横
穴
群

鵡
ノ
草

（
五
小
群
あ
り）

(5) 

小
泉
横
穴
群

耳
谷
字
小
泉

00) 

中
田
横
穴
群

中
田
字
大
仏
前

（
五
小
群
あ
り）

（生）

泉
沢
字
小
谷
津

(9) 

深
谷
横
穴
群

寺
内
古
墳
群

寺
内
迫
横
穴
群

長
塚
深
谷

長
塚
字

蛉

闘

長
塚
字
寺
内
迫

(8) 

宮
田
貝
塚

・
』

や

っ

小
谷
津
貝
塚

上
浦
字
宮
田

縄
文
中
期

縄
文
晩
期 、

弥
生

（
二
群）

(8) 

炉
讐
巴
噌

⑫

上
浦
加
賀
後
貝
塚

上
浦
字
加
賀
後

(7) 

①

行
津
横
穴
群

(6) 

小
高
町

(5) 

五
番
廃
寺
跡

深
谷
古
墳
群

囮

郡
山
貝
塚

郡
山
字
塚
腰

那
山
字
五
番

長
塚
字
深
谷

円
墳

縄
文
後
期 、
晩
期

b

相
馬
地
区

(19 

狐
塚
古
墳
群

な

め
づ

行
津
字
宮
下

棚
塩
字
狐
塚

縄
文
中
期

円
墳

前
方
後
円
墳
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(13 位砂

横
手
古
墳
群

御
所
内
廃
寺
跡

御
所
内
遺
跡

永
田
古
墳
群

天
神
沢
遺
跡

横
手
字
御
所
内

八
沢
永
田

江
垂
字
天
神
沢

縄
文
晩
期

円
墳

前
方
後
円
墳

弥
生

⑥

小
川
竪
穴
群

小
川
長
清
水
原

固

新
地
貝
塚

小
川
字
貝
塚
西

縄
文
後 、

晩
期

⑪ uo) 

⑱

大
壇
古
墳

駒
ケ
嶺
字
藤
崎

横
手
字
柳
町

横
手
字

叩
〗

蒔

横
手
字
御
所
内

(2) 

藤
崎
横
穴
群

駒
ケ
嶺
宇
藤
崎

(9) ⑧

柳
町
遺
跡

縄
文
後
期

円
墳

前
方
後
円
填

(1) 

三
貫
地
貝
塚

駒
ヶ
嶺
字
高
田

縄
文
晩
期

新

地

村

(7) 

真
野
古
墳
群

長
沼
古
墳
群

(6) (5) 

八
幡
林
遺
跡

小 寺 寺
池 内 内
字 字 字
長大八大八
沼谷幡谷幡

地林地林

円
墳

前
方
後
円
墳

円
墳

(13 

椎
木
住
居
跡

土
師

闘

塚
部
字
新
城
下

(13 

縄
文
中 、

後
期

藤
堂
塚
遺
跡

塚
部
古
墳
群

(1砂

江
垂
古
墳
群

丸
塚
古
墳
群

成
田
字
船
橋

成
田
字
藤
堂
塚

椎
木
字
新
城
山

(4-) 

江
垂
字
大
窪

闘号
闘

江
垂
字
大
窪

円
墳

(11) 

大
窪
横
穴
群

塚
田 、

塩
崎
横
穴
群

（
三
群
あ
り）

（
発
掘

地）

馬
場
野
横
穴
群

中
村
城
本
丸
横
穴
群

表
西
山
横
穴
群

中
村
城
跡
内

中
村
字
表
西
山

(3) 

(10) 

(2) 

(9) 

馬
場
野
丘
陵
西
側
面

①

川
子
横
穴
群

川
子
溜
池
西
側

鹿

島

町

⑰

小
泉
横
穴
群

⑱

小
泉
古
墳
群

小
泉
字
根
岸

小
泉
二
六 、

五

△

附
近

⑬

泉
廃
寺
跡

寺
家
前

館

前

泉
字

(6) 

小
泉
字
根
岸

植
松
廃
寺
跡

（
県
指
定
地）

根
岸
古
墳
群

(5) 

福
迫
横
穴
群

⑪

植
松
遺
跡

上
北
高
平
字
植
松

OO) 

上
北
高
平
字
植
松

固

高
松
古
墳
群

⑨

北
山
古
墳
群

下
北
高
平
字
北
山

(3) 

(8) 

高
見
町
遺
跡

高
見
町
二
丁
目

(2) 

太
郎
穴
横
穴
群

く
ぐ
り
い
し

潜

石
横
穴
群

(7) 

桜
井
古
墳
群

上
渋
佐
原
畑

はい

桜
井
遺
跡

⑱

荒
屋
敷
遺
跡

桜
井
字
原
中

桜
井
字
荒
屋
敷

弥
生
（
二
群）

縄
文
晩
期

前
方
後
方
墳

円
墳
（
指
定
地）

土
師 、

須
恵

円

墳

前
方
後
円
墳

(1) 

地
ノ
内
遺
跡

雌
5

真
野
古
城
跡

相

馬

市

日
立
木
字
地
ノ
内

日
立
木
字
立

谷

飯
豊
字
潜
石

坪
田
字
高
松
円
墳

馬
場
野
字
福
迫

江
垂
御
前
山

（
発
掘
地）

前
方

後
円
墳

弥
生

- 5 -
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こ
れ
を
種
別
に
み
る
と 、
縄
文
式
遺
跡
は
各
市
町
村
と
も
に
あ
る
がへ
特
に
双

葉

郡
北
部
と
相
馬
郡
と
に
密
集
し
て
い
る
げ
弥
生
武
遠
跡
は
い
そ
う
滲
べ
森
応
沫g
広
野

馬
に
特
に
密
集
し
て
い
る 。

遺
跡
の
種
類
と
分
布
状
態

本
県
遠
跡
の
分
布
に
は
粗
密
が
あ
る
が 、
会
津
平
野 、
阿
武
隈
川
流
域 、
海
岸
地

帯
の一二
地
区
に
区
分
さ
れ 、
縄
文 、

弥
生、
古
墳、
上
代
仏
教
関
係
な
ど
の
遺
跡
が

相
当
豊
富
に
存
在
す
る 。

国
道
六
号
線
は
こ
の
う
ち
で
も
密
集
地
区
の
海
岸
地
帯
を
通
過
し 、
特
に
遺
跡
の

多
い
丘
陵
と
平
野
の
中
央
部
を
縫
っ

て
横
断
す
る 。
従
っ

て
多
く
の
遺
跡
が
破
壊
の

運
命
に
遭
遇
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た
が 、
工
事
関
係
当
局
の
配
慮
に

よ
り 、

予
め
通
過
地
域
内
の
遺
跡
分
布
図
を
求
め
ら
れ 、
そ
れ
を
参
考
に
計
画
さ
れ

た
か
の
よ
う
で 、
予
想
外
に
破
壊
数
が
少
な
か
っ

た 。
通
過
地
域
内
の
遺
跡
の
分
布

状
態
を
概
観
す
る
と 、
久
之
浜 、
広
野 、
楢
葉 、
富
岡 、
大
熊
の
各
町
に
は
あ
ま
り

多
く
な
く 、
双
葉 、
浪
江 、
小
高 、
原
町 、
鹿
島 、
相
馬 、
新
地
な
ど
の
各
市
町
村

に
は
各
種
遺
跡
が
多
い 。
こ
の
う
ち
で
も
双
葉 、
浪
江 、
小
高 、
原
町 、
鹿
島 、
相

(2) 

⑪

大
崎
古
墳

ら
ち

き

ざ
含

福
田
字
埒
木
崎

円
墳

雀
塚
古
墳
群

熊
蜀
迫
田
古
墳
群

福
田
字
迫
田

(9) ⑥

富
穴
前
遺
跡

駒
ケ
嶺
字
富
穴
前

に
は

た

り

小
川
字
二
羽
渡

方円 方円 弥
墳墳 墳墳 生

⑰

富
穴
前
古
墳

駒
ケ
嶺
字
富
穴
前

⑱

富
穴
前
横
穴
群

駒
ヶ
嶺
字
富
穴
前

円
墳

町 、
浪
江
町
川
添
字
南
大
坂
竪
穴
群 、
双
葉
町
郡
山
字
沼
ノ
沢 、
楢
葉
町
山
田
岡
字

後
沢
そ
の
弛
な
ど
が
挙
紆
ら
れ
るし？

て
も
明
ら
か
に
竪
穴
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る 。

町 、
浪
江
町 、
原
町
市 、
相
馬
市 、
鹿
島
町
に
は
貴
重
な
も
の
が
あ
る 。
古
墳
は
双

葉
町 、
浪
江
町 、
原
町
市 、
鹿
島
町 、
相
馬
市 、
新
地
村
に
重
要
な
も
の
が
あ
る 。

ま
た
仏
教
遺
跡
と
し
て
は
楢
葉
町 、
双
葉
町 、
小
高
町 、
原
町
市 、
鹿
島
町 、
相

馬
市
な
ど
に
の
こ
り 、

窯
跡 、
古
館 、
城
跡 、
住
居
跡
な
ど
多
種
で
あ
る 。

縄
文 、

弥
生、
土
師
な
ど
の
遺
物
散
布
地

本
地
区
内
縄
文
遺
跡
に
は
早
期
は
ま
だ
見
当
ら
ず 、
前
期
の
は
あ
る
が
少
な
く 、

中
期 、
後
期 、
晩
期
が
多
い 。
阿
武
隈
山
中
と
そ
の
東
麓
に
は 、
早
期
は
少
な
い
な

が
ら
も
い
く
ら
か
見
ら
れ
る 。

弥
生
遺
跡
で
は
桜
井
式
の
名
あ
る
土
器
片
散
布
す
る

原
町
市
桜
井 、
石
庖
丁
の
多
く

発
見
さ
れ
た
鹿
島
町
天
神
沢 、
彩
色
土
器
が
見
出
さ

れ
た
小
高
町
小
谷
津
貝
塚 、
縄
文
晩
期
か
ら
つ
ず
く
と
思
わ
れ
る
浪
江
町
上
原 、
植

畑
両
遺
跡 、
籾
痕
あ
る
土
器
圧
を
出
し
て
い
る
広
野
町
字
東
町
遺
跡
な
ど
が
あ
る 。

こ
の
ほ
か
に
も
所
々
に
か
な
り
の
遺
跡
が
あ
り 、
土
師
器
を
出
す
遺
跡
と
し
て
は

浪
江
高
瀬
の
塚
ノ
越 、
清
水一
連
の
大
遺
跡 、
小
久
村
大
揚 、
富
岡
町
原 、
西
原 、

大
膳
原 、
浪
江
町
大
平
山 、
南
大
坂 、
小
高
町
大
井
の
花
輪
台 、
原
町
市
高
見
町
二

だ
い

こ

う
ち

丁
目 、
鹿
島
町
大
河
内
そ
の
他
の 、
竪
穴
住
居
跡
の
ほ
と
ん
ど
は
土
師
で
相
馬
市
椎

木
新
城
山 、
新
地
村
小
川
の
長
清
水
原
は
沿
線
よ
り
そ
れ
る
が 、
地
表
観
察
に
よ
っ

さ
ら
に
鹿
島
町
字
川
原 、
原
町
市
折
ケ
沢
溜
池
南
方
高
地 、
小
高
町
神
山
字
竹
ノ

a 

2

遺

跡

概

説
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朝

日

前

貝

塚

迎

貝

塚

相

馬

市

片

草

貝

塚

南

台

貝

塚

な
ど
あ
り
大
小
ま
た
各
種
で
あ
る。

小

谷

貝

塚

浦
尻
北
向
貝
塚

浦
尻
台
ノ
前
貝
塚

上
浦
加
賀
後
貝
塚

c

 

古

墳

前
記
六
号
沿
線
遺
跡
表
に
い
く
つ
か
あ
げ
て
お
い
た
が、

本
報
告
書
に
関
係
あ
る

久
之
浜
町、

新
地
村
間
に
所
在
す
る
貝
塚
を
特
に
記
し
て
お
き
た
い
。

そ
れ
は
本
県

で
は
海
岸
に
し
か
見
つ
か
っ
て
い
な
い
重
要
な
遺
跡
だ
と
思
考
し、

将
来
保
存
を
考

上
浦
宮
田
貝
塚

浦
尻
西
向
貝
塚

存
し
た
い
も
の
で
あ
る。

小

高

町

植

畑

貝

塚

浪

江

町

郡

山

貝

塚

双

葉

町

田
之
網
貝
塚
（
平
秘
貝
塚
と
も
い
う）

久

之

浜

町

い
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

b

貝

塚

こ
れ
ら
の
う
ち
新
地
貝
塚
は
昭
和
五
年
史
跡
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
し、

三
貫

地
貝
塚
は
昭
和
二
十
六
年、

二
十
七
年
の
二
回
の
発
掘
に
よ
っ
て
多
数
の
（
約
一

〇

0
体）

の
人
骨
と、

各
種
重
要
な
遺
物
（
ニ
夕
ロ
壺
や、

甕
棺、

朱
塗
土
器、

な
ど）

を
出
し
た。

新
地
の
小
川
は
新
地
式
と
呼
ば
れ
る
士
器
が
主
で
手
長
伝
説
を
伴
っ
て
お
り、

片

草
貝
塚
は
縄
文
前
期、

南
台、

小
谷
津、

植
畑
の
諸
貝
塚
は
縄
文
晩
期
か
ら
弥
生
に

に
つ

ず
く
も
の
と
み
ら
れ、

上
浦
宮
田
は
繊
維
土
器
を
含
み、

上
浦
加
賀
後
は
諸
磯

黒
浜
の
両
式
混
在
の
中
期
に
属
し、

そ
の
他
の
も
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
を
も
つ
重
要
な

遺
跡
で
あ
る
。

本
県
に
は
指
定
貝
塚
は
ま
だ
小
川
だ
け
だ
が
他
の
も
濫
掘
を
せ
ず
保

古
墳
は
各
町
村
に
あ
る
が
と
く
に
双
葉
町
以
北
に
多
く
高
塚、

横
穴
古
墳
と
も
に

あ
り、

高
塚
古
墳
に
は
前
方
後
円
墳、

前
方
後
方
墳、
方
墳、
円
墳
の
各
積、

地
下
遺

横
に
も
横
穴
式、

竪
穴
式
と
が
あ
る
。

横
穴
に
は
棺
床
の
あ
る
も
の、

な
い
も
の、

丹
彩
を
敷
し
た
も
の
施
さ
な
い
も
の、

埋
納
遺
物
は
一

般
に
少
な
い
が、

そ
の
う
ち
に
は
僅
か
な
が
ら
貴
重
な
も
の
が
含

ま
れ
て
い
る。

ず
な
わ
ち
双
葉
町
清
戸
迫
横
穴
出
土
の
異
形
頭
椎
太
刀、

浪
江
町
南

上
ノ
原
円
墳
の
鉄
剣、

槍、

鉄
録、

鹿
角
製
直
弧
文
刀
装
具
（
こ
の
刀
装
具
は、

国

有
に
な
っ
て
い
る）
、

鹿
島
町
寺
内
前
方
後
円
墳
の
双
魚
限、

各
地
円
墳
か
ら
発
見

新

地

貝

塚

二

貫

地

貝

塚

新

地

村

·
·

,' 

土
面

て
い
ね
い
に
削
ら
れ
た
も
の、

粗
造
な
も
の
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大
形
の
高
塚
を
営
ま
れ
た
関
東
と
宮
城
県
と
に
挟
ま
れ
た
本
県
海
岸
古
墳
帯
の
高

銘
あ
る
土
師、

と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
に
関
係
あ
る
も
の
で
あ
ろ
ぅ。

こ
の
植
松

地
村
駒
ヶ
嶺
字
富
穴
前
に
は
葺
石
環
浬
円
墳
が
あ
る
の
は
珍
ら
し
い
。

こ
か
ら
と
発
見
さ
れ
て
い
る。

泉
の
は
須
恵
製
円
面
硯
の
残
片、

こ
こ
の
は
墨
書

大
小
三
基、

同
町
藤
橋
字
本
屋
敷
に
一
と
八
基
を
数
い
る。

他
は
円
墳
で
あ
る
が
新

石
と
恩
わ
れ
る
も
の
は
僅
か
一
基
あ
る
だ
け
で
あ
る
が
珍
ら
し
い
遺
物
が

泉
と
こ

野
迫
田
古
墳
群
中
に
三
基、

同
村
小
川
字
二
羽
渡
に
一
、

浪
江
町
立
賑
字
巡
礼
堂
に

植
松
は
面
積
は
あ
ま
り
広
く
な
く
縄
文
遺
跡
で
も
あ
る。

こ
こ
の
瓦
は
多
い
が
礎

内
（
二
基）

同
町
横
手
字
八
斗
蒔、

相
馬
市
高
松
な
ど
十
数
基。

方
墳
も
新
地
村
熊

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る。

原
町
市
下
北
高
平
字
北
山、

同
市
高
平
権
硯
壇、

鹿
島
町
永
田
（
二
基）
、

同
町
寺

高
瀬
字
丈
六、

同
町
棚
塩
字
狐
塚、

同
町
北
幾
世
橋
堂
ノ
森、

同
町
藤
橋
山
居
平、

が
あ
り、

前
方
後
円
墳
は
大
熊
町
夫
沢
字
屋
敷
前、

浪
江
町
谷
津
田
字
宮
林、

同
町

室
構
造
上
注
意
す
べ
き
一

例
で
あ
ろ
う。

た）

石
室
の
玄
門
は
切
石
を
用
い
二
枚
の
扉
を
閉
じ
合
せ
た
感
を
も
た
せ
る
状
態
に

の
各
種
の
石
製
枝
造
品、

鹿
島
町
長
沼
円
墳
の
馬
鐸、

同
町
大
窪
横
穴
か
ら
の
金
銅

製
杏
葉、

相
馬
市
成
田
墳
跡
に
埋
没
し
て
い
た
埴
輪
の
人
物
馬
そ
の
他
各
種
埴
輪
破

片、

同
市
高
松
前
方
後
円
墳
の
女
性
埴
輪
頭
部
と
同
筒
片、

鹿
島
町
横
手
の
環
湮
円

墳
の
円
筒
片
な
ど、

ま
た
石
棺
に
も
浪
江
町
南
大
坂
円
墳
二
基
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
刹
抜

石
棺
が
出
て
お
り
一

基
か
ら
は
二
つ
の
石
棺
が
発
見
さ
れ
て
い
る。

剤
抜
石
棺
は
東

北
に
は
少
な
く
本
県
で
は
石
城
の
一
と
こ
の
二
の
三
棺
だ
け
だ
ろ
う
と
思
う。

鉄
剣
が
古
墳
時
代
中
期
を
示
す
も
の
と
す
る
な
ら、

関
東
以
西
の
そ
れ
よ
り
は
年

代
が
降
る
だ
ろ
う
が、

形
式
は
中
期
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る。

こ
の
鉄
剣
が
あ

ま
た、

鹿
島
町
横
手
前
方
後
円
墳
（
六
号
線
が
か
か
る
の
で
事
前
に
発
掘
調
査
し

つ
く
ら
れ
て
い
た。

あ
る
い
は
観
音
開
き
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
も
却
れ
な
い
。

石

次
に
謁
塚
古
墳
の
墳
形
で
あ
る
が、

原
町
市
桜
井
に
は
史
跡
指
定
の
前
方
後
方
墳

塚
古
墳
は
一

般
に
小
さ
い
。

こ
れ
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

当

時
の
史
的
事
実
と、

地
方
豪
族
の
消
長
な
ど
か
ら
究
明
す
れ
ば
お
の
ず
か
ら
明
か
に

な
る
で
あ
ろ
う。

仏
教
関
係
遺
跡

寺
院
跡
は、

双
葉
郡
楢
葉
町
山
田
岡
字
後
沢
に、

俗
称
堂
平
と
い
う
小
台
地
が、

谷
と
谷
と
に
挟
ま
れ
て
あ
る
が
そ
こ
の
畑
の
縁
に
三
箇
の
礎
石
が
南
北
に
並
ん
で
い

る。

か
っ
て
は
何
十
の
礎
石
が
あ
っ
た
と
い
う。

時
代
は
明
ら
か
で
な
い
が
礎
石
は

可
成
大
さ
く
中
心
間
の
距
離
は
約
三
烙
二
0
務
（
約
十
尺）

建
物
は
草
葺
か
板
屋
根

で
も
あ
っ
た
ろ
う
か。

と
に
か
く
瓦
は
使
用
し
な
か
っ
た。

近
接
地
に
須
恵
の
空
溢岬

双
葉
町
郡
山
字
五
番
に
あ
る
廃
寺
跡
に
は
古
丸
が
数
多
く
発
見
さ
れ
て
い
る
が
礎

石
は
ほ
と
ん
ど
見
当
ら
な
い
。

後
人
が
利
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う。

瓦
片
の
散
布
状

態
か
ら
考
え
る
と
相
当
な
面
積
を
も
っ
た
寺
院
だ
っ
た
思
う。

相
馬
郡
で
は
原
町
市
の
泉
と
植
松
と、

鹿
島
町
横
手
字
御
所
内、

相
馬
市
中
村
字

黒
木
田
と
の
四
カ
所
に
あ
る。

泉
廃
寺
は
非
常
に
広
い
寺
域
で
あ
っ
た
よ
う
で
礎
石

の
所
在
も、
瓦
の
分
布
も
地
方
で
は
見
ら
れ
な
い
広
さ
を
も
っ
て
い
て、
今
は
県
指
定

の
史
跡
と
な
っ
て
い
る。

瓦
は
同
市
雫
字
京
塚
沢
の
瓦
窯
で
焼
か
れ
た
も
の
で、

植

物
の
葉
の
便
化
模
様
の
特
殊
な
瓦
が
含
ま
れ
て
お
り、

県
の
考
古
資
料
と
し
て
重
要

墳
麓
近
く
し
か
も
墳
を
と
り
ま
く
よ
う
な
置
き
方
で
あ
っ
た。

が
あ
る
の
に
寺
院
跡
に
も
窯
跡
附
近
に
も
瓦
片
が
見
ら
れ
な
い
。

っ
た
円
墳
に
は
三
棺
埋
納
し
て
い
た。
一

墳
多
棺
の
一

例
で
も
あ
る。

埋
納
三
棺
は

d
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寺
名
は
後
世
の
も
の
で
あ
ろ
う。

が
あ
り、

高
町
泉
沢
に
「
後
観
音、

前
薬
師」

と
呼
ば
れ
る
石
窟
仏
が
あ
る。

円
頂
比
丘
形

廃
寺
の
瓦
は
同
市
入
道
迫
瓦
窯
で
焼
か
れ
た
も
の
と
恩
う。
入
道
迫
瓦
窯
跡
は
昭
和

楕
円
形
造
り
出
し
の
あ
る
礎
石
が
一
っ
残
っ
て
い
る。
他
に一
1

平
数
個
配
置
さ
れ
た

ま
ま
の
礎
石
列
が
あ
っ
た
が
明
治
三
十
年
代、

畑
か
ら
取
り
除
い
て
庭
石
に
使
用
し

た
と
地
主
が
話
し
て
い
る。
今
は
瓦
片
も
少
な
く
な
っ
て
い
る。
こ
こ
で
珍
ら
し
い

の
は
丸
味
を
も
？
た
土
塔
が
出
た
こ・、
と
で
あ
る。

相
馬
市
黒
木
田
に
あ
る
廃
寺
跡
に
は
瓦
が
非
常
に
多
い。
瓦
に
朱
塗
の
も
あ
っ
た

と
恩
わ
れ
瓦
片
に
朱
が
点
々
つ
い
て
い
る
も
の
が
出
て
い
る。
耕
地
整
理
し
た
田
の

間
に
一
段
高
い
畑
と
な
っ
て
い
る
か
ら
耕
地
整
理
の
際
何
か
に
利
用
さ
れ
た
か
礎
石

最
後
に
こ
の
地
域
に
の
こ
る
磨
崖
仏
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
く。
相
馬
郡
小

呼
名
の
よ
う

に、

磨
崖
仏
は
水
田
に
な
っ
て
い
る
小
谷
を
へ
だ
て
て
前
後
の
丘
陵
の
南
面
に
造
ら

れ
て
い
て、

後
岩
屋
に
は
約
三
十
尺
の
千
手
観
音一
躯
と
左
右
に
賢
勅
千
仏
の
浮
彫

前
岩
屋
に
は
約
十
尺
の
仏
体
四
と
二
体
の
菩
薩
形
仏
像、

像、

天
部
な
ど
と
と
も
に
光
背
も
彫
刻
さ
れ
て
い
る。

刀
法
雄
渾
し
か
も
軽
快、

惜
む
ら
く
は
永
年
の
星
霜
に
破
損
は
な
は
だ
し
い
こ
と

で
あ
る。
様
式
は
従
前
奈
良
期
と
い
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が、

藤
原
時
代
の
作
で
あ

ろ
う
と
さ
れ、

国
の
指
定
史
跡
に
な
っ
て
い
る。
今
は
真
言
宗
の
慈
徳
寺
に
属
し
て

い
る。
寺
は
こ
の
石
仏
か
ら
東
北
に
三
l
四
百
妍
は
な
れ
た
所
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
が
そ
こ
に
は
礎
石
も
瓦
片
も
な
く
寺
院
跡
と
し
て
の
徴
証
は
な
い。

慈
徳
寺
の

は
な
く
な
っ
て
い
る。

鹿
島
町
横
手
字
御
所
内
の
御
所
内
廃
寺
跡
は
県
指
定
史
跡、

長
径
約一
妍、

や
や

二
十
六
年
後
藤
守
一
氏
が
発
掘
調
査
し
て
い
る。

れ
た。

附
記

近
時
双
葉
郡
富
岡
町
小
浜
の
海
岸
に
近
い
丘
陵
上
か
ら
古
瓦
が
発
見
さ

3

む

す

び

と
空
混
を
め
ぐ
ら
さ
れ
た
遺
跡
が
あ
る。

い
る。

（
渡

部

睛

雄）

鹿
島
町
江
垂
の
御
前
山
と
俗
称
さ
れ
る
丘
に、
深
い
空
談
と、
高
い
土
塁
と
を
二
重

に
施
工
し
た
古
城
跡
が
あ
る。
面
積
は
多
賀
城
に
近
い
と
思
わ
れ、

後
世
の
城
で
い

い
ば
本
丸
に
当
る
部
位
に
は
古
瓦
片
が
散
見
す
る
が
礎
石
は
見
当
ら
な
い。
瓦
は
胆

沢
城
の
に
よ
く
似
て
い
る
か
ら
平
安
期
の
も
の
で
あ
ろ
う。
ま
た
小
高
町
と
原
町
市

と
の
境
界
丘
陵
上
六
九、

八
2
JVl
-―一
角
点
の
あ
る
所
は
瓢
形
で
く
び
れ
部
に
空
濠
を
つ

く
り
頂
部
は
二
区
に
わ
け
て
い
る
が
両
区
と
も
削
平
さ
れ
て
い
る
C

こ
の
両
区
に
は
土
師
片
が
露
出
し
て
い
る
竪
穴
が
十
基
ほ
ど
あ
る。
丘
陵
北
斜
面

に
は
高
さ
一
し
二
摺
の
土
塁
が
東、

北、

西
の
三
方、

各
辺
と
も
直
線
に
回
ら
し
て

一
見
土
豪
の
館
跡
と
も
見
え
る
が、

頂
に
土
師
の
竪
穴
が
あ
る
こ
と
は
上
世

の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う。
真
野
古
墳
群
の
一
割
に
も、

土
塁

以
上
の
各
地、

各
遠
跡
に
つ
い
て
そ
の
現
状
を
書
く
べ
き
で
あ
ろ
う
が、

そ
れ
は

前
述
お
よ
び、

発
掘
記
録
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
明
か
に
な
る
と
思
う
の
で
略
す
こ
と
と
す

る。

e
•
古
罰

釘
如
尉
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大窪横穴古墳附近地形図 （地理調査所5万分の1「相馬中村」より）
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っ
た
の
で
二
分
し
た
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
断
っ
て
お
く 。

く 、
他
に
舟
形
の
礫
郡
・

箱
形
礫
罪
も
み
ら
れ
る 。

か
ら
「

大
窪
横
穴」
に
包
含
さ
れ
る
の
で
あ
る
が 、
本
書
の
報
告
の
対
照
と
し
な
か

銅
製
双
魚
侃
等
が
知
ら
れ
て
い
る 。

内
部
構
造
は
組
合
せ
に
よ
る
箱
式
石
室
が
多

出
土
品
は
直
刀・
馬
具・
玉
類
が
多
く 、
他
に
石
製
模
造
品 、
鹿
角
装
刀
子
・

金

が
あ
っ

た 。

後
は
福
島
県
立
相
馬
高
等
学
校
〔
註
二〕

、
及
び
慶
応
義
塾
大
学
〔
註
三〕
の
調
査

「
大
窪
横
穴
古
墳
群」
と
称
す
る
こ
と
と
す
る 。

小
此
木
忠
七
郎 、
内
務
省
考
査
官 、
柴
田
常
恵
両
氏
の
調
査
が
あ
り 、
〔
註一
〕
戦

前
方
後
円
墳
二
基
を
ま
じ
え
た
小
型
の
円
墳
で 、
戦
前
に
は
福
島
県
史
蹟
調
査
員 、

に
お
い
て
は 、
「
塩
崎
横
穴
支
群」
と
し 、
鉄
道
の
東
か
ら
今
回
調
査
を
行
っ

た
四

大
窪
横
穴
墳
群
の
西
北
西
約
ニキロ
の
台
地
上
で 、
鹿
島
町
寺

る。 島
県
造
跡
地
名
表
第
五
五
九
号
（
相
馬一
＝
二
号）

八
崎
山
の
南
斜
面
で
あ
る 。

ヽ
立,1

 

←

 

第
二

章
置

第
一

節

古
墳
の
位
闘
と
現
況

大

窪

横

穴

古

墳

群

相
馬
郡
鹿
島
町

本
横
穴
墳
群
は
相
馬
郡
鹿
島
町
江
垂
字
大
窪
地
内
に
あ
る 。
常
磐
線
鹿
島
駅
か
ら

南
々
東
約一
•

五
咤
の
地
点
で
鹿
島
町
立
真
野
小
学
校
の
西
南
辺
に
位
置
す
る
俗
称

八
崎
山
丘
陵
は 、
常
磐
線
を
は
さ
ん
で
東
西
に
長
く
走
り 、

南
斜
面
に
あ
る
横
穴

古
墳
は 、
西
は
塩
崎
の
磨
崖
仏
の
あ
る
附
近
か
ら 、
東
端
ま
で
断
続
し
て
お
り 、

福

の
「
江
垂
横
穴
古
墳
群」
に
当

江
垂
横
穴
墳
群
は
三
支
群
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う 。

常
磐
線
の
西
を 、
本
書

十
八
号
墳
ま
で
の
間
を
「
江
垂
横
穴
中
部
支
群」
と
名
づ
け 、
こ
こ
か
ら
東
端
ま
で

一
、

0
0
01加
の
間
を
[
大
窪
横
穴
支
群」
と
呼
称
し ヽ
本辛芦
に
お
ぃ
て
は 、
単
に

こ
の
区
分
は
便
宜
上
名
づ
け
た
も
の
で 、
塩
崎
支
群
に
は
ま
だ
未
開
口
の
も
の
が

多
い
と
さ
れ 、
学
術
調
査
は
施
さ
れ
て
い
な
い 。
江
垂
中
部
支
群
と
大
窪
支
群
と
の

間
に
は 、
何
ら
の
区
分
す
る
理
由
は
な
い 。
地
名
か
ら
い
っ
て
も
大
窪
地
内
で
あ
る

っ
て
い
る
点
で
も 、
三
丘
陵
共
通
し
て
い
る 。

こ
の
附
近
は
阿
武
隈
山
脈
に
源
を
発
し
た
真
野
川
が
海
岸
近
く
に
お
い
て
蛇
行
し

な
が
ら
太
平
洋
に
流
れ
こ
み 、
周
辺
に
沖
積
低
地
を
作
っ
て
い
る 。
こ
の
低
地
の

三
方
は
新
生
代
の
丘
陵
に
よ
っ
て
取
囲
ま
れ
て
お
り 、
な
だ
ら
か
な
起
伏
を
見
せ
て

い
る
が 、
そ
の
陵
線
は
複
雄
に
入
り

乱
れ
つ
つ
も 、
随
所
に
低
地
に
向
っ
て
東
に
延

び 、
小
さ
な
舌
状
丘
陵
を
呈
し
て
い
る 。
本
横
穴
墳
の
位
置
す
る
八
崎
山
の
他
に 、

新
山・
小
山
田
等
の
丘
陵
が
そ
れ
で 、
眺
望
の
よ
い
所
と
な
っ
て
い
る 。
八
崎
山
は

標
高
約
三
十
妍
で 、
高
い
と
は
い
え
な
い
が 、
海
蝕
を
う

け
て
急
傾
斜
を
な
し 、
低

地
と
の
地
差
が
大
で 、
吃
立
し
た
観
が
あ
る 。
こ
れ
は
新
山・
小
山
田
の
丘
陵
に
お

い
て
も
同
様
で
そ
の
南
斜
面
に
横
穴
墳
群
が
あ
る
こ
と
や 、
陵
線
上
に
円
墳
群
を
も

2 、
附
近
の
遺
跡

鹿
島
町
に
お
け
る
古
墳
文
化
の
遺
跡
は
以
前
か
ら
知
ら
れ 、
大
正
の
頃
か
ら
学
術

調
査
や
盗
掘
を
受
け
て
い
る 。
次
に
そ
の
遺
跡
の
概
略
を
列
挙
し
て
み
よ
う 。

〔
寺
内
古
墳
群〕

内
字
八
幡
林
を
中
心
に
そ
の
数
七
十
墓
を
越
え
る
代
表
的
な
後
期
古
墳
群
で
あ
る 。
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〔
屋
形
古
墳
群〕
，
真
野
川

沖積
低
地
の
北
辺
を
割
す
る
新
生
代
丘
陵
上
の
円
墳

る
が 、
墳
丘
は
そ
れ
程
損
な
わ
れ
て
は
い
な
い 。
（
註
四）

る 。
し
か
し
昭
和
三
十
五
年
に
発
掘
さ
れ
た
第一
号
墳
の
例
で
は 、
新
生
代
砂
岩
を

用
い
て 、
よ
く

整
形
さ
れ
た
横
穴
式
石
室
で 、
羨
道
部
を
失
っ
て
い
た
が 、
特
に
玄

明
治
末
期
鉄
道
敷
設
工
事
の
際
に
殆
ん
ど
大
部
分
が
盗
掘
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ

門
部
の
石
組
み
に
独
得
の
組
合
せ
を
し
て
い
る 。

較
的
大
き
く
中
期
的
な
印
象
を
与
え 、

第
十一＿一
号
墳
が
円
筒
埴
輪
を
伴
な
っ
て
い

い
る
の
に
対
し
て 、

一
号
（
前
方
後
円
墳）
i

十
二
号
墳
が一
群
を
な
し
て

手
字
原
田
に
か
け
る一
帯
の
畑
及
び
水
田
で
あ
る 。
一
基
の
前
方
後
円
墳
と
十
数
基

七
脳
を
数
え
る。
明
治
三
十
四
年
頃
掘
崩
し
直
刀
等
が
出
土
し
た 。

横
手
古
墳
群
の
西
方
約―
•

五
咤
の
地
点
で 、
同
じ
く
沖
積
低

小
山
田
横
穴
墳
群
を
形
成
し
て
い
る 。

〔
小
山
田
古
墳
群〕

新
山
古
墳
群
の
北
方
約
七
百
脳
を
隔
て
て
東
に
延
び
る
丘

真
野
川
沖
積
低
地
の
西
辺
を
劃
す
る
丘
陵
の
陵
線
上
の
円
墳

点
在
す
る 。

〔
横
手
古
墳
群〕

真
野
川
沖
積
低
地
の
北
岸 、
鹿
島
町
横
手
字
八
斗
蒔
か
ら
横

い
ろ
な
点
で
寺
内
古
墳
群
と
共
通
性
の
多
い
古
墳
群
で
あ
る 。

寺
内
古
墳
群
の
西
方
約一
咤 、

り 、
寺
内
古
墳
群
と
同一
台
地
上
に
分
布
す
る 。
い
わ
ば
寺
内
古
墳
群
の
支
群
と
見

る
べ
き
で
あ
ろ
う 。
同
じ
く

後
期
に
属
す
る
も
の
で 、
銅
製
馬
鐸・
兵
庫
鎖
付
轡
等

の
出
土
が
知
ら
れ
て
い
る 。
現
在
は
十
三
基
を
数
え
る
が 、
か
っ
て
は
二
十
基
を
越

学
術
調
査
は
相
馬
高
等
学
校 、
慶
応
義
塾
大
学
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る 。
い
ろ

の
円
墳
群
よ
り
成
り
立
ち 、

十
三
号
墳
及
び
こ
れ
を
と
り
ま
く
数
基
小
円
墳
は
陪
塚
を
思
わ

せ
る 。
こ
れ
は
前
記一
群
よ
り

約
五
百
屈
程
西
方
に
孤
立
し
た
形
で
分
布
し
て
い

る 。立
地
的
に
寺
内・
小
池
そ
の
他
の
丘
陵
上
の
古
墳
群
と
は
相
異
す
る
低
地
に
分
布

し
て
い
る
点
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
が 、
調
査
の
結
果
か
ら
も
そ
の
差
違
が
感
じ
ら

れ 、
編
年
的
に
謹
要
な
意
味
で
も
っ
て
い
る 。
即
ち
墳
丘
が
当
地
方
に
お
い
て
は
比

南
側
の
丘
陵
で 、
屋
形
横
穴
墳
群
と
同
じ
く
陵
線
が
複
雑
な
た
め
遺
跡
の
全
貌百
は
つ

か
み
得
な
い
が 、
川
子
溜
池
を
中
心
と
す
る
周
辺
の
斜
面
に
横
穴
が
開
口
し
て
い
る 。

ま
た
こ
の
附
近
か
ら
更
に
東
へ
延
び
て
烏
崎
に
至
る
丘
陵
の
陵
線
上
に
は
円
墳
が

〔
新
山
古
墳
群〕

群
で
薬
師
神
社
の
背
後
に
二
基
を
み
る
事
が
出
来
る 。
南
斜
面
に
は
横
穴
墳
が
点
在

し
て 、
新
山
横
穴
墳
群
を
形
成
す
る 。
こ
れ
等
の
大
部
分
は
戦
時
中
防
空
談
と
し
て

使
用
さ
れ
た 。

陵
上
に
互
基
の
円
墳
が
点
在
す
る 。
南
斜
面
に
は 、
十
数
基
の
横
穴
墳
が
点
在
し 、

〔
細
内
墳
跡〕

地
に
位
置
し
て
い
る 。
墳
丘
は
全
く
失
わ
れ 、
墳
形
は
知
る
よ
し
も
な
い
が
背
後
の

降
居
神
社
境
内
に
石
棺
に
用
い
ら
れ
た
石
が
残
存
し
て
お
り 、
そ
の
大
き
さ
は
一
・

•
五
咤
を
隔
て
た 、

〔
大
六
天
遺
跡〕

大
窪
横
穴
墳
群
の
西
北
方
約一

大
六
天
に
所
在
す
る 。
爽
野
川
南
岸
に
沿
っ
た
低
地
遺
跡
で 、
水
田
下
て
層
位
が
深
ぃ

た
め
比
土
量
が
沙
た
政
土
師令皿
箆
溢
后
気
笈
腔
謁辺
め
士
藷

9 匝
謡
濫
薦

え
た
と
い
わ
れ 、
戦
後
開
墾
に
よ
っ
て
失
な
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る 。

江
垂
字

〔
川
子
横
穴
墳
群〕

大
窪
丘
陵
か
ら
真
野
川
支
流
に
よ
る
沖
積
低
地
を
開
て
た

墳
附
近
の
斜
面
よ
り 、

須
恵
器
の
平
瓶一
箇
が
出
土
し
て
い
る 。

〔
小
池
古
墳
群〕

鹿
島
町
小
池
字
長
町
に
あ

群
で 、
大
窪
横
穴
墳
群
と
は
真
野
川
を
隔
て
て
対
応
す
る
位
置
に
あ
る 。
殊
に
俗
称

陣
場
山
の
頂
上
に
は
双
円
墳
と
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る 。
ま
た
南
斜
面
に
は
横
穴
墳

も
点
在
し
て
い
る 。
ま
だ
学
術
調
査
を
う

け
て
い
な
い
が 、
農
道
工
事
の
際 、
横
穴

- 12 -
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あ
る 。

の
う
ち 、

鹿
島
町
の
古
墳
時
代
遺
跡
は
非
常
に
豊
富
で 、
古
墳
群
の
立
地
条
件
か
ら
み
る
と

沖
積
低
地
に
分
布
す
る
も
の 、
周
辺
の
丘
陵
上
に
分
布
す
る
も
の
と
に
分
類
さ
れ 、

更
に
丘
陵
上
の
古
墳
は
寺
内
古
墳
群 、
小
池
古
墳
群
等
の
如
く
台
地
上
の
も
の
と 、
さ

ら
に
高
所
の
陵
線
上
の
も
の 、
及
び
そ
の
斜
面
の
横
穴
墳
と
に
大
別
さ
れ
る 。
そ
れ

ぞ
れ
の
立
地
条
件
の
相
違
は 、
そ
れ
ぞ
れ
相
違
す
る
文
化
様
相
を
示
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る 。

江
垂
古
墳
群
は
鹿
島
町
に
於
け
る
古
墳
群
の
中
で
は
東
南
部
に
位
置
し
殊
に
横
穴

古
墳
は
交
通
の
便
の
よ
い
事
や
寺
内
古
墳
群
に
近
い
泰
等
か
ら
以
前
よ
り

知
ら
れ 、

し
ば
し
ば
盗
掘
の
厄
に
あ
っ
て
い
た 。
殊
に
戦
時
中
は
真
野
小
学
校
の
避
難
場
所
と

さ
れ 、
横
穴
墳
の
多
く
は
防
空
濠
と
し
て
利
用
さ
れ
た
た
め 、
大
部
分
が
開
口
し
て

お
り 、

未
知
の
出
土
品
も
少
な
か
ら
ず
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る 。
こ
れ
ら

回
福
島
県
教
育
委
員
会
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
は
斯
学
の
た
め
誠
に
喜
ば
し
い
次
第
で

江
垂 、
大
窪
丘
陵
の
陵
線
上
に
は
十
数
基
の
円
墳
が
点
在
し 、
出
土
品
は
勾
玉
が
相

る 。

い
く
ら
か
は 、
附
近
の
掘
越
直
人
氏
に
よ
っ
て
保
管
さ
れ
て
い
た
が 、
今

円
墳
群

3、
江
垂
古
墳
群

ご
横
穴
墳
群

と
思
わ
れ
る 。

〔
大
河
内
遺
跡〕

岸
段
丘
上
で
あ
る 。

が
一
箇
は
地
主
宅
に
保
存
さ
れ
て
い
る 。
円
筒
状
の
縦
に
刷
毛
目
文
が
走
る
井
で
あ

数
年
前
土
採
中
土
師
井
が
二
箇
出
土
し
た 。
一
箇
は
破
壊
し

一
号
ー

四
十

が
う

す
く
な
っ
て 、
断
続
し
な
が
ら
西
方
に
延
び
る
も
の
と
恩
わ
れ
る 。

横
穴
墳
は 、
こ
の
丘
陵
の
前
端
か
ら
南
斜
面
の
ほ
と
ん
ど
全
体
に
わ
た
り 、
国
鉄

常
磐
線
に
沿
っ
て
彎
曲
し 、
さ
ら
に
こ
れ
を
こ
え
て
西
部
の
塩
崎
部
落
に
到
る
広
範

囲
に
お
よ
び 、
鉄
道
の
西
方
約―
•

五キロ
の
塩
崎
磨
崖
仏
附
近
ま
で
点
在
す
る
よ
う

で 、
そ
の
数
は
百
数
十
基
と
い
わ
れ
る 。
全
面
の
潤
査
は
限
ら
れ
た
日
数
で
分
布
状

況
を
詳
細
に
踏
査
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ

た 。
恐
ら
く
鉄
道
沿
線
か
ら
は
密
度

分
布
の
も
っ
と
も
凝
密
な
部
分
は
鉄
道
ト

ソ
ネ
ル
よ
り

東
方
へ
約
三
百2い
の
区
域

で 、
上
層
か
ら
下
層
ま
で
三
層
な
い
し
は
四
層
を
な
し
て
並
列
す
る 。

今
回
の
調
査
は
丘
陵
の
東
端
約
七
十
脳
の
部
分
で 、
分
布
密
度
は
や
や
う

す
く
な

っ
て
い
る 。
そ
れ
で
も
四
十
八
基
の
横
穴
墳
が 、

不
整
な
が
ら
二
層
を
な
し
て
並

び 、
二
十
六
号
附
近
か
ら
以
西
は
三
層
を
な
し
て
い
る 。
す
な
わ
ち
三
十
六
号
か
ら

四
十一
号
に
連
な
る
中
層
を
は
さ
ん
で 、
二
号
i-＝一

十
五
号
は
下
層 、

五
号
は
上
層
を
な
し
て
断
続
す
る 。
分
布
状
況
か
ら
み
て 、
下
層
は
二
号
i-―-
+
-

号
が
一
グ
ル
ー
プ
を
な
し 、
三
十
二
号
ー

三
十
五
号
は
別
の
グ
ル
ー 。フ
と
し
て
西
方

に
の
び
る
の
か
も
し
れ
な
い 。
壁
画
（
朱
描）
を
有
す
る
と
い
わ
れ
る
横
穴
墳
は
下

層
の
三
号
墳
で
あ
る 。

小
型
で
不
整
形
な
円
墳
に
な
っ
て
い
る 。

も
と
に
あ
た
り 、

現
在
宅
地
に
な
っ
て
い
る 。
真
野
川
が
蛇
行
す
る
内
側
の
低
い
河

真
野
川
を
隔
て
た
大
六
天
遺
跡
の
対
岸
で 、
大
河
内
橋
の
た

当
量
出
土
し
た
う

わ
さ
が
あ
る
以
外
は
不
明
で
あ
る 。
樹
木
が
茂
っ
て
い
る
た
め 、
台

地
西
部
の
緩
傾
斜
の
処
は
割
合
に
よ
く
保
存
さ
れ 、
大
型
の
円
墳
で
あ
る
の
に
対
し

て
大
窪
横
穴
の
頂
上
に
あ
る
円
墳
は
傾
斜
が
急
で
頂
上
が
狭
い
た
め
封
土
が
流
れ 、
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十
号
墳

九
号
墳

0
佐
藤 、
馬
目 、
堀
込

0
山
本 、
梅
宮

相
馬
高
等
学
校

原
町
高
等
学
校

II
 

五
号
墳

調
査
会
議
を
開
き 、
試
み
と
し
て
次
の
三
横
穴
に
着
手
し
た 。
も
ち
ろ
ん
す
で
に

0
臼
井 、
渡
辺 、
今
野

相
馬
女
子
高
校
生
徒

十
五
日

開
口
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る 。

女
子
生
は
土
器
洗
い
を
行
う 。

梅
宮 、
堀
込
は 、
四
八
号
ま
で
の
全
開
口
横
穴
を

踏
査
し
記
録
す
る 。晴

む
し
暑
し

七
号
八
号
実
測
後
埋
め
も
ど
し 、
二
三
号
実
測
続
行 、
新
に
十
二
号
に
着
手
（
佐

藤 、
渡
辺）
小
さ
な
副
室
あ
り 、

金
環•
勾
玉
一
箇
発
見。
梅
宮
は
堀
越
氏
の
案

測
平

岡

郎

鈴

木

敏

未
開
口
横
穴
を
発
見
着
手（
臼
井） 、
小
さ
い
粗
略
さ
れ
た
も
の
で
鉄
斧
出
土
す
る 。

出
土
品
係

山

本

明

臼

井

郎

副
室
の
あ
る
の
を
発
見
し 、
雲
珠一
箇
鉄
鏃
出
土 。
ニ――一
号
続
行 。
新
に
四
六
号
の

記

録

係

渡

辺

雄

山

本

明

十一
号
を
埋
め
も
ど
し 、
三
六
号 、
七
号
の
実

測

に
か
か
り 、

八
号
の
羨
門
外
に

写

真

係

竹

島

国

基

十
四
日

睛

調
査
主
任

堀

込

静

夫

調
査
担
当
者

こ
の
日
松
田
県
社
会
教
育
課
長
来
訪 。
二
三
号
前
室
か
ら
提
瓶
出
土
3

梅

宮

茂

調
査
上
の
注
意
を
話
し
た
後
次
の
班
別
役
割
を
行
う 。

発
掘
調
査
の
経
過

で
あ
る
大
窪
横
穴
群
を
調
査
す
る
こ
と
な
っ

た 。

梅
宮
は 、
前
半
の
調
査
地
点
で
あ
る
相
馬
市
根
岸
古
墳
の
整
理
を
終
っ

て
渡
辺一

雄 、
馬
目
調
査
員
と
共
に
午
前
十一
時
鹿
島
町
に
到
着
し 、
鹿
島
町
教
育
委
員
会 、

公
民
館
を
訪
問
し
て
協
力
を
依
頼
し 、
さ
ら
に
岡
本
武
男
主
事
と
計
画
を
協
議
し 、

人
夫
の
手
配
を
行
う 。

午
後
関
連
遺
跡
で
あ
る
天
神
沢
遺
跡
を
踏
査
す 。
夕
方
堀
込

静
夫
調
査
員
今
野
主
事
到
着 。

午
前
八
時
半
宿
の
車
で
現
地
に
到
着 。
九
時一
五
号
墳
の
前
で
慰
霊
祭
を
行
う 。

こ
の
間
梅
宮 、
今
野
は
地
主
で
あ
る
大
窪
徳
三
氏
を
訪
問
し
て
日
頃
の
協
力
を
謝

し
て 、
な
お
今
後
の
協
力
を
依
頼 、
ま
た
本
遠
跡
の
出
土
品
を
所
有
す
る
堀
越
直
人

氏
に
助
力
を
求
め
た 。

大
窪 、
堀
越
両
氏
の
協
力
で 、
未
開
口
の
横
穴
を
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
り

探
す
が 、

発
見
さ
れ
な
い 。
五
号
の
室
外
に
内
黒
の
土
師
器
片
を
発
見 、
十
号
か
ら
須
恵
器
出

土 。
こ
れ
ら
の
実

測

を
行
う 。

午
後
新
に
三
十
六
号
に
着
手 、
佐
藤
調
査
員
相
馬
高

校・
相
女
生
の
応
援
を
受
け 、
前
庭
部
か
ら
須
恵
器
三
箇
を
発
見
す
る 。
こ
の
日
県

十
三
日

人
夫
は
調
査
完
了
し
た
五
号 、
九
号
の
埋
め
も
ど
し
に
か
か
り 、

新
に
七
号
（
山

本）
八
号
（
渡
辺）
ニ――一
号
（
堀
込）
に
着
手
す
る 。
八
号
は
慶
応
大
の
清
水
潤
三

氏
ら
が
発
掘
し
た
も
の
で
あ
る 。
三
六
号
の
前
庭
か
ら
玉
類
出
土 。

十一
日

晴
暑
し 。

晴

史
編
さ
ん
委
員
事
務
局
の
宗
像
主
査 、
佐
藤
堅
治
郎
委
員
ら
来
訪 。

八
月
十
日

晴

十
二
日

快

晴

第一
班
の
相
馬
班
は 、
後
半
の
調
査
と
し
て
相
馬
郡
鹿
島
町
江
垂
横
穴
群
の
支
群

第
二

節
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今
回
調
査
を
行
っ

た
江
垂
古
墳
群
の
う
ち
大
窪
横
穴
支
群
は
第一
章
に
記
述
し
た

内
で 、
本
横
穴
群
の
頂
上
陵
線
に
分
布
し
て
い
る
山
上
墳
（
円
墳）

視
察。夕

刻
全
調
査
員 、
宿
舎
に
お
い
て
明
日
の
最
終
日
の
調
査
を
協
議
し 、
夜
出
士
品

十
二
号
墳
の
実

測

後
埋
め
も
ど
し 、
午
前
に
て
終
了 。
午
後
新
に
小
横
穴
四
八
号

を
発
見
し 、
梅
宮 、
今
野 、
大
窪 、
堀
込
と
と
も
に
調
査
し 、

夕
刻 、
浪
江
町
に
移
動
し 、
第
二
班
双
葉
班
と
合
流
し 、
出
土
品
の
整
理
を
行
う

い 、
調
査
結
果
に
つ
い
て
討
議
研
究
を
行
い 、
昼
食
後
調
査
隊
を
解
散
す
る 。
事
務

局
貝
の
み
残
っ
て
事
務
整
理 、
出
士
品
の
梱
包
を
行
い 、
輸
送
業
者
に
委
託
し 、

切
を
終
了
す
る 。

第
三
節

各
横
穴
の
構
造

横
穴
を
確
認
し
た 。

浪
江
町
の
宿
舎
に
お
い
て 、

本
調
査
の
出
土
品
を
公
開
陳
列
し 、

で
直
刀一
を
発
見 、
小
形
の
横
穴
の
好
資
料
を
確
認
し
た 。

研
究
会
を
行

の
分
布
状
品
を

四
六
号
と
同
じ
状
態

と
お
り 、
国
道
六
号
線
工
事
の
影
喘
を
受
け
る
八
崎
山
丘
陵
の
東
部
で 、
突
端
か
ら

約一
、

0
0
0
屈 。
地
形
が
急
に
傾
斜
の
度
を
増
し 、
小
さ
な
＞
字
形
の
凹
部
を
な

す
沢
が
頂
上
よ
り
麓
に
一
線
を
劃
し
て
い
る
地
点
ま
で
と
し 、
そ
の
間
に
四
八
基
の

な
っ
て
い
る 。

第
九
図
④

こ
の
横
穴
は
慶
応
義
塾
大
学
が
真
野
古
墳
調
査
の
際
調
査
を
試
み

方
に
倒
れ
か
か
り

開
口
し
て
い
た
が 、
か
っ
て
羨
道
よ
り

平
瓶
が
出
土
し
（
写
真

分
布
状
品
を
見
る
と 、
頂
上
部
に
近
く
開
口
し
て
い
る
の
が
多
い。
中
腹
以
下
麓

近
く
に
も
存
在
し
て
い
る
の
は 、
横
穴
構
成
に
適
す
る
地
形
（
傾
斜 、
土
質
等）
に

よ
る
の
で
あ
ろ
う

が 、
便
宜
上
上
下
二
層
に
区
分
し
て
記
述
し 、
今
回
発
掘
を
行
な

し
た
が
っ
て 、
本
項
に
お
い
て
詳
述
す
る
横
穴
は
既
に
開
口
し
て
い
る
も
の
を
再

．
上
層
に
位
置
す
る
も
の 。

〔
七
号
墳〕

の
プ
ラ
ン
を
な
し 、
天
井
は
ド
ー
ム
形
に
な
っ
て
い
る 。
平
面
プ
ラ
ン
は
隅
丸
で
あ
る

が
前
壁
の
隅
よ
り
も
奥
壁
の
隅
が
大
き
な
丸
み
を
な
す 。
し
か
し
床
面
と
壁
面
と
の

接
線
は
鋭
角
を
な
し
て
丸
み
を
も
た
な
い
こ
と
は 、
他
の
横
穴
墳
と
同
様
で
あ
る 。

床
面
は
玄
門
附
近
に
少
し
の
敷
石
が
あ
っ
た
だ
け
で
排
水
溝
等
の
構
造
は
な
い 。

羨
道
は
前
壁
の
中
央
よ
り
も
や
や
右
寄
り
に
開
口
し 、
玄
門
部
よ
り

羨
道
奥
端
の

方
が
や
や
巾
広
に
な
っ
て 、
殊
に
左
壁
が
羨
室
に
向
っ
て
広
が
る 。
玄
門
は
幅
六
六

灼 、
高
さ一
2い
で
上
端
が
直
線
を
な
す
ァ
ー
チ
形
を
な
す 。
玄
室
の
床
面
は
そ
の
ま

ま
羨
門
ま
で
続
き 、
羨
門
外
で
十
二
務
低
く
な
り 、
そ
の
ま
ま
外
方
に
開
く 。

羨
門
閉
鎮
装
置
は
花
扁
岩
の
一
枚
石
を
た
て 、
塞
石
と
し 、
そ
の
両
側
の
下
部
を

お
さ
え
る
た
め
に
三
〇
衿
内
外
の
三
ヶ
の
板
石
が
残
存
し
て
い
た 。
窓
石
は
半
ば
外

ま
た
玄
室
の
左
奥
隅
よ
り

玉
類
が
出
土
し
た
と
い
う

が
詳
細
は
不
明
で

あ
る 。
天
井
は
羨
門
外
に
お
い
て
六
十
四
尭
内
外
高
ま
り 、

幅一
・

八2い
の
前
室
と

〔
八
号
墳〕

十
七
日

睛

玄
室
の
最
大
幅
ニ
・

六
脳 、
奥
行
ニ
・

四
四
屈
で 、
略
々
正
方
形

(1) 

発
掘
を
行
っ
た
十
基
に
つ
い
て
の
資
料
と
す
る 。

十
六
日

晴

を
整
理
仮
梱
包
を
行
う 。

わ
ず 、
玄
室
に
入
っ
て
観
察
し
た
資
料
は 、
別
項
に
記
す
こ
と
と
す
る 。
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い
前
室
を
な
し
て
い
る 。
傾
斜
の
急
な
地
形
の
た
め
前
庭
部
は
狭
い 。

か
ら
瑶
瑶
製
勾
玉
が一
箇
出
土
し
て
い
る 。

欠
） 五

務
ほ
ど
幅
の
塞
石
を
は
め
る
た
め
の
凹
が
み
ら
れ
る 。
た
だ
し
副
室
の
塞
石
も

幅
五
十

を
つ
く
っ
て
い
る 。

て 、
雲
珠 、
杏
葉 、
須
恵
器
を
発
掘
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る 。

平
面
プ
ラ
ン
は
隅
丸
の
ほ
ぼ
正
方
形
を
な
す
玄
室
で
あ
る
が 、
前
壁
に
比
し
て
奥

壁
の
長
さ
が
や
や
長
い 。
幅
三
・

一
四
妍 、
奥
行
ニ
・

七
烙
で
左
右
の
側
壁
の
長
さ

が
等
し
く
な
い
た
め 、
ゆ
が
ん
だ
プ
ラ
ン
を
な
す 。
羨
門
は
縦
長
の
梯
形
状
で
直
線

に
よ
り

構
成
さ
れ 、

あ
り 、

重
圏
を
な
す 。

た 。
天
井
は
ド
ー
ム
状
で
均
整
の
と
れ
た
張
り
を
示
し
て
い
る 。
前
壁
ほ
ぼ
中
央
に

羨
道
が
開
口
す
る
が 、
七
号
墳
と
同
じ
く 、

右
壁
は
玄
室
に
直
交
す
る
に
対
し
て 、

左
壁
は
ラ
ッ
パ
状
に
開
く 。
そ
の
た
め
羨
門
の
幅
が
七
〇
務
に
対
し
て 、
羨
道
奥
端

に
お
い
て
は一
2い
に
な
っ
て
い
る 。
こ
の
よ
う

な
傾
向
は
他
の
横
穴
墳
に
も
み
ら
れ

る
が 、
横
穴
を
造
作
す
る
に
当
り

羨
道
を
掘
り

進
め
る
時
は 、
相
当
身
体
の
自
由
を

拘
束
さ
れ
る
わ
け
で 、
こ
れ
か
ら
逃
れ
る
た
め
に 、
自
然
こ
の
よ
う

な
プ
ラ
ン
を
示

す
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う 。

床
面
は
羨
門
外
に
お
い
て
十
尭
低
く
な
り 、

塞
石

を
安
定
さ
せ
る
た
め
に一
た
ん
平
ら
に
な
る
が 、
次
い
で
弧
を
な
し
て
低
く
な
っ
て

い
る 。
こ
れ
は
排
水
を
よ
く
す
る
た
め
で
あ
ろ
う 。
こ
れ
に
対
応
す
る
天
井
は
羨
道

に
鋭
角
を
な
し
て
十
四
尭
高
く
な
り

更
に
段
を
な
し
て
二
十
八
務
ほ
ど
高
く
な
る 。

こ
の
段
は
塞
石
を
定
着
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う 。

塞
石
は
幅
五
十
務 、
長
さ

一
・

一
四
妍 、
厚
さ
二
十
八
務
ほ
ど
の
板
状
の
自
然
石
で 、
羨
道
に
倒
れ
落
ち
て
い

た 。
羨
門
外
は
幅一
・

八
八
脳 、
高
さ―
•

四
六
脳 、
奥
行一
・

三
焙
の
比
較
的
広

玄
室
右
壁
下
か
ら
鉄
鏃
が
出
土
し
た
外 、
前
壁
と
左
壁
の
な
す
隅
及
び
奥
壁
と
左

壁
の
な
す
隅
の
床
面
よ
り一
•

五
脳
の
高
さ
に
鉄
釘
が
打
込
ま
れ 、
そ
の
下
か
ら
鉄
に

金
張
り
の
雲
珠一
箇
が
発
見
さ
れ
た 。
以
前
の
調
査
の
際
も
杏
葉
と
共
に
数
個
発
見

さ
れ
た
よ
し
で
あ
る 。
鉄
釘
は
後
世
に
打
ち
込
ん
だ
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る 。
使

途
に
つ
い
て
は
下
の
雲
珠
と
の
関
係
か
ら 、
馬
具（
雲
珠
等）
を
釘
に
吊
る
し
た
の
で

あ
ろ
う
と
い
う

臆

測

も
な
り
た
つ 。
疑
問
が
存
す
る
が
問
題
と
し
て
提
示
し
た
い 。

ま
た
前
室
左
壁
の
前
端
部
高
さ一
燐
の
場
所
に
径
二
十
六
約
の
小
さ
な
副
室
が
あ

り 、
須
恵
器
の
提
瓶
二
箇
（
写
真
第
九
図
①
⑤）
が
副
葬
さ
れ
て
あ
っ

た
と
い
う 。

〔
十
二
号
墳〕

左
壁
が
長
い 。
天
井
は
平
面
的
な
ド
ー
ム
状
を
な
し 、
幅
の
広
い
ノ
ミ
を
用
い
て
あ

ら
く
仕
上
げ
て
い
る 。
棺
台
の
構
造
は
な
く 、
奥
壁・
右
壁
の
下
を一
本
に
連
な
る

排
水
溝
が
走
り 、

更
に
中
央
を
奥
壁
か
ら
羨
門
に
至
る
排
水
溝
が
走
っ
て 、
こ
れ
に

直
交
す
る 。
羨
門
は
ア
ー
チ
型
を
な
し 、
幅
六
十
六
務 、
高
さ
九
十
二
務 、
羨
道
の

長
さ
は
七
十
八
約
で 、
や
は
り
玄
室
に
向
っ
て
開
く
が
極
端
で
は
な
い 。
玄
室
よ
り

羨
道
に
か
け
て
ほ
ぼ
水
平
を
な
し
て
い
た
床
面
は
羨
門
外
で
十
四
務
低
く
な
り 、

傾

羨
門
の
塞
石
も
す
で
に
失
わ
れ
て
い
た 。
前
室
の
床
面
左
壁
の
下
か
ら 、
金
環
（
半

一
箇
及
び
須
恵
片
二
箇
が
出
土
し
て
お
り 、
副
室
か
ら
落
ち
た
も
の
と
推
定
さ

れ
る c
玄
室
内
に
盗
掘
の
時
と
思
わ
れ
る
土
を
寄
せ
集
め
た
盛
土
が
あ
り 、
そ
の
中

，

 

↓
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斜
を
な
し
て
前
方
に
開
く 。
天
井
は
羨
門
外
に
お
い
て
二
十
四
務
ほ
ど
高
く
な
り 、

そ
の
先
は
直
線
状
で
床
面
と
平
行
に
延
び 、
奥
行・
高
さ
と
も
に一
・

ニ
店
の
前
窒

ま
た
八
号
墳
と
同
様
に
前
室
左
壁
―
•

五
摺
の
高
さ
に
副
室
が
あ
る 。

務 、
高
さ一二
十
務 、
奥
行
五
十
七
尭
で
八
号
墳
よ
り
大
き
い 。
副
室
の
口
縁
部
に
は

玄
室
に
は
排
水
溝
は
な
い
が 、

敷
石
が
あ
り 、

盗
掘
に
よ
っ
て
捲
乱
さ
れ
て
い

玄
室
は
正
方
形
に
近
い
隅
丸
で 、
八
号
と
反
対
に
右
壁
よ
り
も

（
台
形
と
表
現
す
る）
閉
鎖
装
置
と
し
て
塞
石
の
切
り

込
み
が

- 16 -
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し
な
い
た
め 、
形
が
ゆ
が
ん
で
い
る。
幅一
・

八
四
屈 、
奥
行
ニ
・一

四
燐
で
縦
長
の

玄
室
で
あ
る。
殊
に
変
っ
て
い
る
の
は
天
井
が
水
平
で、

〔一
I

l

十
六
号
墳〕

隅
丸
で
方
形
の
プ
ラ
ソ
を
な
す。
左
右
両
壁
の
長
さ
が一
致

(2) 

た
例
が
あ
る。

部
を
外
に
向
け
た
直
刀一
本
が
斜
に
横
た
え
て
あ
っ

た。

り、
従
来
わ
れ
わ
れ
が
も
っ
て
い
た
横
穴
墳
の
概
念
に
は
全
く
通
用
し
な
い。

羨
道
の
構造
は
な
く、
直
接
玄
門
が
開
口
し
て
い
る
が、
こ
れ
も
玄
室
の一
端
が

地
上
に
現
わ
れ
た
よ
う

な
感
じ
で
あ
る。
玄
室
は
幅一
・

九
屈 、
奥
行
六
十
ニセも
の

不
整
形
な
楕
円
形
の
プ
ラ
ン
で、
高
さ
は
わ
ず
か
五
十一
務
に
す
ぎ
な
い。
も
ち
ろ

ん
側
壁
・

天
井
の
区
別
は
な
く
単
な
る
球
状
の
横
穴
に
す
ぎ
な
い。
鉄
斧
が一
箇
発

見
さ
れ
た。

〔
四
十
八
号
墳〕

幅
ニ
・

五
妍 、
奥
行
九
四
灼 、
高
さ
六
0
約
の
長
楕
円
形
プ
ラ
ン
で、
四
十
六
号
墳

よ
り
少
し
大
き
く、
開
口
部
は
独
得
の
構
造
が
み
ら
れ
る。
す
な
わ
ち
玄
門
に
あ
た
る

部
分
の
床
面
を
十
五
務
ほ
ど
高
く
し
て 、
敷
居
の
よ
う

な
作
り
出
し
が
あ
り、
そ
こ

に
幅
・

深
さ
と
も
八
務
ほ
ど
の
溝
を
穿
っ
て
お
り、

更
に
そ
の
外
側
に
は
十一
灼
ほ

ど
の
高
さ
に
土
塊
が
積
ま
れ
て
い
た。
恐
ら
く

溝
を
利
用
し
て
何
か
の
音
を
し、
外

か
ら
粘
土
を
も
っ
て
密
閉
し
た
閉
鎖
装
置
で
あ
ろ
う 。
内
部
の
や
や
左
に
よ
っ
て
匁

こ
の
よ
う

な
小
穴
は
三
二
号、
四
二
号、
四
三
号 、
四
七
号
も
そ
う

で
あ
り、

堀

越
直
人
氏
は
中
部
支
群
の
う
ち
に
ニ
ー

三
例
が
あ
っ

た
と
い
う 、
中
か
ら
玉
類
を
多

く
発
見
し
て
い
る。
相
馬
市
表
西
山
横
穴
群
に
も
あ
り、

造
物
が
案
外
豊
富
で
あ
っ

中
層
に
位
置
す
る
も
の

〔
四
十
六
号
墳〕

ほ
と
ん
ど
床
面
と
平
行
に

四
十
六
号
墳
と
同
じ
椙
造
を
も
つ
小
穴
で
あ
る
が、
玄
室
の

横
穴
墳
と
は
い
い
難
い
よ
う
な
小
穴
で 、
極
め
て
粗
製
で
あ

(3) 

ろ
う 。

玄
室
は
巾
二
•

四
八”JVI
奥
行
ニ
・

四
六以JvI
の
ほ
ぼ
正
方
形
の
プ
ラ

な
っ
て
い
る
こ
と
で 、
玄
室
に
お
け
る
高
さ
も
羨
道
部
に
お
け
る
高
さ
も
他
の
横
穴

墳
の
ご
と
き
大
差
は
な
い。
羨
門
は
太
鼓
型
で
側
壁
が
弓
状
に
凹
ん
で
い
る。
羨
道

は
上
層
に
位
置
す
る
も
の
と
は
反
対
に
羨
門
部
の
方
が
幅
が
広
く
な
っ
て
い
る。
羨

門
の
幅
八
十
八
尭 、
長
さ
五
四
奇 、
高
さ一
・一
いい
で、
羨
門
外
に
は
幅・
深
さ
と

も
に
十セも
の
溝
を
穿
っ
て
塞
石
の
安
定
を
図
っ
て
い
る。
溝
の
周
辺
に
は
塞
石
の
残

り
で
あ
ろ
う

玉
石
が
数
箇
残
存
し
て
い
た。
羨
門
か
ら
前
庭
に
か
け
て
の
床
面
は
ゆ

る
や
か
に
傾
斜
す
る。
し
か
し
こ
れ
に
対
応
す
る
天
井
は、
羨
門
に
お
い
て
な
く
な

り、
上
層
の
横
穴
墳
に
多
く
み
ら
れ
た
羨
門
外
の
前
室
は、
こ
こ
で
は
認
め
ら
れ
な

い。
す
な
わ
ち
羨
門
が
直
ち
に
前
庭
部
に
接
す
る
わ
け
で
あ
る。
粗
製
の
横
穴
墳
で

し
か
し
出
土
品
は
豊
富
で
あ
っ

た。
す
な
わ
ち
玄
室
内
は
盗
掘
に
あ
っ
て 、

か
に
右
壁
下
よ
り

鉄
片一
箇
と
東
南
隅
に
綜
麻
石一
箇
を
出
土
し
た
だ
け
で
あ
る

そ
の
外
右
の
壁
に
よ
っ
て
琥
珀
玉
二 、
切
子
玉一

、

片
が
発
見
さ
れ
た。
玉
の
出
土
状
況
か
ら
み
る
と
後
世
攪
乱
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
は

遺
体
に
つ
け
た
ま
ま
の
よ
う

に
右
壁
に
か
た
よ
っ
て一
括
出
土
し
て
い
る。
地
形
上

前
庭
部
全
部
の
調
査
は
不
可
能
で
あ
っ

た
か
ら、

下
層
に
位
置
す
る
も
の

〔
五
号
墳〕

わ
ず

ガ
ラ
ス
小
玉
三 、
管
玉
二 、
鉄

王
類
は
も
っ
と
多
か
っ

た
の
で
あ

ソ
で
隅
丸
を
な
す。
側
壁
が
ゆ
る
や
か
に
彎
曲
し
て 、
全
般
的
に
丸
み
が
強
い。
敷

石
は
な
い
が、
羨
道
の
奥
に、
羨
道
の
中
で
平
行
す
る
二
本
の
短
い
排
水
溝
が
作

ら
れ
て
い
る。
こ
の
排
永
溝
は
玄
室
に
お
い
て
は
明
瞭
で
あ
る
が、
羨
道
部
に
く
る

が、
前
庭
部
か
ら
は
須
恵
井一

、
平
瓶一

、
長
頸
井一
が
羨
門
付
近
に
副
葬
さ
れ 、

あ
る。
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両
側壁
は
垂
直
に
下
向
す
る。
羨
門
外
の
床
面
に
巾
十

．

と
徐
々
に
巾
が
広
が
り、
遂
に
二
本
共
接
触
し
て
羨
道
床
面
に
消
え
て
い
る。

戌
井

ニセゎ 、
長
さ
三
十
六
務
で
羨

てゞ

嘉
窒 ．
翌＇」、ト

9、

ほ
丸
み
の
強
い
ド
ー
ム
状
を
な
す。
羨
道
は
高
さ
八
十

べ
5

{.＂

唸
．

門
は
ア
ー
チ
型
を
な
し 、

塞
石
を
定
着
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
ろ

ま
た
羨
門
の
周
囲
を
巾
二
十
五セわ
内
外
平
滑
に
し
て、
塞
石
を
固
定
しや
す
い
よ

う
に
し
て
い
る。
羨
道
の
巾
ほ
羨
門
に
お
い
て
六
十
二
舟 、
奥壁
に
お
い
て
八
十
六

約
と、
上
層
の
例
と
同
様
に
ラ
ッ

パ
状
に
開
く
が
そ
の
差
は
少
な
く
な
り
左
右
両壁

が
対
応
し
て
開
く
よ
う

に
な
っ
て
い
る。
羨
門
の壁
面
は
直
角
で、
閉
鎖
装
置
の
切

天
井
は
羨
門
に
お
い
て
終
り、

羨
門
外
は
前
庭
と
な
っ
て
い
る。
墜
石
は一
枚
石

で
あ
っ

た
ら
し
く

前
庭
の
羨
門
附
近
に
破
壊
さ
れ
て
散
乱
し
て
お
り、
そ
の
外
側
の

〔
九
号
墳〕

玄
室
は
巾
ニ
・

七
六
妍 、
奥
行
ニ
・

六
八
妍 、
正
方
形
の
プ
ラ
ン

デ 、
四
隅
は
鋭
角
を
な
す。
天
井
は
ド
ー
ム
で
あ
る
が、
こ
れ
に
四
隅
の
陵
線
を
延

長
し
て刻
み、
ド
ー
ム
の
中
央
で
交
差
さ
せ
て、
宝
形
造
を
表
わし
て
い
る。
家
型

の
横
穴
墳
で
あ
る
が、
ド
ー
ム
に刻
線
を
入
れ
て
宝
形
に
す
る
点
は
独
得
の
手
法
で

あ
る 。
未
調
査、
盗
掘、
で
あ
る
が一二
十
号
墳
の
場
合
は、
壁
の
下
端
か
ら刻
線
を
入

れ、
壁
と
屋
根
の
区
別
は
し
て
い
な
い
が、
九
号
墳
の
場
合
は壁
と
屋
根

部を
明
瞭

に
区
別
し 、
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に、
両
方
の
接
線
を
食
違
わせ
て
軒
回
り

を
表
わし
て
い
る。
屋
根
に
固
い
堆
積
岩
（
俗
称
岩
玉）
が
出
て
き
た
た
め、
壁
面

旦
払
歪
贋
の
部
を
が
粗
製
に
なっ
て
い
る。
床
面
は
左
側
に
棺
台
が
あ
る
外
に

何
の
馨
造
も
な
く

羨
道
部
に
連
な
る泣

冒
琶
吾方
墳
と
同
じ
く
玄
室
に
向
っ

て
ラ

左壁
下
か
ら
土
師
器
（
内
黒）
一
片
が
出
土
し
た
の
み
で
あ
っ

た。

り
込
み
が
あ
り、
ド
ー
ム
形
の
重
圏
を
な
す。

舟 、
深
さ
二
務
の
浅
い
溝
が
あ
る
が、

゜ぅ

状
に
開
く。

羨
門
は
巾
七
十
四
舟 、
高
さ一
・

ニ
四
妍
で
台
形
を
な
す。
羨
門
の
周
辺
を
巾
二

十
務
内
外、
深
さ
十
六
舟
内
外
階
段
状
に
凹
ま
せ
て
平
滑
に
し 、
塞
石
の
固
定
を
図

っ
て
重
囮
を
呈
す
る。
床
面
は
羨
門
外
で
八
舟
程
低
く
な
り、
そ
の
ま
ま
開
い
て
前
庭

を
形
成
す
る。
天
井
は
羨
門
外
で
終
り、

前
室
は
形
成
さ
れ
な
い。
羨
門
外
に
は
新

生
代
砂
岩
を
切
り
出
し
た
数
個
の
塞
石
が
半
分
程
重
な
り
残
存
し
て
い
た。
出
土
品

〔
十
号
墳〕

行
ニ
・

五
四
摺
の
寄
棟
造
を
あ
ら
わし
て
い
る。
壁
面
は
す
べ
て
直
線的
に
表
現

さ
れ、
陵
線
は
鋭
角
を
な
す。
玄
室
の
ほ
ぼ
中
央
に
棟
が
七
十
務
の
長、
さ
で
表
わ

す
朱描
が
あ
り、
家
構を
有
す
る
も
の
と
し
て
特
筆
す
べ
き
で
あ
る。
屋
根
と壁
と

の
接
線
を
食
い
違
わせ
て
軒
回
り
を
表
わす
の
は、
九
号
墳
と
同
じ
で
あ
る。
左
側

の
床
面
に
巾
十
四
舟 、
高
さ
五
衿
内
外
の
敷
居
状
の
棺
台
が
設
け
ら
れ
て
い
る。

床

一
般的
に
み
ら
れ
る
よ
う

な
閉

鎖
装
置
の
塞
石
を
固
定
す
る
た
め
の
切
り
込
み
の
構造
は
み
ら
れ
な
い。
た
だ
羨
道

部
に
於
い
て
床
面
は
急
傾
斜
で
八
務
程
低
く
な
る
の
み
で、
こ
れ
も
羨
道
内
で
あ
る

か
ら
塞
石
の
た
め
の
構造
と
は
思
われ
な
い
c

羨
道
の
長
さ
七
十
尭 、
羨
門
に
於
い

て
巾
八
十
務 、
奥
端
に
於
い
て一
•

O
四
脳
と
玄
室
に
向
っ
て
開
く
こ
と
は
他
の
例

と
同
様
で
あ
る
が、
直
線的
で
あ
る
た
め
漏
斗
状
を
呈
す
る。
羨
門
は
高
さ一
．
o

八
米
の
台
形
を
な
す。
天
井
は
羨
門
で
終
り

前
庭
は
広
く 、

て
巾
二
•

四
八
2か
で
あ
る。

於
い

ぷ
·

出
土
品
は
盗
掘
の
た

長
さ
三
焙
以
上
前
端
に

面
は
な
だ
ら
か
に
傾
斜
し
な
が
ら
前
庭
に
連
な
り、

さ
れ、
平
入
り
に
な
っ
て
い
る。
屋
根
裏
に
は
平
行
線
で
垂
木
と
軒
回
り
を
表
わ

は
な
か
っ

た。

玄
室
は
不
整
な
正
方
形
プ
ラ
ン
の
家
形
で、
巾
ニ
・

五
六
妍 、
奥
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鏃 、
鹿
角
製
刀
子
片、
直
刀
片
二
振
分
金
錆
片
を
確
認
し
た
に
止
ま
っ

た。

恵
平
瓶（
口
頸
を
欠
く＞
土
師
片
鉄
片
が
出
土
し
た 。
塞
石
は
紐
破
さ
れ
て
い
る 。

〔
二
十
三
号
墳〕

し 、
隅
丸
の
寄
棟
造
で
あ
る。
左
壁
が
直
線
的
で
あ
る
の
に
対
し
て 、
右
壁
と
奥
壁

が
丸
み
を
も
っ

て、
形
が
ゆ
が
ん
で
い
るc
十
号
墳
よ
り
も
粗
製
の
感
が
強
いc
棟

は
長
さ
九
十
八
務
の
陵
線
で
表
わ
さ
れ 、
中
央
よ
り
や
や 、
前
寄り
に
位
臨
し
て 、

平
入
り
に
な
っ
て
い
る。
奥
壁
に
不
整
形
の
棚
状
の
突
起
が
あ
る
が、
こ
れ
は
九
号

墳
の
場
合
と
同
じ
く

工
事
中
岩
玉
に
当
っ

た
た
め
で
あ
る。
床
面
に
特別
の
構造
は

な
い。
羨
門
は
ア
ー

チ
型
で
巾
約
八
十
務
と
思
わ
れ
る
が、
側
壁
が
崩
れ
て
広
く
な

っ
て
い
る。
羨
道
の
長
さ
四
十
尭
奥
端
の
巾
九
十
二
務
で、

状
で
あ
る

C

羨
門
外
で
床
面
は
段
状
に
八
務
低
く
な
り、

塞
石
を
安
定
さ
せ
る
の
に
役
立
っ

て

い
る。
塞
石
は
新
生
代
砂
岩
の
切
石
を
積
ん
だ
も
の
で、
基
部
だ
け
が
残
存
し
て
い

る。
天
井
は
羨
門
外
で
終
る
た
め
前
室
は
な
く、

前
庭
は
そ
の
前
端
に
お
い
て
巾

ニ
・

三
四
妍 、
長
さ
二
燐
以
上
で
あ
る。
羨
道
部
か
ら
前
方
は
直
線
的
な
構
造
で
あ

る
の
に
対
し
て、
玄
室
は
曲
線
的
で
あ
る
が、
岩
玉
に
当
っ

た
た
め
粗
製
に
な
っ

た

結
果
で
は
な
か
ろ
う

か。
こ
れ
は
九
号
墳
の
屋
根
襄
部
と

壁
面
の
場
合
に
も

共
通
す

る
こ
と
で
あ
る。

十
号
墳
と
同
じ
く
潮
斗

出
土
品
は
羨
門
附
近
の
前
庭
か
ら、
鉄
片
（
刀
子
片
及
び
直
刀）
が
出
土
し一
部

は
塞
石
の
下
に
な
っ

て
い
た。
同
じ
場
所
の
左
壁
下
よ
り

須
恵
の
提
瓶一
面、
そ

の
下
か
ら
風
化
し
た
大
形
の
須
恵
片
が
出
土
し
た。
附
近
の
前
庭
壁
面
に、
焚
火
の

跡
ら
し
き
も
の
が
あ
っ

た
が
確
認
で
き
な
か
っ
た。
玄
室
内
に
は
多
く
の
鉄
製
品
が

副
葬
さ
れ
た
ら
し
い
が、
盗
掘
時
の
攪
拌
の
た
め
細
片
化
し
て
お
り、
平
根
形
の
鉄

玄
室
巾
三
屈 、
奥
行
ニ
・

九
屈
の
家
形
で
ほ
ぼ
正
方
形
を
な
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大窪横穴古墳群調査 一 覧

〔今回発掘調査を行な っ た も の〕

ヤ、 1番 号 1 墳 ー一＿ 形 ＿
玄 室I そ の 他 I

(1) 上層に位置す る も の言

＜備考＞出土品欄の（ ） 内は旧出土品
出 土 品

玄 室 I 羨 道 I 前 室 I 前 庭 I 前調査

方形 隅丸
7 号 ドーム

敷石あ り

方形隅丸ドーム
8 号 敷石あ り

I
前室あ り
羨門ア ーチ型
塞石花尚岩一枚石| 
前室あ り
前室左壁に副室
羨門台形
塞板状自然石

I 
（

勾

玉約
10) （平瓶）

右壁下より
鉄鏃左壁に
鉄釘あ り
下よ り 雲珠
（雲珠数ケ）

方形隅丸ドーム 前室ぁり 璃瑠製勾
12 号 三周及び中央に 前室左壁に副室

排水溝 羨門 ア ーチ型 玉1

146 号 贔羹の楕円形 特別な構造な ーし--| ―I 

小穴 敷居型の 閉鎮装置
48 号 あり 直刀1

横長の楕円形 外側 を粘土で包む

副室よ り 須
恵器提瓶
2 

盗 掘

‘’ 

副室下 よ り
金環1 I I // 
1須恵片

I `｀-- 1 新規｀

// 

I 

. (2) 中 層 に位置す る も の

1 方形隅丸 羨門太鼓型 ＇左壁下よI 平天井 前室な し り 鉄片1

136号

I I I I I ! 一•-•一．L•-一—― ---―― 

須恵器対1
平瓶 1 

長頸址 1 
コハク玉2
切子玉 1 
小玉 3 
管玉 2 
綜麻石

盗 掘

(3)下層に位置す る も の
I 

、 9 5 号 方形隅丸ドーム 前室な し
平行線状に排水溝 羨門 ア ーチ型

家形 宝形造 前室な し
9 号 軒回 り を表わすた め 羨門台形

の刻線あ り

I 
左側に棺台

塞石砂質岩

i 家形 寄棟造平入 り 前室な し
l10 号 屋根に朱描線あ り 羨門台形

l 左側に敷石状の棺台

l 前室な し
家形 寄棟造平入 り

123 号 塞石砂岩
羨門 ア ーチ型

l 
ヘ

ー I ヽ
小
玉

片
2

管

子

石麻
王

刀
片

綜

勾

玉

角
刀

一

鹿
直
＼
i

土師器片11 盗 掘

‘’ 

平瓶 11 II 

直刀片
刀子片

II 
提瓶 1 
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大 窪 横 穴 古 墳 一 覧

今回発掘調査を行うこ と が で き な かた っ が、残り38基 につい て は、梅宮、 堀 込 の両名 が、
盗掘に より 開 口し てい る、 玄室 内 に入 っ て踏査を試みた。 そ の記録 は下記 の と おり で あ る。

本表と、20ペ ー ジ の調査一覧表の 10 基、計48基 が大窪横穴古墳群で あ る 。

I番 号 巾X
玄

奥行こ さ＼玄 室 の 状 況

(1) 上層 に位置す る も の

｀消滅 I I 
湘［ 長の方形隅丸ド ーム 1 

(• J は不明箇所
羨 道 部
羨 門巾 ・ 羨 道奥端 摘 要
巾• 長 さ ・ 高 さ （単位cIIl)

6 号 280Xl92X34 I 朱塗り あり
| 

120 X • X 30 X 34 
四周 に排水溝あり

前室崩壊

47 号 小 穴 I I —------―-•-］- -―---
縦長の方形隅丸ドー ム

11 号 295 X 335 X 153コハク玉及び人骨散乱 90X • X60X75 
T字形に排水溝

13 号 205X270x 160 1闘尉這 壁にか けここ75X 130 X 54 X • 
な し、半円形

l 前室あり
•一

l 前室なし

・ ・ー・ ·- -- · • ●● ●— 

方 形ドー ム、 四隅の陵線の 煎室 あり、こ の 天井も
18 号 287X269X70 床面66恣 か ら 彎 曲 し てド�I 75X • X55X70 トーム状 を な す

! 

- - --9［直 る 一 —- ＿＿羨 門ア ーチ型 ー！

19号 I 268 x 249 x 180 方形隅丸ドーム 全 面に朱
塗り 。 内 面精 製、 砂敷 79X 103X89Xll0 ! 前室あり 長いI 

20 号 344X 340 X 180 

24 号 270X 270 X 177 

2 1 号 2 17X 235 X 125 

方形隅丸ドーム 朱塗り
形状 19号墳に 似 る 2 1 号 と
玄室つ ら な る 玄室のノミ
刃巾5翠

方形隅丸ドーム 朱 塗り
広く精 製 さ れてい る

75X92X62X • 前室あり 構造良

60 X 75 X 50 X 85 前室あり 長く 広い
羨 門重圏馬蹄形 1 · 

— �  _ ＿ ＿＿ 
方形隅丸ドーム
撃 面、 天井面共に 羨造より 前室 あり 短い
フヅ パ状 に玄室中央 に 向 っ 108X82X60 羨 門下部 広い
て 広 がり 区 別 なし I 20 号 と 玄室つ ら な る

ドーム 方形
22 号 I 175 x 150 x 75 床面か ら 直接天井に な る ・X• X • X • 

I -
ーゴ鯰 のよ竺塵じ--L---- | 

前室なし

37 号 1不明 （乞食住む） 1 I 
―-

-_J 
方形隅丸卜戸ム38 号 286X 267 X 127 粗 i 製 65X90X• X55 

前室長く 広い
前室あり 羨 門アーチ型
羨 門の周辺を台形にと
と の え る（重圏2

42 号 l 小 穴 T--- I I - - - · --`― 
43 号 i 小 穴 I 

-·-―J_____ ·· 1 

44 号 290 x 250 x 150 I方形隅丸ドーム

45 号 340x325x 185 1;；尉ぶ三
ム、大形

| 
105 x 120 x 50 x 130 I 

65X75X55X90 I 
| 

- 2 1  -

前室あり 長い 精 製
羨 門大きく 側壁が垂直
に下向す る
前室あり 長い 製精左
前室壁 1 10店 の高 さに届Il
室 あり

＇ l 

I I 
I 

I I 
I 

I 

I 

_J__ I 
| 

I | 

I 

I 
”' 

I 
| 

I I I 

I I 



^ （2) 中層に位置 す る も の
'，．—. 

)I 
摘 要

前 室あり狭い羨門 I アー チ型羨道長い感じ

前室 あり 広大
ァー チ 形 羨道長い

I 

前 室 あり長い
羨門アー チ型 重圏

I 前 室 破壊
羨門台 形

〗:39号2 36X 180 X 1 30 隅あり奥壁
丸み を もち

半円 形 の プ ラ ン 粗

t40号 I 333X 290 X 1551方 形隅丸ド ー ム 頭に排
水溝 あり や や粗函

i41号1 2 35X245X120 1峯雷戸 ←ム広く精製 I 

， 中央に排水溝防空濠に使用I

I 106x125X120x. I 
78X 80X 54X90 

65X70X 55X80 

前 室 あり。
羨道 広大

前 室 あり広い
羨門台 形

前 室なし（破壊） I 
” (3)下層に位置 す る も の

',.、"2号 297 X 266 X 140 I 方
平

形
面
隅的 丸

な
ド
ド

ー
ー
ム
ム I 70X • x • x • 

; ” • 
、 1方敷左 形

石
側

隅

に
あ

丸 ド ー ム I ＇ 28 3X264X214 棺
り

台奥
人壁骨に

あ
朱
り描壁画 60Xll0X60Xll5 

が あ っ た と の こ と i 
位浜
、
ご
ら
: ' '4

，' 
' - 号

方 形隅丸 ド ー ム
240 X 260 X 175 

奥壁
丸 み を も つ梢製

: ：1’9; 乙:’；'t3�、tぃ、�り4；、て;号9 

、
家形 寄棟造 平入， 不 明 方 形 朱塗りあり

i 9; [;；;互i
、
,｀5·:,: • 号 325 X 295 X 240 方

家形
形

寄
隅

棟

丸
造

朱
平彩精

入

製

I 
I 
| 

58X70X45Xl05 

I 
I 70X75X60X100 

i諏
:

沿!、1
.• - 号 220 X 2 35 X 170 方や 形や 隅

粗製
丸 ド ー ム I 

I 90 x • x • x 1 30 

ね氾存入＂ 

ぐ

ゞ敏底てで’
ヽ
&
‘ 

＇
号

1I

製
繹

線

10
り

棟

棟

8翠
軒

9ま120

寄
巾

の

の

溝繁
切

麟
15

浮状
方

り

深
平

に
形

込

表

み
虚

さ

壁わ
あ

2翠
根

す疇
り

部長
精

，i

I 

. 280 X 205 X 200 降さ 70 X 92 X 45 X 匂

I 前室 な し

前 室 な し

前 室
門

あり 短い
羨 ド

部

ー
大
ム形き 塞い

石
（ 重

の切囲り
込み凹 ） 

I 前 室なし

前 室 あり保
込

ム存
形

み
良
あ

（ 
好 塞

石 の切り り
羨門 ド ー 重圏）

I 前 室 な し（破壊）

前 室簡略

い 羨門大き い台 形

家形 宝 形 造 床
す
向面 の隅刻よ

りド - ム中央にって 線
325X 300X198 刻

状

を
線
鈴
入れ

釧
は て宝 形 と る 80 X 95 X 35 X 1 30 前 室 破壊

朱

金巾 環

塗

6翠玉深類

精製

出さ 5翠 の 溝
土と の こ
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I 

番 号 I 玄 窒 羨 道 部
1巾x奥行X高さ 玄室 の 状 況 羨門巾 ・ 羨道奥端 摘

巾•長 さ・嵩さ(cm)---―-― ---.．． -- ！ 要
ー・•--

家形 寄棟造 平入 朱塗 羨門大 き く
31 号 280X 275 X 2 35 り あ り 精 製 I 

壁の高 さ 15浮棟の長 さ 120 140 X • X • X • 側壁は垂直に下向 し前室
翠凹む 降棟170翠 ， 1 は直 線 状に開 く

32 号 小 穴 l 

― -
i 

_＿ 
楕円 に近い方形横巾90奥

33号 195Xl80X • 行40 · 高 さ 30 隅丸 ド ーム 天 -
井は羨道よ り て直 線 状で玄 90X •X •X• 月1J室 な し
室中央に の び る 粗 - -

34 号 220X 180 X 120 方形隅丸ドーム
天井33号 と 同じ 低 い I 75X75X 40X 80 I 前室 あ り 短い

| - -
家形 寄棟造 平入 軒 I
回 り の つ く り 出 し な し 1 

疇 あ り、 短いが横に広い
35 号 280 X 260 X 2 15 中央に排水溝 I 65 x 90 x 50 x 105 

I 精 製 1塞石切 り込み大 き い （重圏）
ー ・一 ． ． 

図版第 3 図
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鉄 玉

ロ
叩

金

環

切

子

玉

; ― 

他
に
破
片�

．．
 

（
断
片）

②
図
は
十
号
墳
の
前
庭

部か
ら 、

く
か 、
④
よ

りや
や
大
き
目
の
も
の
で、
胴

部の
一
六
・

ニ
労
高
さ
約
九セゎ 。
上
部

が
円
形
に

か
け
て

小
る

R
ほ
壊
咋
遺
海
宝
ぷ
苔
ぞ
あ
烈
5．
匹
謎
項
嚢
迄
虚

す。

棗

玉

（
破
片）

丸

玉

管

玉

勾

玉

類

-i 、
装

身

土
師
器
（
破
片）

址 長

頸

対

提

瓶

平

瓶

須
恵
器

．
 ヽ

土

器

意
を
感
謝
し
て
お
く。

把
手
付
平
瓶

第

四

節

逍

物
他
に
破
片

う
ち一
箇
口
頸
を
か
く

大
窪
横
穴
穴
古
墳
群
か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
次
の

と
お
り
で
あ
る。
こ
の
う

ち
事

前
に
発
見
さ
れた
出
土
品
を
保
管
し
て
い
た
堀
越
直
人
氏
か
ら
提
供
を
受
け
た
の
で

出
土
状
況
を
聴
取
の
上
今
次
の
報
告
に
加
え
る
こ

と
と

し
た。
こ
こ
に
堀
越
氏
の
好

る。一
六
号
墳
の
羨
門
外
に、
対、
長
頸
井 、
玉
類

と
共
に
発
見
さ
れ
た。

中
央
に、

ー 、
須
恵
器

五、

綜

麻

石

そ
の
他
鉄
製
品

四、

馬
具
そ
の
他

鉄
地
金
銅
張
雲
珠

把
手
付
平
瓶

胴
は、
そ
の
名
の
如
く

上

部が
平
ら
で、
底

部に
丸
味
を
も

ち、

ひ
も
状
に
粘
土
を
ひ
ね
っ
た
小
さ

な
把
手
が
あ
る。
把
手
は
離
脱
し
て
発

見
さ
れ
た
が 、
申
し
わ
け
的
に
つ
く
ら
れ
た
よ
う

に
小
さ
い。
底

部が
か
け
て
い

瓶
（
写
真
第
九
図
②
④）

④
図
は
七
号
墳
の
羨
門
か
ら
出
土
し
た
も
の
で、
小
型
の
通
例
形
で
あ
る。
胴
の

径―
ニ
・

七
務 、
ロ

緑

部を
ふ
く
め
た
高
さ―
―

•
八
務
同
心
円
の
ろ
く
ろ
目
を
残

土
師
器
破
片

と
共
に
出
土
し
た。
口
縁

部を
か

不
明
鉄
製
品

若
干

鉄

斧

鉄

鏃

他
に
破
片

刀

子

他
に
破
片

ロ
縁

部に
近
い
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こ。
,
T

 
が
閉
鎖
施
設
で
あ
る
丸
石
群
の
前
方
に
三
箇
鼎

状
に
あ
り、

近
く
に
玉
類
が
あ
っ

井

（
写
真
第
八
図
①
②）

る。
赤
色
の
提
瓶
は
本
遺
跡
と
し
て
は
唯一
の
例
で
あ
る。

が
あ
り、

そ
の
う

ち
に
数
条
の
波

状
文
が
あ
る。

肩
部
に一
対
の
把
手
の
痕
が
あ

を
呈
す
る。

存
部
の
高
さ
約
二
〇
務 。
胴
部
の
径一
五
・

八
奇 、
一
方
が
偏
平
で 、
片
側
は
球

状

⑤
は
赤
掲
色
で
焼
成
は
比
較
的
よ
い
が 、
ロ
縁
部
の
上
端
が
く
づ
れ
て
い
る。
残

瓶
（
写
真
第
九
図
①
⑤
⑥）

提
瓶
は
三
箇
出
土
し
て
い
る。
⑥
は
二
三
号
墳
の
羨
門
前 、
閉
鎖
施
設
の
切
石
の

左
端
か
ら
出
土
し
た
も
の
で 、
青
黒
い
色
を
呈
す
る。

お
し
に
な
っ

て
い
た
の
で 、

ロ
縁
を
羨
門
に
む
け
て
横
だ

下
の
部
は
肌
が
荒
れ
て
い
る。
提
瓶
と
し
て
は
大
き
い

方
で 、
高
さ
約―――
四
務 、
偏
平
を
な
す
胴
部
は
径
二
九・
ニ
務
の
円
形
で 、
両
面

る。
把
手
は一
方
が
と
れ
て
い
る
が 、
環

状
に
粘
土
の
帯
を

つ
け
て
い
る。

①
は
高
さ
二
五
•

四
灼 、
胴
部
は
偏
平
で
径
二
O
·

八
灼 、
短
い
口
頸
の
上
端
が

く
ず
れ
て
い
る。
か
ぎ

状
の
把
手
は一
方
が
失
な
わ
れ
て
い
る。
青
灰
色。

ロ
頸
部
に
数
条
の
波

状
文
が
あ
り、
胴
部
に、
荒
い
同
心
円
の
整
形
文

共
に
i
l一
六
号
墳
の
羨
門
外
か
ら、
把
手
付
平
瓶
と
共
に
出
土
し
た
も
の
で 、
三
者

①
は
大
形
の
壺
でや
や
底
が
と
が
っ

た
球

状
で 、
総
高
三
九・
八
灼 、
胴
部
の
径

三
八
務。
口
径
は
二
五
•

六
衿
で
頸
部
は
短
い。
青
黒
色
の
堅
い
焼
成
で 、
整
形
の

状
態
に
出
土
し
た
も
の
と
い
う 。

①
⑤
は
八
号
墳
の
羨
門
前
で
前
室
の
左
側
に
つ
く
ら
れ
た
副
室
か
ら、
転
落
し
た

に
同
心
円
の
ろ
く
ろ
目
が
あ
る。
ロ
径
は
短
く、

外
反
し、

数
条
の
波

状
文
が
あ

提

と
も
色
も
大
さ
も
穿
孔
法
も
異
っ
て
い
る。

璃
瑶
製
の
粗
悪
な
コ
の
字
形
で
あ
る。

勾

玉
（
写
真
第一
一
図
①）

れ
て
い
る
が 、
蜆
在
所
持
し
て
い
る
も
の
は
案
外
少
い。

2 ヽ

王

類

黒
で 、
器
形
は
明
ら
か
で
な
い。
杯
と
思
わ
れ
る。

土

師

器

②
の
長
頸
井
は

高
さ
二
六
務 、
球

状
の
胴

部
は
径一
七
灼。
同
心
円
の
ろ
く
ろ
目

が
あ
り、

頸
部
は
約
九
務 、
普
通
に
見
る
長
頸
井
で 、
淡
青
黄
色
を
呈
し、
頸
部
か

こ
の
古
墳
群
に
は、

目
を
有
す
る
大
形
の
も
の
も
あ
る。
盗
掘
の
際 、
相
当
量
の
須
恵
器
が
破
壊
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う 。

い
た
る
所
に
須
恵
器
の
破
片
が
散
布
し、
青
海
波
文
の
叩
き

完
形
品
は
な
い。
十
号
墳
と
五
号
墳
か
ら
破
片
が
出
土
し
て
い
る。
い
づ
れ
も
内

当
地
方
の
古
墳
盗
掘
は、
勾
玉
を
目
的
と
し
て
行
な
わ
れ
た
の
で 、
多
数
発
見
さ

―
二
号
墳
の
玄
室
内
清
掃

中
一
箇
出
土
し
た。
盗
掘
の
際
見
逃
し
た
も
の
で
あ
る。

管
玉
・

切
子
玉
・

丸
玉
・

棗
玉
（
図
版
第
五
図）

三
六
号
墳
の
須
恵
器一二
箇
と
共
に
羨
門
外
か
ら
出
土
し
た。
管
玉
は
碧
玉
岩
製
で

通
有
の
例
の
よ
う

に
濃
緑
色
を
呈
し
て
い
る
が 、
著
し
い
滑
沢
は
な
い。
大
き
い
も

の
は
長
さ――-
•

五
務
径一
・

ニ
奇 、
小
さ
い
も
の
は
長
さ
三
務 、
径
0 、
九
尭
穿
孔

は
大
は
両
方
よ
り 、

小
ほ一
方
か
ら
で
あ
る

C

二
箇
の
み
の
発
見
で
あ
る
が 、
二
つ

ら
胴
に
か
け
て
自
然
釉
が
芙
し
く
に
じ
み
出
て
い
る。

完
形
品じ

叩
き
文
が
あ
る 。
完
形
品
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.-JJ 

の
際
の
も
の
か
不
明
で
あ
る。

墳
の
小
穴
か
ら、子

（
図
版
第
三
図）

直

J
 
7.

 

3 、
鉄

製

品
（
写
真
第一
〇
図）

銅
に
金
張
り
と
し
た
金
銅
製
の
耳
飾
で
あ
る 。

金

環

断

片
（
同）

切
子
玉
は
水
晶
製
で
二 、
二
務
通
有
形、
ガ
ラ
ス
製
の
小
玉
は、
濃
青
色
で
径
八

ー
五
務
丸
玉
と
い
う
よ
る
は、
小
玉
の

部類
に
入
れ
て
よ
か
ろ
う 。

他
に
破
片
ニ
ー

三
箇
分
が
あ
る。
琥
珀
製
の
要
玉
は、
細
砕
し
て
い
る
の
で
箇
数
は
不
明、
棗
玉
は

三
六
号
墳
は
前
庭

部が
急
傾
斜
で、
余
地
が
少
く
し
か
も
地
主
の
要
望
に
よ
り
土

砂
の
流
出
を
極
力
さ
け
る
調
査
で
あ
っ
た
か
ら、

か
っ
た
の
で、

玉
類
出
土
附
近
の
精
査
が
で
き

な

玉
類
の
発
見
が
少

な
か
っ
た。
玉
類
は
右
側
の
前
庭

部壁
面
に
偏
よ

っ
て
あ
り、

羨
門
の
鎖
閉
装
置や
須
恵
器
の
出
土
状
況
か
ら
見
る
と、
盗
掘
の
際
門

外
に
出
た
も
の
と
は
思
わ
れ

な
い。
前
庭

部に
も
埋
葬
し
た
の
で
は

な
か
ろ
う

か。

十
二
号
墳
の
玄
室
清
掃
中
に
勾
玉
と
共
に
発
見
し
た
が、
径
二
釣
ほ
ど
の
粗
悪

な

通
例
の
如
く
直
fJ，
の
出
土
が
多
い
が
盗
掘
の
た
め
断
片
と

な
っ
て
い
る。
四
八
号

ほ
ぽ
完
形
の
直
刀
が一
口
発
見
し
た。
長
さ
約
八
〇
務。
他
に
も

う一
口
の
断
片
が
あ
る。
茎
の

部や
鞘
に
木
質

部が
僅
か
に
の
こ
る。
〔
写
真（
右）〕

二
三
号
墳
の
羨
門
前
壷
石
の
間
に
直
刀
破
片
が
出
土
し
て
い
る
が、
副
葬
か
盗
掘

i

-――一
号
墳
の
玄
室
内
か
ら
鹿
角
装
の
刀
子
断
片
が
出
土
し
て
い
る。
も
う一

っ
木

質
部
が
残
っ
て
い
る
が 、
わ
ず
か
六
灼
ほ
ど
の
も
の
が
出
土
し
て
い
る。
匁
の
部
が

十
三
号
の
玄
室
内
に
も
細
砕
し
て
遺
存
し
て
い
る。

薄
い
断
片
は
二
三
号
墳
か
ら

比
土

し
て
い
る
の
で＇
（
写
真
こ(
〇

)
J-〔ふ
沐
漬
吹
渡

に

鏃
（
図
版
第一二
図）

こ
れ
も
二
三
号
墳
で
発
見
さ
れ
た。
二
つ
は
無
茎
の
平
根
式
で
逆
剌
が
あ
る。

つ
は
長
さ
約
四
灼 、
最
大
幅
三
灼 、
厚
さ
約
ニ
ー

三
病
で、
極
め
て
薄
い。
中
央
に

穴
が―
つ
あ
り

両
面
か
ら
身
を
は
さ
ん
だ
竹
製
の
箆
代
の
あ
と
が
あ
る。
も
う一

っ

は
更
に
大き
く、
錆
が
つ
い
て
い
る
が、
長
さ
約
五
•

五
務。
幅
約
三
務
箆
代
が
前

者
よ
り
も
明
瞭
に
の
こ
さ
れ
て
い
召
他
に
断
面
角
形
の
茎
が
出
土
し
て
い
る
の
で

斧
（
図
版
第
二
図）

四
六
号
の
小
穴
外
か
ら
出
土
し
た
鉄
塊
は
長
さ一
三
•

五
灼
ほ
ど
で
錆
付
が
甚
だ

し
い
が、
袋

部の
合
わ
せ
目
が
あ
り、

鉄
製
の
手
斧
と
考
え
ら
れ
る。

鉄
地
金
銅
張
雲
珠
そ
の
他
〔
写
真
第一
一
図
③〕

八
号
墳
か
ら
雲
珠
が一
箇
出
土
し
た 。
さ
き
に
慶
応
大
学
の
清
水
氏
が
こ
の
横
穴

を
試
掘
し
て•い
る
が、
そ
の
節
数
箇
の
雲
珠
が
出
土
し
て
い
る
の
で、
こ
れ
と一
括

の
も
の
で
あ
ろ
う。

玄
室
内
の左

壁
面
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
と
い
う

が、
そ
の
上

方
の
壁
に
鉄
釘
が
二
箇
所
に
さ
さ
れ
て
お
り、

鉄
釘
に
馬
具
が
か
け
て
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
と、
発
見
者
の
説
明
で
あ
る。
他
に
鉄
製
品
若
干
が
あ
る
が、

の
断
片
と
思
わ
れ
る。

今
回
発
見
の
雲
珠
は、
革
帯
を
と
め
る
四
つ
の
脚
が
失

な
わ
れ
て、
中
心

部の
半

球
状
の
み
で、
四
脚
の
辻
金
具
で
あ
る。
径
四
釣
ほ
ど 、
鉄
地
に
金
銅
を
張
っ

た
も

の
で、
他
に
金
鋼
張
り
の
断
片
が一
片
あ
る。
他
に
杏
葉
も
あ
っ
た
と
い
う

金
銅
の

鉄

有
茎
の
鉄
鏃
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る。

鉄

割
れ
て
口
を
開
い
て
い
る
の
で
刀
子
と
見
て
よ
い
か
疑
問
で
あ
る。

い
づ
れ
も
馬
具

一

＇

が�

ぃJ
.
9
r ,
t,
9
.

;
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う
で
あ
る 。

殊
に
羨
門
の
外
の
部
分
に
い
ろ
い
ろ
の
樺
造
を
も
つ
よ
う

に
な
り 、

は
小
穴
で
あ
っ
て一
般
の
横
穴
墳
と
は
異
な
っ

た
も
の
で
あ
る
か
ら 、
明
ら
か
に
前

は
明
ら
か
に
前
室
を
有
し
て
お
り 、
他
の
九
基
の
う
ち一
基
は
消
滅
し
て
お
り

五
基

な
発
達
を
と
げ
あ
る
い
は
退
化
し
て 、
羨
道
部
は
短
か
く
な
り、
単
に
塞
石
を
す
る

基
本
的
に
羨
道
と
玄
室
か
ら
成
立
つ
も
の
で
あ
る 。
し
か
し
横
穴
墳
は
更
に
形
態
的

ら
成
立
つ
の
で
あ
る
が 、
前
室
を
具
備
す
る
も
の
と
欠
く
も
の
に
明
ら
か
に
分
布
的

横
穴
墳
が
高
塚
古
墳
の
横
穴
式
石
室
か
ら
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
な
ら 、

(1) 

前
述
の
ご
と
く 、

本
横
穴
墳
は
玄
室・
羨
道・
羨
門・
前
室・
前
庭
の
五
部
分
か

部
分
名
称
と
構
造
に
つ
い
て
の
問
題

③

形
態
と
分
布
と
の
関
係

今
回
の
渭
査
に
よ
る
収
穫
は 、

次
の
三
つ
の
問
題
が
提
起
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ

。ぅ

外
室
と
称
し
て
い
る 。
（
註
七）

第
五
節

結

び

る 。

一
括
し
て
前
庭
と
呼
び
（
註
六）

、
氏
家
和
典
氏
等
は
前
室
に
あ
た
る
部
分
を
羨
道

し
て
取
扱
う
こ
と
に
し
た 。

当
地
地
主
の
大
窪
氏 、
堀
越
氏
ら
の
談
に
よ
る
と
本
横
穴
古
墳
群
か
ら
は
次
の
出

域
の

西方
の
小
穴
か
ら
璃
瑶
勾
玉
六
土
製
臼
玉
四 、

（
図
版
第
五
図
下）

ガ
ラ
ス
小
玉
多
数
が
出
土
し
て

い
る 。
こ
の
小
玉
は
濃
青
色
の
外
に 、
淡
青
色 、
緑
色 、
黄
色
を
呈
す
る
も
の
が
あ

（
堀
越
直
人
氏
旧
蔵 、
相
馬
高
等
学
校
保
管）

た
め
の
施
設
と
な
っ
て 、
本
来
の
玄
室
に
通
ず
る
道
と
し
て
の
意
義
を
失
な
っ

た
よ

環 、
碧
玉
製
管
玉―
一
個、
切
子
玉―
n
が
出
土 。

本
調
査
区

土
品
が
あ
っ

た
と
い
う。

（
前
記
の
も
の
は
省
く）
三
0
号
墳
か
ら
は 、
鈴
釧、
金

（
附）

し
か
し
こ
こ
で
い
う

前
室
と
前
庭
と
の
相
異
は
単
に
天
井
の
有
無
に
よ
っ
て
判
別

葬
制
の
上
で
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
つ
か
は
別
に
論
ず
る
こ
と
と

な
お
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
日
本
大
学
考
古
学
会
（
平
沢一
久
氏）
に
お
い
て
は

従
前
の
出
土
品

・
八
号・
十
二
号
が
こ
れ
に
該
当
す
る 。

玉
小
玉
管
玉
等
と
と
も
に
出
土
し
て
い
る 。

つ
の
部
分
か
ら
成
り
立
つ
こ
と
に
な
り 、
J

の
基
本
的
な
梱
造
を
も
つ
も
の
は
七
号

約
四
•

五
尭
三
六
0
号
墳
の
右
前

方隅
よ
り
出
土
し
た 。
一
箇
は
二
三
号
墳
か
ら
勾

円
錐
の
頭
部
を
切
断
し
た
通
有
の
形
で、
滑
石
製。
機
織
具
の
巻
子（
へ
そ）
で、径

4 、
綜

麻

石
（
図
版
第
四
図）

金
鋸
製
の
も
の
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る 。

各
地
に
お
い
て
地
域
的
特
性
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た 。
す
な
わ
ち
大
窪
横
穴
墳
の

場
合
は 、
羨
門
外
の
構
造
は
天
井
を
有
す
る
部
分
と 、
天
井
を
失
な
い
単
な
る
空

間
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
部
分
の
二
つ
の
例
が
あ
る 。
わ
れ
わ
れ
は
と
り
あ
え
ず
前
者

を
前
室
と
呼
び
後者
を
前
庭
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た 。
し
た
が
っ
て
今
回
調
査
さ
れ
た

横
穴
墳
の
中
で
各
部
の
施
設
す
な
わ
ち 、
玄
室・
羨
道・
羨
門
・

前
室
•

前
庭
の
五

す
る
も
の
で、

し 、

後述
の
ご
と
く 、
形
態
的
な
変
遷
過
程
を
知
る
上
で
重
要
な
手
が
か
り
に
な
る

こ
と
を
特
に
指
摘
し
た
い 。
更
に
は
他
の
地
域
と
の
発
展
的
な
相
互
関
係
を
知
る
上

で―
つ
の
手
が
か
り
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

考
え
を
も
っ
て 、
こ
れ
を
区
別

な
特
徴
が
あ
る 。
す
な
わ
ち
上
層
に
位
置
す
る
横
穴
墳
二
十
二
基
の
う
ち 、
十
三
基
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な
お
こ
の
点
に
関
連
し
て
も
う一

っ
注
意
す
べ
き
こ
と
は 、
羨
道
が
玄
室
に
対
し

へ
広
が
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る 。
す
な
わ
ち
上
層
に
お
い
て
は
曲
線
的
な
ラ
ッ
パ
状

に
開
く
が 、
下
層
に
お
い
て
は
直
線
的
な
濶
斗
状
に
開
く
も
の
が
出
て
来
る
こ
と
で

ク
る 。
し
か
も
上
層
に
お
い
て
は一
方
の
壁
面
だ
け
が
開
き 、
下
層
に
お
い
て
は
両

苓
が
平
均
に
対
応
し
て
開
く
例
が
あ
り 、

）
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い

C

事
実
副
葬
品
の
出
土
は
あ
る
が 、
そ
れ
に
し
て
は
出
土
量
が
少
な
い
よ
う

に
思
わ

れ
る 。
殊
に
四
十
六
号
墳
は
玄
室
よ
り
は
ず
れ
た
前
部
か
ら
鉄
斧
が
出
土
し
て
い
る

だ
け
で、

゜

る，

下
層
に
お

，．

上
層
が
自
然
発
生
的
で
あ
り 、鼻

'·Aヽ`
‘、i
.＂. .

点
か
ら
い
っ
て
疑
問
が
残
る 。
六
基
の
小
穴
の
う
ち
下
層
に
分
布
す
る
も
の
は
一
基

汰
の
へでもの

ぷ＇
と
ほ
i

ほ
ん
ど
全
部
が
上
層
に
位
置
し
て
い
る

す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う

考
え
で
あ
る 。

上
層
と

下
層
と
は 、
編
年
的
に
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
か
は
盗
掘
に
あ
っ

た
も
の

3
再
潤
査
で
出
土
品
も
不
足
し
て
い
る
の
で、
結
論
を
い
そ
ぐ

段
階
で
は
な
い
が 、

形
態
的
に
編
年
す
る
場
合 、
こ
の
前
室
の
存
在
が
重
要
な
手
が
か
り
に
な
る
で
あ
ろ

四
十
六
号、
四
十
八
号
か
ら
は
人
骨
の
出
土
を
み
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た 。
第

二
は
他
の
横
穴
墳
に
従
属
す
る
横
穴
で
あ
ろ
う
と
す
る
考
え
方
で、
副
葬
品
を
格
納

な
退
化
様
式
と
い
う
こ
と
に
な
る。

室
を
構
成
し
な
か
っ

た
も
の
は一＿一
基
に
す
ぎ
な
い。
こ
れ
に
対
し
て
中
層
八
基
の
う

ち
六
基
が
前
室
を
有
し 、
二
基
が
有
し
な
い。
つ
ま
り

前
室
を
有
し
な
い
も
の
の
割

合
が
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る 。
更
に
下
層
に
な
る
と 、
十
八
基
の
う
ち

即
室
を
も
っ
も
の
が
四
基
の
み
で、
内
二
基
の
前
室
奥
行
は
極
め
て
短
か
く 、
他
の

こ
れ
は
本
地
形
が
下
層
ほ
ど
傾
斜
が
少
く 、

前
室
を
構
成
し
得
な
い
地
形
上
の
理

田
が
あ
っ

た
と
し
て
も、
ま
た
破
壊
さ
れ
た
と
し
て
も
前
室
を
も
つ
構
造
が
時
期
的

に
異
な
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
編
年
上
重
要
な
ボ
イ
ソ
ト

に
な
る
の
で
は
あ
る

ま
た 、
家
形
横
穴
墳
は
合
計
九
基
み
ら
れ
た
（
内
三
基
を
調
査）
が 、
こ
れ
が
全

部
下
屑
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
と 、
そ
の
う
ち
七
基
が
前
室
を
欠
い
て
い
る
こ
と
は

辻
意
を
要
す
る 。
し
か
も
下
層
の
も
の
は
大
型
で、
精
製
さ
れ
た
も
の
が
多
く 、

前

至
を
欠
き
家
形
を
含
む
の
に
対
し
て 、
上
層
の
も
の
は
小
型
で
前
室
を
も
ち
型
態
的

に
五
つ
の
部
分
の
完
備
し
た
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る 。

正
確
を
期
し
難
い 。

ま
い
か 。

十
四
基
は
全
く

前
室
を
も
た
な
い。

い
て
こ
れ
が
様
式
化
し
た
ご
と
き
印
象
を
う
け
る
こ
と
を
附
記
し
て
お
く 。

今
回
の
調
査
で
も
っ
と
も
注
意
さ
れ
る
も
の
の
―
つ
に
小
穴
の
問
題
が
あ
る 。
前

記
平
沢一
久
氏
の
調
査
に
な
る
相
馬
市
表

西山
の
横
穴
墳
の
小
形
横
穴
か
ら
多
く
の

副
葬
品
が
出
て
い
る 。
今
回
の
調
査
に
お
い
て
は
六
例
が
あ
っ

た 。
こ
こ
の
横
穴
群

は
大
て
い
盗
掘
に
よ
っ
て
開
口
し
て
い
る
の
で
未
開
口
の
新
し
い
横
穴
を
さ
が
す
た

め 、
ボ
ー
リ
ソ
グ
に
よ
っ
て
発
見
し
そ
の
う
ち
二
基
を
調
査
し
た 。
し
た
が
っ
て
四

十
七
号、
四
十
二
号、
四
十
三
号、
三
十
二
号
等
未
調
査
の
も
の
は
ボ
ー
リ
ソ
グ
と

表
面
観
察
に
よ
っ
て 、
小
穴
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
た
も
の
で
発
掘
を
経
ず
に
は

い
か
な
る
目
的
で
小
穴
を
作
っ

た
か
に
つ
い
て
は 、
二
つ
の
想
定
が
成
り
立
つ 。

第一
は
他
と
同
じ
く一

穂
の
横
穴
墳
で、
も
ち
ろ
ん
遺
体
を
埋
葬
す
る
た
め
に
作
ら

れ
た
も
の
と
す
る
考
え
で
あ
る 。
こ
れ
は
自
然
な
考
え
方
で
あ
る
が 、
玄
室
の
広
さ

か
ら
考
え
て 、
遺
体
を
納
め
た
ら
ほ
と
ん
ど一
杯
に
な
る
容
積
で
あ
る
か
ら 、
極
端

(3) 

小
型
横
穴
（
小
穴）
の
問
題

-- 28 -

ー`

i

目
3すべ
き

V

9

尉
甕
蓉



（

註
）

図 版 第 4
 

図

＼、
＼

）

〖

O
}

·/

‘`
 

／
ー

＼‘

ーヽ，

1
＼

‘‘-— 

36号墳 続麻后
r ←べ．1 ,  1 ----• I 

10号凜

一
、

小
此
木忠
七
郎
「
咋
年
発
見
さ
れ
た
る
福
島
県
の
古
墳」
人
類
学

碓
誌
三
九
ノ
三
号

二 、
福
島
県
立
相
馬
高
等
学
校
「
上
真
野
村
古
墳
発
掘
に
関
す
る一
般

記
録」

三 、
慶
応
義
塾
大
学
藤
田
亮
策
「
真
野
古
墳
群
調
査
概
報」
三
田
史
学

会
編
輯
”
史
学ヽ

ニ
三
ノ
三

四 、
福
島
県
相
馬
郡
鹿
島
町
教
育
委
員
会
「
横
手
古
墳
群
第一
号
墳

調
査
報
告
書」
昭
和
三
五・
八

五 、
福
島
県
立
相
馬
高
等
学
校
「
相
馬
地

方横
穴
壁
画
調
査
報
告
書」

六 、
日
本
大
学
考
古
学
会
「
埋
蔵
文
化
財
発
掘
報
告
書」
（
福
島
県
相

馬
市
西
山
横
穴
墳
群）
昭
和
三
四・
一
0•
六

七 、
鍛
治一
郎
・

氏
家
和
典•
佐
藤
宏一
「
宮
城
県
岩
沼
町
丸
山
横
穴

古
墳
群」

東北
考
古
第
三
輯

火窪樺、クて出土王魏

及
び
上
段
勾
玉 、

金
現
―

二
号
墳
出
土

上
段
左
玉
類
三
六
号
墳、

下
段
玉
類

◎l
CD
0
0
 36号 I'2号頃

7'，
リ
11
り
111ー＇，
ぃ
"
"
"
りり

（
 

r

|
l‘・

r

·

 

万

げ＇，
訂
"
7
り．，’9

]

�

1,
1
 

`
＇
,
 

,
9
9.
 

｀ ｀
 ／
 l'2号

図

版

第

五

図

-＂ベ

- 29 -

゜

．．
 

．．
 

・

ロ

ロ
ロ

r

I

I�

•
 □

 

r
|
|
_＇

)ク

d

口ロ

ー

□
ロ
ロ〗



風阪第 6 図...,.. 

寺 内 前 古 墳（山上墳） 手‘3子瑣

し奇虹1前も墳出虹烈甦器

／ 

2

⑮

涵

o s, 

ぎ孔）前山J::_む准第1号y恢

／ 

c
 

1

0
 

／／ーー
＼

゜ 59バ、

·o.· ，
 

，，0 
し

ーニ

- 30 -

{•
 

, 
1 

～噌� ＇ 、

ら9'し9‘

• 11. · •← 

｀ 



に
は
「
清
戸
迫
横
穴
古
墳」
（
直
刀一
振 、

南
無
阿
弥
陀
仏
の
刻
文
が
あ
る 。
）

ど
大
小
約一
0
0
基
程
を
数
え
得
る 。
そ
れ
ら
の
多
く
に
は
前
室
（
羨
道
外
室）

羨

さ
て 、

「
狸
穴
横
穴
古
墳
群」

双
葉
町
の
古
代
遺
跡
の
特
色
は

「
寺
内
前
横
穴
群」
な

井
が
発
見
さ
れ
た 。
（
図
版
第
六
図）

（
こ
れ
は
双
葉 、
相
馬
の
両
郡
に
共
通
す

一
、

位
置
と
周
辺
の
遺
跡

寺
内
前
古
墳
群
（
山
上
古
墳
群
と
横
穴
古
墳
群
と
を
含
め
る 。）
は 、
常
磐
線
双
葉

駅
の
北

方約―
•

五
咤
屈 、
国
道
六
号
線
と
常
磐
線
と
の
交
叉
点
踏
切
の

東
方に
連

ら
な
る
丘
陵
の

東南
側
面
に
点
在
し
て
い
る 。
こ
の
丘
陵
は 、
前
田
川
を
は
さ
ん
で

い
る
が
双
葉
町
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
檻
し 、

東
西に
約一
％
妍
伸
び
て
お
り 、

双
葉
町

の
沖
積
平
野
を
見
お
ろ
す
こ
と
が
で
き
る 。
こ
の
丘
陵
と
前
田
川
を
は
さ
ん
で
対
立

す
る
南

方の
台
地
に
は
通
称
「
七
曜
塚」
と
称
す
る
塚
の
腰
古
墳
群 、
さ
ら
に
こ
の

台
地
の

東端 、
郡
山
海
岸
の
絶
壁
上
に
は「
郡
山
沼
の
沢
古
墳
群」
な
ど
が
あ
り 、
い
ず

れ
も
七
l-

0
基
程
の
小
円
墳
群
で、
沼
の
沢
古
墳
群
に
は
前

方後円
墳
が一
基
存

在
す
る
が
海
岸
の
絶
壁
上
の
た
め
に 、
す
で
に
崩
壊
し
去
っ

た 。
沼
の
沢
古
墳
群
の

一
部
に 、
昭
和
二
十
六
年
に
発
掘
調
査
さ
れ
て
横
穴
式
石
室
を
あ
ら
わ
し
て
い
る。

る
現
象
で
あ
る
が）
古
墳
時
代
の
後期
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
横
穴
古
墳
群
の
多

い
こ
と
で
あ
ろ
う。
前
田
川
を
は
さ
む
両
岸
の
丘
陵
の
南
側
面 、
あ
る
い
は

東側
面

刀
片多
数 、
桂
甲
片を
出
土
し
た 。）

「
北
沖
横
穴
古
墳
群」
「
稲
荷
迫
横
穴
古
墳
群」
（
そ
の
中
の一
基
玄
室
奥
壁
正
面
に

第
一

節

第
三
章

古
墳
の

位
置
と
現
況

寺

内

双

葉

郡

双

葉

町

前

古

墳

群

跡

の

現

況

跡
が
あ
り

「
寺
沢
遺
跡」
か
ら
は
中
期
以
降
の
土
器
片、
郡
山
造
跡
か
ら
は
後期

道 、
玄
門 、
玄
室
を
整
然
と
備
え
た
も
の
が
あ
る 。
ま
た 、
こ
の
地
方
の
通
例
で 、

横
穴
古
墳
群
の
存
在
す
る
丘
陵
の
陵
線
上
に
は
山
上
墳
（
主
と
し
て
円
墳）

す
る
場
合
が
多
く 、

の
存
在

し
か
も
そ
れ
ら
の
山
上
墳
を
発
掘
調
査
し
た
二 、
三
の
例
か
ら

す
れ
ば 、
何
ら
の
地
下
遺
構
も
出
土
品
も
な
い
も
の
が
多
い 。
土
師
器 、
須
恵
器
を

出
土
す
る
遠
跡
は
「
郡
山
塚
の
腰
古
墳」
の
周
辺
の
外
に
「
石
熊
遺
跡」
も
こ
れ
に

属
す
る 。
塚
の
腰
周
辺
の
遺
跡
に
は
布
目
瓦
を
出
土
す
る「
郡
山
五
番
廃
寺
跡」
が
あ

り 、
平
安
初
期
の
も
の
と
恩
わ
れ
る 。
郡
山
遺
跡
周
辺
の
台
地
は
縄
文、
弥
生 、
古

墳、
土
師
と
幾
時
代
に
も
わ
た
る
遠
跡
で
あ
り 、

古
代
の
生
活
地
と
し
て
最
適
の
地

で
あ
っ

た
ろ
う。

次
に
双
葉
町
内
の
縄
文
遺
跡
に
は 、
前
田
川
上
流
に
土
師
と
複
合
遺
跡
の
石
熊
遺

の
土
器
片を
出
土
し
て
い
る
「
深
谷
遺
跡」
は
双
葉
駅
の

西
方に
あ
た
り 、

寺
内
前

古
墳
群
に
は
最
も
近
い
距
離
に
あ
り 、

寺
内
前
古
墳
の
封土
中
よ
り

採
集
さ
れ
る
縄

文
土
器
片は 、
こ
の
遺
跡
の
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で、
こ
の
地
か
ら
封
土
を
連
搬
し

た
も
の
で
あ
ろ
う。

弥
生
の
遺
跡
は
郡
山
塚
の
腰
古
墳
群
の
周
辺
に
発
見
さ
れ
る 。

二 、
遺

寺
内
前
山
上
古
墳
群
は
現
在
判
明
し
て
い
る
も
の
七
基
あ
り
そ
の
中一
基
は
今
回

の
発
掘
調
査
に
よ
り

前

方後円
墳
と
判
明 、
他
は
小
円
墳
で
あ
る 、
六
号
墳
と
七
号

墳
の
二
基
は 、
昭
和
三
四
年
八
月 、
慶
応
大
学
の
清
水
澗
三
教
授
の
指
導
で、
相
馬

高
校
郷
土
ク
ラ
プ
が
中
心
と
な
り

発
掘
調
査
さ
れ
六
号
墳
石
郭
の
内
部
か
ら
須
恵
の

こ
の
井
は
す
で
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
い
た
が 、
周
囲
と
底
を径
一
〇
務
妍
前
後の
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寺 内 前 古 群

·
い·，ぃ‘�� �｀ 

墳号 1 墳 形 ＼ 遺 構 1 遺 物

9 、
l`1I

1

前

西前
I

方
南

方m

後
一部

後
東径

高松

円

円

墳

南
部
8

2 k
径

林

m 
2

1
m 
1

I
高
m 

m 

地下遺構なし 封

木
鉄

土 炭師
片

片
片

2

「トレソチ 7号 1 0 
中
よま で り

円墳
縄文片数点塁• ( ·’ SN 15m 

2号墳 EW 2 0m 地下遺構 な し 中H 4m , ; ；’,.： 5 カ所盗掘跡 トレソチ3号 ま で 土師
片数点 よ

りも み林
円 墳

2
{

封• i ` SN 13m 地下遺構な し
醤弥生仇

片

＼ EW 1 2 m トレンチ 2 号 ま で 2 
土

3号墳 H 2 .lm 玉石 150個程墳側 2 中
4 ヵ所盗掘跡 に散乱 よ

松�林 玉石数個 り

, > 前庭、 羨 道、玄玄室奥
巾

行 2 .8 m
室排水溝を備 う 3.2m 直 刀 1 高 さ 2 m 

横穴墳 ドーム型
道

盟
奥行 40c況 直刀片 4· 

:＇,. 羨 60c1几
·. . • � ’ さ 90cm （前庭部 よ り ）
5号 巾長 l.7m 

｝ ＇ 前庭 1. 2 m 
: S

ヽ 棺床部3つ、1

戸

て戒 9·9

羨

道

部の
天 舟「 85m

土
刀子師片杯 1

1 玄室 3 m  
井崩壊 卜し ーム型 高 さ 1.8 m 勾 玉 1

， 

羨 道叩高さ
60cm 小 玉 4

床面周 囲 に溝 1 11i 鉄金銅鏃
製釧

2
片前庭巾 1.7m

～ 

長さ 1 Tit 

図 版 第 7
 

墳

図

調

:i ‘ 

← 
� 

査 覧

。

, 9血 、

土師器杯 寺内前横穴古 墳 （第6号出土）

り、
二
号
墳、
三
号
墳
は
昭
和
三
六
年
九
月 、
渡
部
晴
雄
氏
担
当
の
も
と
に、

町
教
育
委
員
会
が
主
体
と
な
り、

双
葉

双
葉
高
校
史
学生
徒
に
よ
り

発
掘
調
査
さ
れ
た 。

こ
の
山
上
墳
の

南斜
面
に
横
穴
が
六
基
あ
る 。
一
号
墳
は
風
化
し
半
壊
状
態
に
あ

ョ
ぇ
r
且
み
J
を
平
石
て
お
お
っ

て
あ
り
内
蔵
物
は
発
見
さ
れ
な
か
っ

た 。
（
註一
）

こ
れ
ら
の
山
上
墳
は
い
ず
れ
も
盗
掘
の
跡
が
残
っ
て
お
り、

く 、
二
号
墳
は
墳
丘
の

南側
面
に一ニ
カ

所、
中
央
部
と

東側
面
に
そ
れ
ぞ
れ一
カ

所

の
盗
掘
跡
が
み
と
め
ら
れ
た 。
さ
ら
に
三
号
墳
は
墳
丘
の
中
央
部
に
深
さ一
妍 、

東

西径
二
妍
程
の
盗
掘
跡
（
つ
い
最
近
の
も
の
と
思
わ
れ
る）
が
あ
り、

墳
丘
側
面
に

石
榔
を
構
成
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
玉
石一
五
0
個
程
が
散
乱
し
て
い
た 。

一
号
墳
は
か
な
り
古

三
号
墳
は
戦
時
中
防
空
壕
と
し
て
使
用
さ
れ 、

羨
道
玄
室
と
も
に
変
形
し、
二
号

墳
は
玄
室
が
一
・

五
四
賭
x
-
．

二
”
JVI

の
小
型
の
も
の
で
遺
物
は
出
土
し
な
か
っ

た 。
（
註
二）

註一
、

註
二、

昭
和
三
四
年
八
月

寺
内
前
古
墳
発
掘
調
査
報
告
嘗

プ
相
馬
高
校
郷
土
ク
ラ

昭
和
三
六
年
九
月

寺
内
前
横
穴
古
墳
発
掘
調
査
報
告
嘗

双
葉
町
教
育
委
員
会

- 3 2 -

．
 

，
 

．
 ＇

 

•.

 
，
．

 



移
霊
祭
の
の
ち
各
古
墳
の
実
測
を
開
始 。
実
測
終
了
の
古
墳
よ
り
ト
レ
ン
チ
を
掘

一
号
墳
の
第一
ト
レ
ソ
チ
を一
脳
の
深
さ
に
掘
り

下
げ
る 。
表
土
層
は
約
二
〇

セわ2い
で
そ
の
下
は
粘
土
の
層
に
移
り、
さ
ら
に
約
八
〇
灼
脳
掘
り

下
げ
て
粘
土
で
構

成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
を
発
見 、
慎
重
に
調
査
を
行
う 。

封土
中
よ
り
小
鉄
片

と
木
炭
片を
採
集
し
た 。
午
後別
班
に
よ
り

前

方部
の
第
八
ト
レ
ン
チ
の
発
掘
に
か

生
徒一
0
名 、
人
夫
五
名

別
班
は
前

方部
第
八
ト
レ
ン
チ
を
深
め
る 。
第一
ト
レ
ソ
チ
を
深
め 、
粘
土
郭
の

形
跡
と
な
る
か
を
調
査 。
さ
ら
に
第
ニ
ト
レ
ソ
チ
を
掘
り

下
げ
た
が
め
ぼ
し
い
層
位

の
変
化
は
な
か
っ

た 。
別
班
に
よ
り

前

方部
の
第
八
ト
レ
ソ
チ
を一
・

一
脳
掘
り

地

山
の
一
部
ま
で
掘
り

下
げ
て 、
表
土 、
粘
土
層
（
地
山
の
層
と
同
じ）
に
達
し
た 。

午
後双
葉
高
校
史
学
部
生
徒
を
中
心
に
三
号
墳
の
発
掘
に
か
か
る 。

土
中
よ
り
土
師
片、
木
炭
片、
鉄
片二
点
を
採
集
し
た 。

八
月
九
日
（
木）

生
徒

九
名

人
夫
五
名

別
班
は一
号
墳
の
埋
返
し
の
作
業
を
す
る 。

し
た
の
み
で
原
型
を
と
ど
め 、
こ
の
地

方に
見
る
典
型
的
な
横
穴
墳
で
あ
る 。

ま
た 、
第
七
ト
レ
ン
チ
は
鞍
部
は
表
土
が
殆
ん
ど
流
れ
て
な
か
っ

た 。

八
月
五
日

か
る 。

発
掘
に
参
加 。

る 。 八
月
四
日

第
二
節

（
日）

（
土） 発

掘

状

況

一
号
墳
の
封

こ
の
円
墳

は 、

封土
の
中
心
部
に
深
さ一
脳 、

東西径
二
妍
程
の
盗
掘
跡
が
あ
り、

榔
に
使
用

し
た
と
思
わ
れ
る
石一
五
0
個
程
散
乱
し
て
お
り、

東斜
面
に
も
深
さ一
屈
程
の
横

穴
状
盗
掘
跡
が
あ
り、

北
面
に
も径
一
脳
税
の
盗
掘
跡 、
さ
ら
に
南
斜
面
に
も
小
規

揆
の
盗
掘
が
認
め
ら
れ
た 。
ま
た 、

封土
の
中
心
部
に
は
相
当
古
い
盗
掘
が
あ
っ

た
こ
と
は一
号、
二
号
ト
レ
ン
チ
の
発
掘
に
よ
り
確
認
さ
れ
た 。

封土
は
小
粒
の
砂

八
月
七
日
（
火）

人
夫
五
名
参
加 。

生
徒一
三
名 、
人
夫
五
名
参
加 。

一
号
墳
の
調
査
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
に
第
四 、
第
五
の
ト
レ
ソ
チ
を
入
れ
た
が
何

ら
変
化
が
な
い。
三
号
墳
の
第一
ト
レ
ン
チ
を
深
め 、
さ
ら
に
第
ニ
ト
レ
ン
チ
を
入

れ
る 。
表
土
の
下
に
腐
蝕
土
が
混
り
盗
掘
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た 。

封土
よ
り

玉
石
数
十
点
と
土
師
片、
弥
生
片、
須
恵
片を
採
集
し 、
三
号
墳
を
終
了 。

別
班
は
朝
よ
り
二
号
填
の
調
査
に
か
か
る 。
こ
の
円
墳
に
も
数
力
所
の
盗
掘
跡
が

み
と
め
ら
れ
た 。
第一
ト
レ
ン
チ
を
中
心
部
で一
•

五
脳
の
深
さ
に
掘
り
下
げ 、

ぼ
地
山
に
逹
し
た 。
午
後第
ニ
ト
レ
ン
チ
を
掘
り
調
査
に
か
か
る 。
二
号
墳
の
封土

中
よ
り、

縄
文
土
器
片、
土
師
片を
採
集
し
た。
生
徒一
0
名

一
号
墳
の
最
終
調
査
を
行
う 。

盗
掘
と
断
定 。
二
号
墳
は
第
ニ
ト
レ
ン
チ
を
掘
り

深
め 、
第
三
ト
レ
ソ
チ
を
掘
る。
昨
日
と
同
じ
に
変
化
な
く
終
了
す
る 。
や
は
り
盗

掘
と
息
わ
れ
る 。
午
後人
夫
の一
部
は
丘
陵
の
東
斜
面
に
あ
る
横
穴
古
墳
群
の
う

ち 、
五
号
墳
の
発
掘
に
か
か
る 。
こ
の
五
号
横
穴
墳
は
前
庭
天
井
部
の一
部
が
崩
壊

朝
よ
り一
、

二 、
三
号
墳
の
埋
返
し
作
業
を
行
い 、
さ
ら
に
第
五
号
横
穴
墳
の
発

掘
調
査
に
従
事 、
午
前
中
に
前
庭
部
よ
り

直
刀一
振
と
直
刀
片を
発
見。

八
月
六
日
（
月）

礫
層
の
た
め
予
定
よ
り
進
行
し
た 。

- 33 -

ほ



寺
内
前
古
墳
群
は
前
述
の
通
り、

前
方
後円
墳一
基
を
含
む
円
墳
群
で、

陵
線
を
巧
み
に
利
用
し 、
沖
積
平
野
を
見
下
す
こ
と
の
で
き
る
位
置
に
築
造
さ
れ
た

山
上
墳
で
あ
る。
こ
の
地
方
に
点
在
す
る
山
上
墳
の
形
式
と
全
く
共
通
す
る 。

極
め
て
小
さ
な
前
方
後円
墳
で、
鞍
部
は
確
認
さ
れ
な
い
程
低
い 。

長
径
約
ニ―
以
JVI 、
前
方
部
の径
八
脳 、
高
さ一
妍 、

後円
部一
―
妍 、
高
さ
ニ
・

一

土
層
を
確
認。
――-
0
務
の
厚
さ
に
広
り、
そ
の
下
に
中
心
部
よ
り

南
寄
り
に
厚
さ

五
務
程
の
黒
土
層
を
発
見。
そ
の
下
は
地
山
の
層
位
に
続
く 。

二
号
ト
レ
ン
チ
は

幅一
・

ニ
妍 、
中
心
部
に
盗
掘
跡
と
断
定
で
き
る
層
位
の
変
化
が
あ
り、
第一
ト
レ

ン
チ
に
発
見
さ
れ
た
粘
土
層
も 、
地
上
の
層
に
続
き
消
え
て
い
る。
l二
号
ト
レ
ソ
チ

妍
は
発
掘
は
先
づ
幅一
妍
の
第一
ト
レ
ン
チ
を
入
れ 、
一
賭
の
深
さ
の
地
点
に
粘

号 l

、
山
上
墳
の
構
造

遺

跡

午
後全
員
を
も
っ

て
五
号
横
穴
墳
の
発
掘
に
あ
た
る 。

・

穴
墳
の
発
掘
に
着
手。
六
号
墳
は
前

庭
部
天
井
部
が
殆
ん
ど
崩
壊
し
去
り、
羨
道
天

八
月一
0
日
（
金）

第
五
号、
第
六
号
横
穴
墳
の
調
査
を
行
う。

第
五
号
墳
の
清
掃
を
終
え
る 。
東
角

の
玄
室
壁
に
近
く長

径
六
〇
尭
程
の
穴
が
あ
り
六
号
墳
に
通
じ
て
い
る 。
こ
れ
は
五

号
墳
築
造
の
時
六
号
墳
（
時
間
的
に
先
に
造
ら
れ
た
思
わ
れ
る 。
）
の
壁
に
突
き
当

り
偶
然
に
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る 。
別
班
は
第
六
号
横
穴
墳
の
発
掘
に
あ
た
る 。

後世
積
上
げ
ら
れ
た
土
を
掘
出
し 、
床
面
を
精
査
し 、
午
後四
時
頃
ま
で
発
掘
清
掃

を
完
了
し
た 。

第
三
節

井
部
の一
部
を
露
出
し
た
の
み
で
土
に
埋
っ
て
い
た 。

丘
陵
の

一
部
を
さ
い
て
第
六
号
横

に
連
っ
て
存
在
し
て
い
る 。
四
号
墳
は径
四
脳 、
高
さ
六
0
衿
拭 、
五
号
墳
は
径
六

•\
：̀
昏

屈 、jヽ五
高
さ
は
径
七
紺
い

誓
4

六
〇
衿
緊
七
5

知麟
マ
芹
沙
親
撲、

‘

四
号 、
五
号 、
六
号
墳

二
号
墳
と
一
連
の
丘
陵
上 、

深
く
ま
で
入
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た 。

号

墳

第一
ト
レ
ン
チ
は
巾一
以m
に
掘
り
進
め 、

古
墳
も
地
下
遺
講
は
発
見
さ
れ
な
か
っ

た 。

北
東
に
約一
五
02加
の
地
点

号

墳

南
北
の径
一
五
摺

東
西
二
〇
摺 、
高
さ
四
燐
の
小
円
墳、
こ
の

は 、
中
心
部
よ
り
西
南
寄
り
に 、
盗
掘
層
を
深
め 、
粘
土
層
か
ら
地
山
に
続
く 。
前

方
部
第
六
ト
レ
ン
チ
幅
は一
・

一
ex
JVI 、
深
さ一
・

一
exJVI
で
地
山
に
逹
し
表
土

、
粘
土

層
（
地
山
の
層）
に
終
る 。
第
七
ト
レ
ソ
チ
は
幅
八
〇
務
妍 、
鞍
部
で
三
〇
衿
賭
の

深
さ
に
掘
り、
ほ
ぽ
同
じ
結
果
で
あ
っ

た 。
こ
の
一
号
墳
で
は
第一
ト
レ
ン
チ
に
粘

土
層
と
黒
土
層
が
発
見
さ
れ
た
が 、
遺
骸
を
葬
っ

た
痕
跡
と
は
断
じ
難
く 、
封
土
を

築
く
際
の
層
位
と
考
え
ら
れ
る 。

-
•

五
妍
の
地
点
で
地
山
に
逹
し

た 。
表
土
の
下
に
粘
土
混
り
の
砂
の
層
が
あ
り
中
心
部
に
表
土
よ
り
五
舟
燐
の
深
さ

ま
で
盗
掘
跡
と
思
わ
れ
る
層
の
変
化
を
確
認
し
た
に
と
ど
め
ま
っ

た 。
第
ニ
ト
レ
ン

チ
は
約一
妍
程
深
め
第一
ト
レ
ン
チ
と
ほ
ぼ
同
じ
結
果
で
あ
っ

た 。

南
北径
一
三
妍 、
東
西―
二
妍 、
高
さ
ニ
・

一
妍
の
円
墳。
附
近

よ
り
連
ん
だ
と
思
わ
れ
る
砂
礫
で
封
土
を
築
造
し
あ
り、
発
掘
は
容
易
に
進
ん
だ 。

一
号
ト
レ
ン
チ
は
巾一
2加
深
さ
八
〇
務
妍
に
掘
り
進
め
表
土
よ
り――1
0�?
�
~

七

〇
衿
妍
の
間
か
ら
榔
に
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
玉
石
数
点
（径
一
〇
尭
妍
前
後
の
も

の 、
海
岸
よ
り
運
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る 。
）
弥

生
片 、
須
恵
片
と
土
師
片
を
採
集

し
た 。
二
号
ト
レ
ソ
チ一
号
同
様
の
巾、
深
さ
で
掘
り、
中
央
部
の
盗
掘
が
意
外
に
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た
と
こ
ろ
か
ら
盗
掘
と
推
定
さ
れ
た 。

羨
道
部
は
奥
行
四
0
灼
屈 、
巾
六
0
衿
屈

の
一
部
は
攪
乱
さ
れ
た
形
跡
が
あ
り 、

は
四
灼
妍
程
度
で
あ
る 。

ム·I、.
牙も

四

節

逍

物

と
区
分
さ
れ 、
-
•

一
脳
程
の
巾
で
羨
道
部
に
向
い
ゆ
る
や
か
に
傾
斜
し 、
き
ら
に

本
横
穴
は
こ
の
地

方に一
般
的
に
見
ら
れ
る
典
型
的
様
相
を
呈
し

ら
れ
た 。
五
号
墳
に
比
べ
る
と
粗
製
と
も
い
え
る 。

っ
て
い
る 。 二 、

横
穴
古
墳
の
構
造

横
穴
五
号
墳

横
穴
六
号
墳

め
ぼ
し
い
地
下
遺
楷 、
遺
物
は
発
見
さ
れ
な
か
っ

た 。

に
対
し 、
柄
部
を
右
斜
下
に
向
け
て
発
見
さ
れ
た 。

今
回
の
発
掘
は一
号 、
二
号 、
三
号
墳
の
調
査
を
行っ
た
が 、
一
号
墳、
二
号
墳

と
も
に
地
下
遠
構
は
発
見
さ
れ
ず 、
一二
号
填
か
ら
は
櫛
に
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

玉
石
数
点
を
採
集
し
た
に
す
ぎ
な
い。
各
古
墳
と
も
に
盗
掘
跡
が
認
め
ら
れ
た
が

て
い
る 。
前
庭
部
の
端
で
六
〇
務
脳 、
羨
道
部
入
口
で
五
0
尭
院
の
深
さ
に、
後
世

流
入
し
た
土
に
埋
も
れ
玄
室
奥
壁
で
五
務
妍
の
高
さ
に
な
っ
て
い
た 。
玄
室
は
ド
ー

ム
型
を
呈
し 、
大
き
さ
は
奥
行
ニ・
八
脳 、
巾
三・
ニ
屈
程
度
の

方形
で
天
井
部
は
入

口
上
部
か
ら
ゆ
る
や
か
に
曲
線
を
え
が
き 、
奥
壁
に
近
づ
く
に
従
っ
て
急
曲
線
に
な

棺
床
部
は
三
つ
設
定
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ 、
巾―――
務
脳 、
深
さ
二
灼
燐
の
程

の
溝
に
よ
っ
て
三
区
分
さ
れ
て
い
る 。
床
面
中
央
部
は一
〇
務
脳
の
段
落
で
棺
床
部

そ
の
中
央
部
に
は
八
務
脳 、
深
さ
五
務
閣
の
溝
が
あ
り

羨
道
部
の
入
口
に
ま
で
お
よ

ん
で
い
る 。
玄
室
内
周
壁
に
は
穿
盤
に
使
用
さ
れ
た
繋
の
あ
と
が
縦
に
残
り
そ
の
巾

さ
ら
に
こ
の
棺
床
部
に
は径
一
〇
！一

五
務
賭
程
度
の
玉
石
を
敷
き
つ
め
そ
れ
ら

ま
た
床
面
中
央
部
に一
0
数
個
散
乱
し
て
い

高
さ
九
〇
灼
脳
程
で、
天
井
部
は
玄
室
入
口
に
向
い
高
さ
を
増
し
て
い
る 。
入
口
に

は
羨
道
部
を
塞
い
だ
と
思
わ
れ
る
水
成
岩
の
一
部
が
認
め
ら
れ
た 。
前
庭
部
床
面

一
号
墳
の

は 、
羨
道
床
面
と
一
0
約
妍
程
の
段
落
が
見
ら
れ 、
巾一
・

七
屈 、
先
端
ま
で
の
長

さ
に一
・

ニ
烙
程
で
あ
る 。
出
土
遺
物
は 、
玄
室
内
よ
り
は
全
く

発
見
さ
れ
な
か
っ

た
が 、
前
庭
部
で
は
床
面
上
よ
り

直
刀
片と
直
刀一
振
が
発
見
さ
れ 、
直
刀
は
羨
門

羨
道
部 、
前
庭
部
の
天
井
は
崩
壊
し
去
っ
て
い
た 。
玄
室
は
ド
ー
ム

型
で、
そ
の
大
き
さ
は 、
奥
行
ニ
・

五
妍
巾
三
脳 、
高
さ一
・

八
詞
租
度
で、
刷
壁

に
沿
っ
て
巾
六
尭いが
前
後の
溝
が
周
ら
さ
れ
て
い
る 。
棺
床
部
の
設
定
は
な
く 、

床

面
は
羨
道
部
に
向
っ
て
ゆ
や
か
る
に
傾
斜
し 、

排
水
に
便
な
ら
し
め
て
い
る 。

玉
石
を
敷
き
つ
め
た
形
跡
も
な
い。
周
壁
の
緊
の
巾
は
五
尭
屈
ー

七
奇
脳
程
で
あ

る 。
羨
道
天
井
部
は
崩
壊
し
去
っ
て
い
た
が 、
床
面
は
巾
六
〇
灼
脳 、
高
さ一
脳
程

で
あ
る 。
前
庭
床
面
は 、
玄
室 、
羨
道
部
の
床
面
と
同
位
に
あ
り 、
巾一
・

七
焙 、

先
端
ま
で
の
長
さ一
脳
程
で
羨
道
部
を
塞
い
だ
と
息
わ
れ
る
水
成
岩
の
一
部
が
認
め

出
土
遺
物
は 、
玄
室
床
面
の
腐
蝕
土
を
精
査
し 、
勾
玉一
個 、
小
玉
五
個
（
黒
玉

三
個 、
白
玉
二
個）
鉄
鏃
二
本 、
金
鋼
製
釧
一
個
と 、
玄
室
入
口
の
右
壁
面
に
沿
っ

て
土
器
の杯

、
中
央
右
壁
面
に
沿
っ
て
刀
片を
発
見
し
た 。

寺
内
前
の
山
上
墳
三
基
と
も、
副
葬
品
と
し
て
出
土
は
な
か
っ

た
が 、

封土
中
か
ら 、
縄
文
土
器
と
土
師
器
片が
含
ま
れ
て
い
る 。
土
師
器
片は
黒
色
土

層
に
ふ
く
ま
れ
た
破
片で
あ
る
か
ら 、
遠
体
に
添
え
ら
れ
た
破
片と
見
ら
れ
な
い
こ

と
も
な
い
が 、
少
葦
で
あ
る 。
二
号
墳
か
ら
も
土
師
器
片が
出
た
が 、
こ
れ
は
盗
掘
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真一
0
図
②
の
左）

（
写

こ
わ
れ
て
い
る
が
八
窓
の

゜

·
る·

ま
た
銹
の
断
片
が
出
士
し
て
い

考
を
ま
つ
こ
と
と
す
る 。

六
号
墳
の
羨
門
右
裏
側
の
壁
近
く
か
ら
出
土
し
た 。
径
約―
二 、
八
衿
高
さ
四
衿

の
内
黒
で 、
氏
家
和
典
氏
の
「
東
北
土
師
器
の
型
式
分
類
と
そ
の
編
年」
に
よ
る
第

六
型
式
に
当
り 、
同
氏
が
調
査
を
行
っ
た
仙
台
市
燕
沢
善
応
寺
横
穴一
号
墳
出
土
の

六
号
墳
か
ら 、
勾
玉一

、
丸
玉
五
個
が
出
土
し
た 。
勾
玉
は
璃
瑶
製
で 、

る 。
同
時
に
出
土
し
た
丸
玉
は
二
個
は
白
灰
色
で
径一

、
三
衿 、
黒
色
岩
質
の
丸
玉

3
直
刀 、

（
図
版
第
八
図）

刀
子 、
鉄
鏃

は
径一
務
で
あ
る 。

磨
さ
れ
て
い
る 。
コ
の
字
で
は
な
く 、
こ 、

七
務
の
小
型
で
は
あ
る
が
古
式
で
あ

2、
玉

類

土
師
器
に
近
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る 。
（
図
版
第
七
図）

骨i
 

よ
く

五
号
墳
の
羨
門
前 、
崩
さ
れ
た
蓋
石
の
さ
ら
に
前
方
部
中
央
に
斜
に
埋
没
し
て
い

た 。
数
個
に
分
断
し
て
い
る
が 、
全
長
約一
妍
の
身
巾
の
広
い
直
刀
で
あ
る 。

に
よ
る
と
径
七 、
五
衿
程
度
に
な
ろ
う 。

断
面
を
み
る
と
0 、
四
i
o、

山
上
填
の
発
掘
調
査
の
結
果
に
つ
い
て一
考
を
要
す
る 。
こ
の
地
方
の
山
上
墳
に

つ
い
て
発
掘
の
二 、
三
の
例
か
ら
考
察
す
る
と 、
何
ら
の
地
下
遺
構
も
副
葬
品
も
発

多
く
の
場
合
横
穴
古
墳
が
存
在
す
る 。
今
回
の
寺
内
古
墳
に
つ
い
て
も一
、

二
号
墳

は
必
ず
し
も
盗
掘
に
よ
っ
て
の
み
遺
物
が
散
迭
し
た
と
は
い
い
き
れ
な
い
の
で
は
な

い
か 。
横
穴
古
墳
と
の
関
係
は
考
え
ら
れ
な
い
か 。
つ
ま
り

横
穴
墳
に
対
す
る
祭
祀

的
装
飾
墳
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か 。
も
少
し
多
く
の
事
例
に
つ
い
て
考
察
す
る
必
要

第
五
節

む

す

び

粗
悪
な
銅
の
合
金
に
粗
悪
な
銀
の
如
き
も
の
を
張
っ
た
の
で
あ
ろ
う 。

ー 、
土

師

器

杯

に
あ
い 、
開
口
し
て
い
た
が 、
幸
に
次
の
遺
物
を
発
見
し
た 。

（
図
版
第
六
図）
山
上
墳
の
下 、
横
穴
古
墳
二
基
は
盗
掘

当
地
点
か
ら
谷
を
へ
だ
て
た
山
上
墳
（
円
墳）
か
ら 、
礫
櫛
と
思
わ
れ
る
礫
に
囲

務
で 、

ま
れ
た
須
恵
器
が
出
土
し
た
が
細
破
し
て
い
る 。
復
原
し
た
大
き
は 、
高
さ
約
二
〇

ロ
緑
部
を
欠
く 。
こ
の
よ
う
に
口
縁
部
を
欠
く
容
器
は 、
往
々
に
し
て
蔵
骨

六
号
か
ら
の
鉄
鏃
は
箆
代
の一
部
を
か
い
て
い
る
が
ほ
ぼ
完
全
な
三
角
形
式
の
尖

根
で
あ
る 。
鏃
頭
の
断
面
は
丸
味
の
あ
る
重
厚
な
も
の
で 、
逆
剌
は
な
い 。
残
存
部

（
図
版
第
二
図）

六
号
墳
出
土 。
三
箇
に
分
断
さ
れ
完
全
で
は
な
い 。
図
上
（
図
版
第
八
図）

の
場
合
が
あ
る 。
（
時
代
が
下
る
と
経
塚
の
容
器
と
な
る）
実
測
図
を
提
示
し
て
後

形
で 、
黒
い
心
の
上
に 、
白
灰
色
の
物
質
で
包
ん
で
い
る 。
質
は
不
明
で
あ
る
が 、

見
さ
れ
な
い 。
し
か
も 、
そ
う
し
た
山
上
墳
の
丘
陵
南
斜
面 、
或
は
東
斜
面
に
は 、

が
あ
ろ
う 。

次
に
三
号
墳
は
明
ら
か
に
盗
掘
さ
れ
て
お
り 、

散
乱
し
て
い
た
礫
（
海

x
四
務

ら
·,

9

一
五

岸
よ
り

持
ち
連
ん
だ
丸
い

ま
で
て ＇

」
番
多
い｛
の
ほ

4 、
釧
（
破

片）

八
舟 。
他
に
角
形
の
箆
代
が
二 、
三
出
て
い
る 。

に
あ
っ
て
い
る
の
で
埋
葬
地
点
も
器
形
も
不
明
で
あ
る 。

倒
卵
形
の
鉄
鍔
で 、
口
金
物
と
密
着
し
て
い
る 。

の
復
原

五
務
の
円
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）

東
北
土
師
器
の
形
式
分
類
と
そ
の
編
年 、
氏
家
和
典
歴
史一
四
輯

な
性
格
を
も
つ
こ
と
は
勿
論
で
あ
る 。

（
西

徹

雄）

横
穴
古
墳
は 、
出
土
し
た
土
師
器
の
形
式
な
ど
か
ら
七
世
紀
半
頃
か
ら
八
世
紀
始

め
に
か
け
て
の
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う 。

双
葉
地
方
の
横
穴
古
墳
は
ド
ー
ム
型
を

呈
す
る
も
の
が
殆
ん
ど
で
あ
り 、
棺
床
の
設
定
の
あ
る
も
の 、
な
い
も
の
の
区
別
は

存
在
し
て
も 、
立
派
に
羨
道 、
前
室
の
形
態
を
と
ど
め
て
い
る 。
五
号
墳
を
そ
の
典

型
的
な
も
の
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う 。
ま
た 、
棺
床
設
定
状
況
か
ら
し
て
家
族
墓
的
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そ
の
性
格 、
年
代
の
推
定
に
新
た
な
考
察
が
お
こ
っ
て
こ
よ
う 。

年
八
月 、
相
馬
高
校
楓
土
ク
ラ ．フ
に
よ
っ
て
溌
捐
調
査
れ
た
古
坑
の
場
合
に
似
た
も ，

の
と
考
え
ら
れ 、
礫
囲
い
の
中
に
お
そ
ら
く
須
恵
器
か
土
師
の
壺
が
あ
っ
た
ろ
う
と

推
定
さ
れ
る 。
こ
れ
が
火
葬
墳
と
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば 、
末
期
古
墳
の
中
で
も 、
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図 版 第 10 図 寺 内前古墳 ・ 塚ノ越遺跡附近
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せ 、
多
く
は
水
田
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る 。

南
方
砂
岩
の
丘
陵
地
ま
で 、
ゆ
る
い
傾
斜
を
み

「
堀
の
内
遺
跡」
な
ど
は
そ
の
例
で
あ
る 。

「
塚
の
腰
土
師
遠
跡」
な
ど
が
点
在
し
て
い
る 。
こ
れ
ら
高

前
縄
文
遺
跡」
「
三
反
畑
遺
跡，一

「
堂

地
を
わ
ず
か
に
つ
く
り
な
が
ら 、

「
加
倉
古
墳
群」
「
小
野
田
古
墳
群」
な
ど
が
あ
り 、

「
上
蜀
原
遺

原
遺
跡」

は
有
名
で
あ
る 。

「
酒
田
古
墳
群」
な
ど
が
あ
り 、
中
で
も
「
巡
礼
堂
方
墳
群」

「
巡
礼
堂
方
墳
群」

「
堂
の
森
前
方
後
円
墳」

「
雫
草 、
巡
礼
堂
縄
文
遺
跡」

第一
節

第
四
章

双
葉
郡
浪
江
町

遺
跡
の

位
置
と
現
況

一
、

自
然
的
位
置

阿
武
隈
山
地
に
諒
を
発
し
た
室
原
川
と
高
瀬
川
が
浪
江
町
の
東
方
海
岸
か
ら
約
二

咤
の
上
流
で
合
流
す
る
と
請
戸
川
と
な
る 。
こ
の
う
ち
高
瀕
川
は
双
相
の
海
岸
に
多

く
見
ら
れ
る
第
三
紀
の
砂
岩
を
侵
蝕
し
氾
濫
原
を
広
け
な
が
ら 、
浪
江
町
の
南
を
東

に
流
れ
て
い
る 。
お
そ
ら
く
こ
の
高
瀬
川
は
古
く
は
現
位
置
よ
り
は
南
方
を
流
れ
て

い
た
も
の
の
よ
う
で 、
現
在
の
用
水
堰
「
請
戸
五
十
鈴」
は
こ
の
旧
河
跡
の―
つ
に

つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う 。

し
か
も
高
瀬
川
の
右
岸
は 、
こ
の
「
請
戸
五
十
鈴
」

を
境
に
し
て 、
ゆ
る
い
扇
状

遺
跡
の
あ
る
位
置
は 、
高
瀬
字
桜
木
と
よ
ば
れ
る
高
瀬
川
の
つ
く
っ

た
デ
ル
タ
上

に
あ
り 、

浪
江
町
の
南 、
国
道
六
号
線
と
国
鉄
常
磐
線
が
高
瀕
川
を
平
行
し
て
越
え

る
地
点
か
ら 、
高
瀬
川
は
北
に
大
き
く
漬
曲
し
て
流
れ 、
下
流
長
田
地
内
で
再
び
南

に
蛇
行
し
て 、
そ
の
弓
形
の
流
路
の
内
側
に
生
じ
た
氾
濫
原
よ
り
デ
ル
タ
の一
つ
に

あ
る 。
そ
の
た
め
こ
の
遺
跡
地
の
よ
う
な
デ
ル
タ
は 、
こ
の
氾
濫
原
上
に
は
い
く
つ

か
数
え
ら
れ 、
偲
れ
も
三
妍
以
内
の
比
高
に
よ
っ
て
高
峨
は
畑
地
と
な
り 、

低
地
は

水
田
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る 。

遺
跡
の
位
置
は、
高
瀬
川
の
何
床
か
ら
は
約
九
脳
の
高
度
を
保
ち 、
東
西
五
0
0

す
農
家
の
井
戸
は 、
こ
の
地
下
水
を
利
用
し
て
い
る 。

塚

の

越

遺

跡

闊 、
南
北一
五
〇
絣
余
の 、
紡
錘
状
の
デ
ル
ク
で 、
西
に
高
く
東
に
低
い
砂
質
壌
土

が
表
土
と
な
っ
て
い
る 。
し
か
も
そ
の
表
土
の
厚
さ
は
約一
・

ニ
妍
か
ら
0
・

七
閑

あ
っ
て 、
そ
の
底
に
砂
礫
層
を
み
せ 、
伏
流
が
み
と
め
ら
れ
る 。
こ
の
た
め
こ
の
地

域
の
地
下
水
は
お
よ
そ
二
•

四
屈
前
後
で
浅
い 。
こ
の
デ
ル
タ
の
頭
部
の
集
落
を
な

こ
の
遺
跡
を
と
り
ま
く
浪
江
町
の
古
代
遺
跡
の
概
観
を
み
る
に 、
大
別
し
て
三
地

域
に
区
分
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ょ
う 。

第一
に
は
室
原
川
北
岸
の
沖
積
平
野
と

洪
積
台
地
上
に
点
在
す
る
遺
跡
で 、

開
縄
文
遺
跡」

「
安
養
院
古
墳
群」

次
に 、
室
原
川
と
高
瀬
川
に
は
さ
ま
れ
た
沖
積
平
野
と
洪
積
台
地
上
に
は
「
上
野

（
縄
文 、
弥
生 、
古
墳 、

平
縄
文
遺
跡」

原
古
墳
群」
な
ど
で
著
名
で
あ
る 。

「
堀
の
内
土
師
遺
跡」

と
で
あ
ろ
う 。

今
回
調
査
し
た
「
塚
の
越
遺
跡」

「
本
屋
敷
古
墳
群」

土
師
の
複
合
遺
跡）

＇
「
清
水
縄
文
遺
跡」
「
中

跡」
は
と
く
に 、
弥
生
遺
跡
と
し
て
ま
た
数
々
の
貴
重
な
遺
物
を
出
土
し
た
「
上
野

第
三
に
は 、
高
瀬
川
南
岸
の
沖
積
平
野
を
中
心
と
し
て
「
宮
林
縄
文
遺
跡」

（
縄
文 、
弥
生 、
古
墳 、

「
百
間
沢・
万

土
師
の
複
合
遺
跡）

、

瀬
川
南
岸
遠
跡
の
特
色
の一
っ
は 、
丈
六
公
園
を
境
と
し
て 、
そ
の
西
側
平
野
に
は

縄
文
遺
跡
が
多
く 、
東
側一
帯
を
中
心
と
し
て
弥
生
土
師
遺
跡
が
広
が
っ
て
い
る
こ
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鈴」
の
開
さ
く
と
同
時
に
デ
ル
タ
の
末
端
に
ま
で
水
田
の
開
こ
ん
を
促
進
し 、
居
住

地
も
「
請
戸
五
十
鈴」
に
そ
っ

た
部
分
に
移
動
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る 。

っ
た
の
は
「
請
戸
五
十
鈴」
の
開
さ
く
以
後
の
こ
と
で
あ
り 、

こ
の
「
請
戸ぞ
五
十

っ
た
模
様
あ
で
る

C

二 、
住
居
跡
と
し
て
の
位
置

こ
の
高
瀬
地
内
に
は 、
縄
文
以
来
の
遺
跡
が
多
く

上
野
原 、
南
大
阪
の
弥
生
遠
跡

を
始
め
と
し 、
さ
ら
に
土
師
遺
跡
と
し
て
の
「
堀
の
内」

「
塚
の
越
遺
跡」
も
そ
の一
連
の
も
の
で
あ
る 。
殊
に
こ
の
塚
の
越
遠
跡
に
つ
い
て

渡
部
睛
雄
氏 、
西
徹
雄
氏
等
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
ま
た 、
こ
の
北
西 、
丈
六

古
墳
群 、
上
野 、
高
塚
古
墳
群
も
同
氏
等
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た 。
（
註）

こ
の
こ
と
は 、
こ
の
地
が
古
代
人
の
住
居
地
と
し
て 、
好
適
の
位
置
で
あ
っ

た
の

で
あ
ろ
う

が
高
瀬
川
の
つ
く
っ

た
氾
濫
原
と 、
こ
れ
を
と
り
ま
く
丘
陵
地
を
背
景
と

し
た
自
然
条
件
が 、
人
間
の
居
住
を
可
能
な
ら
し
め
た
も
の
で 、
縄
文
以
来
の
古
代

か
ら
の
遺
跡
は
全
く
こ
の
与
え
ら
れ
た
環
境
に
よ
っ

た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る 。

こ
の
遺
跡
は 、
国
道
六
号
線
の
完
成
と
共
に
永
久
に
道
路
と
し
て
埋
没
さ
れ
て
し

ま
う

運
命
に
あ
る
が 、
現
在
は
畑
地
と
し
て 、
こ
の
地
の
有
力
な
耕
作
地
と
な
っ
て

い
る 。
本
遠
跡
は 、

発
掘
地
の
南
側 、

土
師
器
の
表
面
採
集
に
よ
っ
て
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
き
た
が 、

丘
陵
地
の
裾
に
あ
た
る
扇
状
地
の
未
端
に
あ
た
る
わ
ず
か
な
差
下

に 、
つ
く
ら
れ
た 、
請
戸
五
十
鈴
の
開
さ
く
に
よ
っ
て
多
く
の
土
師
器
の
出
土
が
あ

遠
跡
は 、
く
わ
畑
と
な
り 、
ご
ぼ
う
の
植
付
を
行
い
な
ど
し
て 、
度
々
深
耕
が
行

な
わ
れ
た
模
様
で
発
掘
当
時
は 、
馬
鈴
薯
の
採
取
が
終
っ

た
ば
か
り
で
あ
っ

た 。
近

世
の
集
落
は
現
位
置
よ
り
も
北
側
に
よ
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が 、
今
の
よ
う

に
デ
ル
タ
の
頭
部
に
集
り 、

高
瀬
川
よ
り
は
離
れ
る
よ
う
に
住
居
が
並
ぶ
よ
う
に
な

「
清
水」
が
あ
り 、
こ
の

（
睛）

の
変
化
は
み
と
め
ら
れ
な
い 。

予
定
さ
れ
て
い
た
調
査
員
は 、
渡
部
睛
雄
氏
を
中
心
と
し
て
浪
江
班
が
担
当
し
人

夫
八
名
に
双
葉
高
校
の
考
古
研
究
ク
ラ
プ
員
が
西
氏
の
指
導
で
従
事
す
る
こ
と
に
な

っ
た 。
す
で
に
予
定
さ
れ
て
い
た
発
掘
地
国
道
六
号
線
の
中
心
ボ
ー

ル
R1
0
 l
号

一
号
し

四
号
ま
で
の
ト
レ
ソ
チ
を
計
画
し 、
十
時

頃 、
暑
い
日
ざ
し
を
受
け
て
発
掘
に
か
か
っ

た 。
午
後一
号
ト
レ
ソ
チ
に
層
位
の
変

化
を
み
つ
け
て
気
色
ば
ん
だ
が
土
師
器
の
破
片
を
採
集
す
る
に
と
ど
ま
っ

た 。
二
号

ト
レ
ソ
チ
も
同
時
に
発
掘
に
か
か
っ

た
が
こ
こ
も
と
く
に
目
新
ら
し
い
も
の
も
出
土

六
務
で
地
下
の
礫
層
に
逹
し 、
デ
ル
タ
の
伏
流
が
湧
き
出
す
の
に
出
合
っ

た 。
こ
の

間
に
お
け
る
層
位
の
変
化
は
認
め
ら
れ
な
い 。
午
後
二
号
ト
レ
ン
チ
の
中
央
部
に
新

た
に 。ヒ
ッ
ト

を
入
れ―
―
二
務
で
礫
層
に
あ
い 、
表
土
の
厚
さ
を
確
認
し
発
掘
を
つ

づ
け
た 。
こ
の
間
第
三 、
四
号
ト
レ
ソ
チ
の
発
掘
に
も
か
か
っ

た
が 、
何
れ
も
層
位

第
三
日

炎
暑
が
甚
だ
し
い 。
第一―- 、
四
号
の
ト
レ
ン
チ
も
全
く
層
位
の
変
化
が
み
と
め
ら

れ
ず
低
部
の
礫
層
に
つ
き
当
っ
た 。
こ
こ
は 、
表
土
が
耕
作
殊
に 、
ご
ぼ
う 、
桑
等

前
日
に
引
き
続
き
発
掘
に
か
か
る 。

第
二
日

（
睛）

し
な
い
ま
ま
第一
日
が
終
了
し
た 。

の
地
点
を
も
と
に
し
て
計
測
し 、

第一
日

睛

一
号
ト
レ
ソ
チ
の
南
端
近
く 、
表
面
か
ら
七

第
二
節

発
掘
の

状
況
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第
六
日

（
睛）

た
が 、
夕
刻
と
な
っ

た
の
で
現
状
保
存
の
た
め
に
覆
土
作
業
を
行っ
た 。

第
五
日

（
睛）

の
栽
培
に
よ
る
深
耕
に
よ
っ
て
荒
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
結

果
と
な
っ
た 。
昼
食
時
調
査
員
協
議
の
上
第一
号
ト
レ
ソ
チ
の
東
部
畑
つ
づ
き
二
0

屈
の
地
点
に
ピ
ッ
ト

を
入
れ
夕
刻
に
な
っ
て
か
ら
地
表
か
ら
五
二
尭
の
と
こ
ろ
に
炉

石
ら
し
い
も
の
を
発
見
し
た 。
こ
れ
を
A

住
居
跡
と
名
づ
い
た 。
つ
づ
い
て
B

地
点

A

住
居
の
ビ
ッ
ト

を
中
心
に
掘
り

広
げ 、
さ
ら
に
C

地
点
の 。ヒ
ッ
ト

を
広
げ
て
い

く
こ
と
と
し 、

午
ま
で
の
う
ち
に
A

住
居
跡
は 、
炉
石
の
如
き
も
の
の
側
に
赤
褐
色
の
焼
土
が
あ
ら

わ
れ 、
重
な
る
よ
う
に
土
師
の
か
め
が
側
面
を
み
せ
た 。
B

地
点
か
ら
は
直
径
二
戌

の
球
状
の
土
製
品
ー

（
土
錘
か）
ー

ニ
ヶ
出
土
し 、
こ
の
地
域
の
有
築
さ
を
示
し
た

の
で 、
こ
こ
を
C

住
居
跡
と
名
づ
い
た 。
さ
ら
に 、

掘
り

広
げ
た
が
時
間
の
問
題
も
あ
る
の
で 、

す
る
こ
と
と
し
た 。

前
日
に
引
続
い
て
A、

A
、

C
、

D、
E
の 。ヒ
ッ
ト

を
入
れ

B、
C

の
位
置
に
集
中
し
て
精
査

B
の
ト
レ
ン
チ
を
広
げ
て
ゆ
く 。
B
の
住
居
跡
か
ら
は
ふ

い
ご
の
跡
ら
し
き
所 、
炉
跡
等
を
掘
り
当
て
土
師
器
の
完
形
品
も
出
土
し
た 。
A

住

居
跡
で
は
西
側
に
柱
穴
が
あ
ら
わ
れ 、
引
つ
づ
い
て
周
壁
の一
部
が
み
と
め
ら
れ

A 、
B
両
住
居
跡
の
精
査
を
続
行
す
る 。
正
午
近
く 、
B

住
居
跡
の
炉
の
位
置
か

ら
南
東
に
二
摺
四
十
病
の
場
所
に
高
さ
二
十
四
甥 、
長
さ
約
二以い
の
周
壁
を
確
認
し

一
方 、
一
号
ー

四
号
の
ト
レ
ン
チ
の
あ
と
し
ま
つ
を
は
じ
め
た 。
正

第
四
日

（
晴）

の
北
方
に
も
数
個
の
ピ
ッ
ト

を
入
れ
ト
レ
ン
チ
の
拡
張
を
行っ
た 。

る 。 に 、
二
箇
併
列
し
て
検
出
さ
れ
た 。

北
を
B
住
居
跡
と
名
づ
け

-
、

A

住

居

跡

第
三
節

逍
跡
と
出
土
品

プ
ラ
ソ
を
追
求
し
た 。
A

住
居
跡
は 、
炉
か
ら 、
北
に
二
屈
四
0
灼
に
周
壁
が 、
東

西
に
二
妍
程
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た 。
周
壁
の
巾
は 、
五
十
二
尭 。
そ
の
間
土
師

器
の
出
土
も
多
く
な
り 、
こ
の
地
域
の
住
居
跡
の
重
要
さ
が
明
ら
か
に
な
っ
た 。
午

後
か
ら
実
測
に
か
か
る 。
B
ト
レ
ン
チ
の
西
辺
の
壁
の
内
面
が
あ
ら
わ
れ
た 。
夕
刻

に
な
っ
て 、
二
号
ト
レ
ン
チ
の
中
央一
2い
程
の
下
方
に 、
炉
跡
と
が
埋
立
作
業
中
偶

然
発
見
さ
れ
土
師
器
片
の
多
量
の
出
土
を
み
た
が 、
時
間
不
足
か
ら
プ
ラ
ン
を
明
ら

最
終
日
で
あ
る 。
作
業
は
午
前
中
と
し
実
測
と
写
真
撮
影
を
行
い 、
午
後
は
埋
立

に
か
か
る
こ
と
と
し
た 。
石
灰
で
化
粧
し
柱
穴
の
位
撹 、
炉
と
壁
と
の
関
係
な
ど 。フ

ラ
ソ
を
明
に
し
撮
影 、
実
測
し
た 。

す
る
た
め
に
「
五
十
鈴」
の
堰
の
左
岸
に 。ヒ
ヅ
ト

を
入
れ
た
が
得
る
と
こ
ろ
が
な
か

っ
た 。
午
後
か
ら
実
測
と
撮
影
を
続
行
し 、
埋
立
て
を
行
い
夕
刻
に
い
た
っ
て
予
定

の
発
掘
作
業
を
終
了
し
た 。

住
居
跡
は
六
号
国
道
予
定
線
上
に
設
定
し
た
A
ト
レ
ン
チ
の
東
方
約一
六
闊
の
所

南
を
A

住
居
跡 、

A

住
居
跡
は 、
表
土
か
ら
六
〇
務
の
所
に
北
部
の
周
壁
の一
部
を
発
見
し
た 。
そ

れ
か
ら
南
方 、
二
脳
八
〇
尭
へ
だ
て
て
炉
跡
が
あ
る 。
炉
跡
は
径
約
六
〇
務 、
ほ
ぽ

一
方
出
土
品
の
整
理
を
行
い 、
さ
ら
に
参
考
と

第
七
日

（
睛）

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た 。
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隅
丸
の
方
形
の
プ
ラ
ソ
で
あ
る 。
深
さ
は
表
土
よ
り
六
0
約
で 、

い
が 、
土
色
の
変
化
に
よ
り

想
定
さ
れ 、
一
辺
三
・

八”m
i

四
妍

東 、
北 、
西
の
三
面
の
壁
は 、
南
壁
の
如
く 、
明
瞭
に
存
し
な

図版 第10図

―1
0セゎ
前
後
で 、
柱
穴
内
に
は
何
も
見
当
ら
な
い 。

床
面
を
精
査
し
て
四
基 、
壁
外
に一
箇
(
P

5
)

の
柱
穴
を
検

出
し
た 。
柱
穴
は
径
三
〇
衿
ほ
ど
で 、
深
さ
は一
様
で
な
い
が 、

り 、
こ
こ
に 、
綿
（
ふ
い
ご）
が
あ
っ

た
痕
跡
が
あ
る 。

it,始
＇ 投甜［、

... ＝ 

C .:．9 9元

炉
跡
の
中
間
に 、
約
四
〇
尭
x
八
0
衿
方
形
に
焼
け
た
地
点
が
あ

く 、
赤
色
を
呈
す
る
焼
土
の
み
で 、
石
の
構
造
は
な
い 。
二
つ
の

二
妍
を
へ
だ
て
て
二
個
の
炉
跡
が
あ
る 。
炉
は
A
住
居
跡
と
同
じ

A I·r．屈ぷii、
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置
す
る 。
直
線
を
な
す
南
辺
の
壁
が
確
認
さ
れ 、
そ
の
北
方
に
約

B
住
居
跡
は 、

i ／ 

I 
ク�．グ9•

9. ． ？ー、
／•-ヽ9’ 

9. ． 

/
·鼻

ヽ.-··,/')J

/ 
，ヽ

A
住
居
跡
か
ら
ほ
ぽ 、
三
屈
離
れ
た
北
隣
に
位

二 、
B

住

居

跡

居
跡
に
属
す
る
も
の
か
は
確
認
さ
れ
な
い 。

円
形
に
赤
色
を
呈
し 、
木
炭
片
を
交
え
て
固
く
焼
し
ま
り 、

東
近
く
約
四
五
務
の
所

に
完
形
の
土
師
器
壺
二
個
が
横
だ
お
し
に
あ
り 、
そ
れ
か
ら
四
0
衿
へ
た
て
て
柱
穴

一
箇
が
あ
る 。
西
方
に
も
柱
穴
が
六
個
雑
然
と
配
列
し
て
お
り 、
そ
の
間
に
土
師
器

こ
れ
だ
け
で
は
住
居
跡
の
プ
ラ
ソ
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
が 、
北
辺
の
周
壁
は
五

二
灼 、
約
二
0
度
南
に
偏
し
て
東
西
に
直
線
状
に
二
燐
ほ
ど
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で

方
形
の
プ
ラ
ソ
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る 。
南
半
は
地
主
の
承
諾
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
そ
の
大
き
さ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
は
惜
し
ま
れ
る 。

柱
穴
は
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い 。
炉
跡
近
く 、

偏
平
な
石
と
礫
が
十
数
個
あ

た
か
も
炉
を
囲
む
よ
う

に
あ
っ

た
の
は 、
炉
の
椙
造
が
壊
さ
れ
た
跡
で
あ
ろ
う

か 。

見
え
て
確
認
さ
れ
な
か
っ

た 。

の
破
片 、
砂
礫
が
散
布
し
て
い
た 。

残
存
す
る
南
の
周
壁
は
二
0
灼
程
で
あ
る
か
ら 、
僅
か
に
竪
穴
を
ほ
り

周
壁
を
築
い

柱
穴
は
プ
ラ
ソ
内
に
ほ
ぽ
二
烙
の
間
隔
に
四
本
(
P
1 、
p

2
、

p

3
、

p

4
)

 

あ
り 、
こ
の
主
柱
を
も
っ
て
屋
根
を
支
え 、
さ
ら
に
東
の
壁
外
に一
箇
(
P

5
)

が

あ
る 。
こ
れ
と
対
象
的
に
P
6
を
想
定
し
て
さ
が
し
た
が 、
す
で
に
破
壊
さ
れ
た
と

本
竪
穴
住
居
跡
の
さ
ら
に
北
方
三2加
の
地
点
に 、
多
く
の
土
師
器
片
が
あ
り 、
中

に
復
原
可
能
な
も
の
も
あ
る 。
ま
た 、
径
二
務
ほ
ど
の
球
状
の
土
製
品
が
二
個
出
土

し
て
い
る 。
土
錘
で
あ
ろ
う 。
こ
の
地
点
は
B
住
居
跡
の
関
連
の
も
の
か 、
別
の
住

―
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5 た
程
度
で
平
地
住
居
に
近
い
竪
穴
住
居
跡
で
あ
ろ
う 。
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の
跡
が
あ
る 。

あ
ろ
う 。

（
秋
山

政一
）

口
地
区
A
ビ
ッ
ト

か
ら
出
土
し
た 。
長
さ
四
病
の
平
板
勾
玉
形 、
黒
色
を
呈
す
る

図
版

②
③
④
⑥
亜
形 、
壺
形
の
口
縁
部
で
④
は
頸
部
に
稜
線
の
あ
る
緒
製
土
器

4 、
石
製
模
造
品
「
勾
玉」

両
方
に
小
孔
が
あ
る 。

せ
て
い
る 。

図
版
⑤
は

丸
底
の
井
で 、
高
さ――――セわ 、
手
ひ
ね
り
の
粗
製
土
器
で
厚
い 。
僅

し 、

三、
遺

塚
ノ
越
遺
跡
は
土
師
器
を
中
心
と
し
て
須
恵
器
破
片
が
僅
か
に
混
在
し 、
弥
生

式
は
四
号
ト
レ
ソ
チ
内
よ
り
少
量
出
て
い
る 。
高
塚
遺
跡
と
同
じ
異
条
縄
文
を
施
し

た
桜
井
式
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る 。

壺
形 、
琵
形 、
杯 、
高
杯 、
糀
な
ど
各
種
の
器
形
が
出
土
し
て
い
る
が 、
完
形
品

が
少
く 、
ま
た
破
片
の
整
理
が
行
き
届
い
て
い
な
い
の
で 、
全
貌
の
解
説
は
で
き
な

次
に 、
復
原
し
得
る
土
師
器
二 、
三
の
も
の
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う 。

図
版
第一
二
①
の
甕
形
土
器
は
高
さ
約
三
〇
吟 、
比
較
的
厚
手
で
あ
る 。
器
形
は

い
わ
ゆ
る
長
胴
形
で
は
な
い
が 、
球
形
ま
で
も
ゆ
か
ぬ 。
口
縁
部
が
単
調
に
外
反

ロ
緑
部
と
体
部
と
の
区
別
と
し
て
の
段
が
み
ら
れ
な
い 。
体
部
に 、
②
の
如
く

条
痕
文
が
あ
り

整
形
さ
れ
て
い
る 。
こ
の
形
式
の
底
部
に
は
木
葉
文
が
あ
る 。

か
に
口
頸
部
が
く
び
れ
て
外
反
し 、
体
部
に
刷
毛
施
文
の
刻
目
文
が
施
さ
れ
口
頸
部

片
で 、
高
杯
と
も
見
ら
れ
る
が
口
縁
部
の
広
さ
か
ら
み
る
と 、

壺
形
と
み
ら
れ
る 。

口
頸
に
稜
線
の
あ
る

．

．

．

 

③
⑥
は
刷
毛
目
文
を
も
っ
て
整
形
さ
れ
た
長
胴
形
で 、
②
は
ろ
く
ろ
に
よ
る
整
形

3 、
土

製

錘

黒
の
も
の
な
ど 、
東
北
地
方
に
遺
存
す
る
凡
そ
の
形
式
が
出
て
い
る 。

頁9ヽ/

2 、

い
が 、
口
縁
の
外
側
に
稜
線
の
あ
る
も
の 、
丸
底
の
対 、
木
葉
文
の
あ
る
底
部 、
内

弥
生
式
と
の
関
連
は
今
回
の
発
掘
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
い 。

ー 、
土

師

器

図
版
⑫
⑬
⑭
は
杯
⑭
は
丸
底
で
口
縁
が
外
反
し 、
い
く
ら
か
稜
線
を
形
成
す

物

図
版
®

部
に
刷
毛
目
が
あ
る 。

こ
し
き
は
他
に一
片
出
て
い
る
が 、

図
版
⑩
⑪
は
丸
底
の
甜
で 、

丈
の
短
い
器
形
で 、
⑩
は
と
く
に
口
頸
の
く
び
れ
が
は
な
は
だ
し
い 。

る 。
⑫
は
い
わ
ゆ
る
内
黒
で
あ
る 。
⑬
は
口
縁
が
小
さ
く
外
反
す
る
が
丸
味
の
深
い

底
部
を
も
つ 。

氏
家
和
典
氏
の
提
唱
す
る
東
北
土
師
器
編
集
の
第
四 、
第
五
型
式
が
多
い
よ
う
で

あ
る
が 、
さ
ら
に
古
式
の
も
の
第一
型 、
第
二
型
も
見
ら
れ
る 。
第
四
ト
レ
ン
チ
の

完
形
品
が
な
く 、
小
破
片
の
み
で
あ
る
が 、
頸
部
の
波
状
文 、
内
部
の
青
海
波
文

が
あ
り 、

須
恵
器
は 、
土
師
器
に
比
べ
る
と
出
土
量
は
僅
か
で
あ
る 。

口
地
区
の
B
ビ
ッ
ト

か
ら
大
小
二
種
三
個
が
出
土
し
て
い
る 。
小
さ
い
の
は
径一

•
五
灼
程
度
球
状
の
も
の
で 、
孔
は一
方
か
ら
あ
け
て
あ
る 。
大
形
は
破
片
で
あ
る

が 、
径
約
四
務
ほ
ど
で
孔
は
形
に
合
わ
せ
て
太
く 、

（
第一
一
図
版）

図
は
無
底
鉢
で 、
胴

ロ
頸
が
極
端
に
く
び
れ
て
い
る

五
ー

六
約
で
両
方
か
ら
貫
通
さ

滑
石
質
で 、
厚
さ
が
五
務一
端
に一
孔
が
あ
る 。
粗
製
で
あ
る
が 、
祭
祀
遺
跡
か

ら
出
土
す
る
も
の
と
似
た
形
式
で 、
住
居
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
の
は
注
目
す
べ
き
で

甑
形
土
器
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凶版 第12図 塚 ノ 越 遺 跡 出 土 土 師 器 実 測 図
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ら
も
長
い
間
に
原
形
が
相
当
破
壊
さ
れ
て
い
る
が
と
く
に
西
古
墳
が
は
な
は
だ
し
い

墳 、
西
南
方一
キロ
乃
至
ニキロ
相
馬
氏
の
居
城
中
村
城
の
あ
る
丘
陵
に
は
西
山
の
被
穴

古
墳
群 、
さ
ら
に
南
方
三
％
乃
至
四キロ
に
あ
る
高
松
山
か
ら
柏
崎
に
連
る
山
上
墳
群

ま
た
高
松
山
の
北
麓一
帯
は
今
は
す
っ

か
り
畑
と
水
田
に
整
地
さ
れ
た
が 、
程
田

に
は
貝
塚
の
遺
跡
が
あ
る
し 、
成
田
に
は
纏
文
晩
期
の
弥
生
直
前
の
土
器
を
出
し
た

藤
堂
塚
の
遺
跡
や 、
昭
和
三
六
年
に
怨
し
い
埴
輪
を
出
し
て
注
目
さ
れ
た
船
橋
の
丸

山
古
墳
の
あ
と
も
あ
る 。

さ
て
根
岸
古
墳
は
畑
地
に
開
拓
さ
れ
た
小
鞍
部
を
隔
て
て
東
西
に
相
対
し
た
山
頂

部
に
栴
築
さ
れ
て
い
る
の
で
便
宜
上
東
古
墳・
西
古
墳
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た 。
ど
ち

と
横
穴
古
墳
群
な
ど
は
と
く
に
顕
著
な
も
の
で
あ
る 。

し
て
も 、
東
方一
キロ
乃
至
ニキロ
の
丘
陵
続
き
に
は
本
笑 、

和
田
の
山
上
墳
と

横
穴

に
亘
る
い
ろ
い
ろ
の
遺
跡
が
散
在
し
て
い
る 。

詞
ほ
ど
の
丘
陵
上
に
あ
る 。

第一
節

古
墳
の
位
置
と
現
況

国
道
六
号
線
工
事
の
た
め
破
壊
さ
れ
る
遺
跡
で 、
相
馬
市
小
泉
字
根
岸
地
内
の
円

墳
二
基
は 、
常
磐
線
相
馬
駅
の
北
方一
％
の
あ
た
り

東
西
に
長
く

延
び
る
海
抜
二
0

こ
の
辺
は
福
島
県
の
最
東
北
隅
に
あ
た
り 、

附
近一
帯
に
小
高
い
丘
陵
が
発
逹
し

そ
の
間
に
は
沖
稜
地
が
数
多
く
開
け
て
い
る 。
丘
陵
は
い
ず
れ
も
海
岸
か
ら
西
へ
進

む
程
高
く
な
っ

て
阿
武
隈
山
系
に
連
り 、
こ
れ
ら
の
丘
陵
の
い
た
る
所
に
長
い
時
代

こ
の
遺
跡
の
北
方
新
地
小
川
の
貝
塚 、
駒
ヶ
嶺
三
貫
地
の
貝
塚
は
や
や
離
れ
る
に

—
相
馬
市
小
泉
|ー

第
五
章

根

岸

古

墳

群

品
は
な
か
っ

た 。

磐
を
丸
く
く
り
ぬ
い
た
ピ
ッ
ト
ー

一
箇

(
P
1)
を
発
見
し 、
さ
ら
に
掘
り

下
げ
た
と
こ

地
表
か
ら
岩
磐
ま
で
中
央
部
で
九
〇
灼 、
岩
著
か
ら――-
0
灼
ほ
ど
上
部
に
う
っ

す

ら
と
地
山
の
腐
蝕
土
の
認
め
ら
れ
る
所
も
あ
っ

た
が一
帯
に
明
瞭
で
な
い 。
坦
丘
の

中
央
部
か
ら
南
に
八
烙
A
ト
レ
ン
チ
の
東
寄
り
に 、
直
経
二
五
約
の
丸
石
を
置
き
岩

ろ
近
世
の
手
鏡一
面
と
銅
銭
（
寛
永
通
宝）
二
枚
が
現
わ
れ 、
江
戸
時
代
の
墓
穴
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た 。
ピ
ッ
ト

の
大
さ
は
直
経
八
五
務
地
表
よ
り

底
部
ま
で
の
深

さ―
二
0
約
で 、
こ
れ
と
並
ん
で
真
南
に
ほ
ぼ
同
様
の
P
2
も
発
見
さ
れ
た
が
出
土

A
ト
レ
ソ
チ
か
ら
掘
り

上
げ
た
封
土
の
中
に
石
製
模
造
品
双
孔
円
板
（
鏡）

を
見
た
だ
け
で
間
も
な
く
岩
磐
に
逹
し
た 。

第
二
節

発
掘
状
況

れ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る 。

掘
さ
れ
て
い
る
し 、

こ
の
地
方
の
鉄
道
沿
線
の
古
墳
は
例
外
な
し
に
鉄
道
敷
設
当
時 、
朋
治n-
0
年
頃
盗

ま
た
こ
の
附
近
は
曾
っ
て
元
禄
か
ら
天
朋
頃
ま
で
中
村
城
下
の

寺
院
が
立
ち
並
ん
で
い
た
所
と
い
わ
れ
る
の
で
寺
院
遺
跡
と
重
複
し
て
手
が
入
れ
ら

東
古
墳
か
ら
調
査
を
開
始
し
た 。
稜
線
の
最
頂
部
に
構
築
さ
れ
た
径一
七
屈
ほ
ど

の
円
墳
で
あ
る
が 、
西
側
は
畑
に
東
側
と
北
側
は
山
道
に
切
り
く

ず
さ
れ 、
南
北一

六
屈
東
西一
四
屈
基
部
よ
り
の
高
さ
二
妍 、
南
北
に
や
や
長
い
現
況
を
と
ど
め
て
い

た 。
念
入
り
に
ボ
ー
リ
ン
グ
を
試
み
た
が
特
別
の
手
ご
た
え
は
な
い 。

ほ
ぼ
中
央
と
思
わ
れ
る
所
か
ら
正
し
く

南
北
に
巾―
•

五
院
の
A
お
よ
び
C 、
東

西
に
B
ト
レ
ソ
チ
を
入
れ
る 。
地
表
よ
り
七
0
恣
乃
至
九
0
約
の
層
に
土
師
の
細
片
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跡
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た 。
こ
の
ト
レ
ソ
チ
は
両
端
と
も
東
古
墳
に
お
い
て
発
見

し
た
の
と
全
く
同
様
の
ピ
ッ
ト

(
P
1
.
p
2)
に
突
き
当
り

近
世
の
土
師
質
の
杯，咤

が
出
土
し
た 。
さ
ら
に
東
北
に
延
ば
し
た
B
ト
レ
ン
チ
も
ま
た
ビ
ッ
ト

(
P
3)
に

当
っ

た 。
中
央
部
で
封
土
の
厚
さ
約
六
五
舟 、
地
表
よ
り

岩
磐
ま
で
の
深
さ
は
約
九

ir "rぐ

〇
舟 、
B
ト
レ
ン
チ
の
P
3
か
ら
は
火
皿
の
大
き
な
煙
管 、
寛
永
通
宝 、
漆
器
の
残

i

tペ・宦Q
 

片
が
発
見
さ
れ
た 。

切
り

落
さ
れ
た
よ
う

に
見
え
る
南
斜
面
に
巾一
妍
の
C
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
表
土
を

や四i

取
り

除
い
た
と
こ
ろ
岩
磐
が
大
き
く
三
階
段
状
に
な
っ
て
い
て 、
基
部
か
ら
高
杯
の

穿

破
片
が一
箇
出
土
し
た 。
こ
の
ト
レ
ン
チ
の
反
対
側
西
北
に
も
D
ト
レ
ン
チ
を
入
れ

醐i-•

て
封
土
の
状
況
を
み
る
と
岩
磐
は
緩
か
な
斜
面
で
基
部
に
ゆ
く
に
従
っ
て
表
土
は
浅

四
‘

く
な
っ

た 。
か
く
て
西
古
墳
に
お
い
て
も 、
古
墳
と
し
て
の
埋
葬
施
設
を
確
認
す
る
i

れ
て
い―

―

高
俊）
-
{

た
こ
と
が
判
明
し
た
だ
け
で
あ
っ

た 。

（
佐
藤

が
発
見
さ
れ
た 。
B
ト
レ
ン
チ
の
東
端
池
表
か
ら
六
〇
舟
の
と
こ
ろ
に
石
包
丁
の
破

片
が一
箇
あ
た
っ 、
B
ト
レ
ソ
チ
の
緑
か
ら
四
闊
を
隔
て
て
D
.
E
ト
レ
ン
チ
を
入

れ
た
が
こ
れ
か
ら
も
土
師
の
小
片
が
出
た
だ
け
で
遂
に
東
古
墳
の
埋
葬
部
は
発
見
で

．

き
な
か
っ

た 。

つ
ぎ
に
西
古
墳
を
調
査
し
た 。
西
古
墳
は
直
経
約
二
0
妍 、
大
体
東
古
墳
と
同
様

の
円
墳
で
あ
る
が 、
東
古
墳
よ
り
も
急
斜
面
を
持
つ
小
丘
の
最
頂
部
に
営
ま
れ 、
南
．

側
基
部
と
思
わ
れ
る
あ
た
り
が
あ
た
か
も
参
道
で
も
あ
る
か
の
よ
う

に
東
西
に
長
く

地
均
し
さ
れ
て
い
た 。
ま
た
墳
丘
の
中
央
部
二
箇
所
は
大
き
く
浅
く
窪
ん
で
盗
掘
の

9、

東
南
よ
り

西
北
に
長
さ
七
脳 、
巾―
•

五以加
の
A
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
た 。
黄
色
い

粘
土
質
の
封
土
で 、
中
央
の
窪
み
の
部
分
は
黒
い
腐
蝕
土
が
深
く
入
り

交
り

盗
掘
の

跡
を
示
し
て
い
た 。
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以
上
四
章
に
わ
た
っ
て
本
県
東
部
地
区
ー
ー_
太
平
洋
沿
岸
地
帯
の
う
ち、

相
馬
両
郡
下
の
遺
跡
分
布
詞
査、

な
ら
び
に、

横
穴
古
墳、

な
か
で
も
百
数
十
を
算
す
る
大
窪
横
穴
群
の
如
き
は
発
掘
を
行
っ
た
も
の
は
一

部

分
に
す
ぎ
ず、

し
か
も
既
に
盗
掘
さ
れ
た
も
の
の
清
掃
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る

か
ら、

玄
室
内
の
遺
骸、

副
葬
品
の
出
土
状
況
は
不
明
で
あ
り、

に
つ
い
て
の
整
理
研
究
は
目
下
継
続
中
で
あ
る
か
ら、

記
述
さ
れ
た
も
の
は
概
報
に

と
ど
ま
り、

詳
し
い
研
究
成
果
は
将
来
に
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
も
短
時
日
の

緊
急
調
査
で
あ
る
か
ら
不
十
分
な
調
査
で
あ
っ
た
と
は
い
え、

本
県
の
太
平
洋
岸
に

分
布
し
て
い
る
後
期
古
墳
に
関
す
る
研
究
を
進
め
る
上
に
新
た
な
知
見
を
加
え、

師
式
の
住
居
跡
に
も
新
資
料
を
加
え
得
た
こ
と
は、

本
調
査
の
成
果
と
い
っ
て
よ
か

一
、

相
馬
・

双
葉
郡
下
の
横
穴
古
墳
の
特
性

海
岸
に
臨
む
こ
の
地
帯
は、

砂
岩
系
の
台
地
が
多
い
の
で
横
穴
古
墳
を
営
む
に
は

条
件
が
よ
く、

南
は
勿
来
市
よ
り、

北
は
新
地
村
富
穴
前
横
穴
群
に
い
た
る
ま
で
分

千
五
穴
横
穴
古
墳
群

清
水
尻
横
穴
古
墳
群

江
垂
横
穴
古
墳
群

布
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
大
群
集
を
な
す
も
の
は

丘
陵
上
の
小
円
墳
群、

双
葉
郡
富
岡
町

（
本
遺
跡）

平
市
高
久

以
下
簡
単
な
総
括
を
試
み
て
結
語
と
し
た
い
。

ろ
う
。

双
葉
・

ま
た
個
々
の
遺
物

土
師
器
を
出
す
住
居
跡
に
つ
い
て、

そ
れ
ぞ
れ
発
掘
調
査
の
結
果
を
記
し
た。

第
六
章

括

で
あ
る
が、

こ
の
他
に
も、

が、

当
江
垂
横
穴
群
は、

著
名
な
後
期
群
集
墳
（
中
に
は
後
期
よ
り
さ
か
の
ぼ
る
も

の
も
あ
る
）

と
し
て
知
ら
れ
る
真
野
古
墳
群
（
一

部
慶
応
大
学
発
掘）

今
回
発
掘
調
査
を
行
っ
た
の
は、

江
垂
横
穴
支
群
の
う
ち
東
方
に
位
す
る
大
窪
地

内
で
あ
り、

も、

本
格
的
な
調
査
を
行
っ
た
も
の
が
少
な
い
の
で、

一

応
慨
観
を
提
示
し
考
察
し
て
み
よ
う。

夫
氏
が
記
述
し
て
あ
る
と
お
り、

の
一

環
を
な

し
か
も
既
に
盗
掘
さ
れ
て
開
口
し
て
い
る
も
の
四
八
基
の
う
ち、

清
掃

を
か
ね
て
再
発
掘
を
行
っ
た
も
の
は
僅
か
に
一

0
基
で
あ
る
。

ま
た
他
の
横
穴
古
墳

比
較
考
証
す
る
こ
と
は
困
難

大
窪
横
穴
古
墳
群
は
占
地
条
件
は
他
と
異
る
こ
と
が
な
い
が、

多
数
の
群
集
で
あ

る
の
で、

南
面
す
る
丘
陵
の
斜
面
に
二
段
ー
ー'-―-、

四
段
に
造
営
さ
れ
て
お
り、

中

段
な
い
し
は
下
段
の
も
の
が
構
造
も
緒
製
で
規
模
が
大
き
く、

最
上
段
が
粗
略
に
な

る
傾
向
が
あ
り、

特
に
丘
陵
頂
上
の
近
く
に
は、

小
規
模
な
省
略
さ
れ
た
も
の
が
配

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
横
穴
古
墳
の
造
営
年
代
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て、

さ
ら
に
詳
述
す
る
と、

第
二
章
第
五
節
に
お
い
て
堀
込
静

比
較
的
上
層
に
位
置
す
る
も
の
は
小
型
で
玄
室
は

簡
素
で
あ
る
が、

前
室
が
比
較
的
長
い
。

こ
れ
に
比
し
て
中
層
な
い
し
は
下
層
に
位

す
る
も
の
は、

玄
室
が
大
き
く、

製
作
も
精
密
で
あ
り、

朱
彩
を
施
し、

家
型
が
多

い
。

羨
門
の
楷
造
も
良
好
で
あ
る
が
前
室
が
短
く、

屋
亜
（
天
井）

を
有
し
な
い
の

が
多
く、

前
庭
部
が
広
大
と
な
り、

家
族
墳
の
条
件
が
強
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

中
腹
以
下
は、

岩
山
の
傾
斜
が
ゆ
る
や
か
に
な
り、

前
室
の
構
成
が
困
難
な
浬
由

し、

山
上
の
稜
線
に
も
円
墳
群
が
併
存
し
て
い
る
。

調
査
に
よ
っ

て
は
大
群
集
を
な
す
横
穴
も
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る

高
松
山
横
穴
古
墳
群

西
山
横
穴
古
墳
群

相
馬
市
中
村
（
注
1
)

相
馬
市
坪
日
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な
い。

き
は
朱
描
き
で、
降
り
棟、
垂
木、
毎
屋
を
表
現
し
て
い
る。

一
六
号、
三一
号
墳
は
極
め
て
す
ぐ
れ
て
お
り、
-
0
号
の
如

次
は
壁
画
の
問
題
で
あ
る。

の
棺
台
と
考
え
て
よ
か
ろ
う。

を
掘
り
＜
ぽ
め、

に
も
よ
る
の
で
あ
ろ
う
が、
か
か
る
地
形
を
選
定
し
た
こ
と
は、
上
層
と
年
代
的
に

差
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
た
い。
新
発
掘
で
な
い
た
め
に
出
土
品

や
埋
葬
状
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
の
で、
進
ん
で
構
造
年
差
を
示
す
こ
と
は
で
き

な
い
が、
提
示
し
て
大
方
の
示
唆
を
求
め
た
い。
な
お
小
形
で、
横
穴
古
墳
の
形
態

に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
小
穴
が
五
例
検
出
し
た
が、
多
く
は
最
頂
上
に
分
布
し
て
い

る
の
は
退
化
形
式
と
み
ら
れ、
分
布
上
注
目
す
べ
き
も
の
●
思
わ
れ
る。

玄
室
内
部
の
檬
造
を
み
る
と、
本
横
穴
群
に
家
形
を
有
す
る
も
の
が
四
八
基
の
う

い
づ
れ
も
下
層
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ

-
0
号、一
四
号、一
五
号、

号、
二
三
号、
三一
号、
三
五
号
の
七
例
は、
寄
棟
で、

う
ち
で
も1
0
号、

し
か
も
平
入
で
あ
る。
こ
の

本
県
の
浜
通
り
に
お
け
る
家
構
を
有
す
る
横
穴
墳
の
例
は
多
く
は
な
い
が、
小
高

町
福
浦
の
浪
岩
横
穴
の
う
ち、
同
所
九
十
番
地、
九
十一
番
の一
所
在
の
も
の
は、

宝
形
造
で、
九
十
番
に
は
棺
台
が
あ
る。
原
町
市
上
太
田
の
前
田
横
穴
第一
号
墳
は
当

大
窪
横
穴
と
は
地
理
的
に
近
く
同
形
式
の
寄
棟
造
平
入
で
あ
り、
相
馬
市
日
立
木
の

高
根
沢
横
穴
の
如
き
は
特
殊
な
家
構
で、
断
面
が
梯
形
の
蓋
を
有
す
る
長
持
形
の
石

棺
を
大
き
く
し
て
玄
室
を
構
成
し
た
よ
う
な
形
式
で、
当
大
窪
横
穴
群
に
は
見
当
ら

平
沢一
久
氏
の
調
査
し
た
相
馬
表
西
山
横
穴
墳（
註
⑨）
は、
群
集
墳
を一
括
調
査

し
た
の
で
諸
形
式
を
検
出
し
て
い
る
が、
三
基
の
家
構
を
報
告
し
て
い
る。
皆
寄
棟

造
で
あ
る
が、
表
西
山
A
地
区
の
十一
号、
十
四
号
の
二
つ
は、
棟
の
線
が
羨
道
と

平
行
に
つ
け
る
て
あ
る。
即
ち
妻
入
り
の
形
式
で
あ
る
の
は、
当
大
窪
横
穴
の
家
形

こ
れ
は
表
西
山
の
横
穴
群
の
玄
室
は、
奥
行
が
深
い
矩
形
の
プ
ラ
ン
を
有
す
る
の

で、
い
き
お
い
妻
入
り
の
形
式
を
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が、
氏
家
和
典
氏
ら
が
調
査

し
た
仙
台
市
燕
沢
善
応
寺
横
穴
古
墳
群
は
（
註
③）
表
西
山
と
同
じ
く
奥
行
の
深
い

の
が
多
い
よ
う
で
あ
る。
東
北
地
方
北
辺
の
諸
例
を
熟
知
し
て
い
な
い
が、
当
大
窪

横
穴
群
と
表
西
山
横
穴
群
と
の
間
に
形
式
的
に
（
時
間
的
乃
至
は
系
統
的
に）
差
が

当
横
穴
の
玄
室
の
プ
ラ
ソ
は、
主
と
し
て
間
口
が
少
し
長
い
矩
形
で
あ
る
こ
と
は

前
記
の
と
お
り
で
あ
る
が
家
構
を
有
す
る
も
の
は
壁
と
屋
根
の
間
に
切
り
込
み
が
あ

っ
て
境
界
を
区
切
る。
こ
の
こ
と
は
他
の
例
と
同
じ
で
あ
る
が、
寄
棟
造
ほ、
棟
木

-
0
号
墳
の
如
き
は、
降
り
棟、
垂
木
を
朱
で
表
現
し
て
い
る。

床
に
排
水
溝
を
有
す
る
の
も
通
例
で
あ
る
が、
棺
台
を
有
す
る
も
の
は
多
く
な
い。

有
名
な
泉
崎
横
穴
（
西
白
河
郡
泉
崎
村、
指
定
史
跡）
は
奥
壁
に
そ
う
て
し
つ
ら
い

て
い
る。
浪
岩
九
十
番
地
内
の
宝
形
造
の
家
構
を
有
す
る
も
の
は
奥
壁
に
沿
う
て
棺

台
が
あ
り、
表
西
山
横
穴
群
の
七
号
墳
は
玄
室
の
左
側
壁
に
沿
う
て
排
水
溝
に
よ
っ

て
区
劃
し
た
も
の、
九
号
墳
は
奥
壁
に
そ
う
て
や
や
高
い
区
劃
が
あ
り、
こ
れ
が
棺

台
と
す
れ
ば、
極
め
て
簡
単
な
も
の
で
あ
る。

さ
て、
今
回
発
掘
を
行
っ
た
寺
内
前
横
穴
五
号
墳
は
玄
室
の一
l一
方
が、
そ
れ
ぞ
れ

排
水
溝
の
如
き
切
り
込
み
に
よ
り
区
分
さ
れ
て
一
段
高
い
所
が
あ
る。
こ
れ
も一
種

泉
崎
横
穴
は
朱
彩
の
壁
画
が
あ
っ
て
知
ら
れ
る
が
他
に
確
実
に
当
初
か
ら
の
壁
画

A

ふ
．

．
．

 羹氏
似
息
祗

9

澗
悶＂
土
委
茫
溢
涵
漬
翌
陸

履
誓ば

と
み
ら
れ
る
も
の
は
見
当
あ
な
い

る。
家
構
の
う
ち
宝
形
造
は一―1
0
号
と
九
号
で、

一
七

ち
九
例
が
あ
り、

あ
る
と
す
れ
ば、
今
後
の
問
題
と
し
て
と
り
上
げ
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う。

玄
室
と
は
大
い
に
相
違
す
る。
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大
窪
横
穴
か
ら
は
金
ば
か
り
の
辻
金
具
や、
琥
珀
の
玉
（
破
片）
が
人
骨
の
破
片

る
こ
と
は
可
能
の
よ
う
で
あ
る。

出
土
品
が
あ
り、
表
西
山
A
区
三．
十
号
墳
は、

横
広
が
り
の
小
さ
な
墓
室
で
あ
る

在
し
た
こ
と
は
保
留
と
し
た
い。

がヽ 々
に
存
す
るc
西

山横
穴
調
査
の
平
沢
氏
は
高
松
山
横
穴
の
壁
画
に
ふ
れ
て
い
る

が、
筆
者
は
こ
の
古
墳
群
の
刻
画
に
つ
い
て
は
疑
問
を
懐
い
て
い
る。
本
大
窪
に
も

刻
画
が
多
い。
し
か
し
い
づ
れ
も
盗
掘
後
の
落
書
で
あ
り、
た
だ
三
号
墳
は
開
口
後

間
も
な
く
調
査
を
行
っ
た
慶
大
の
清
水
氏
は
朱
彩
の
壁
画
で
あ
ろ
う
と
い
っ
て
い
る

現
在
は
磨
滅
し
て
俯
ら
の
形
状
も
見
る
こ
と
が
で
き
な
い。
今
後
帝
に
開
ロ

し
た
横
穴
に
刻
画
が
存
在
し
た
こ
と
を
確
詑
す
る
ま
で、
当
横
穴
群
中
に
壁
画
が
存

出
土
品
に
つ
い
て
は、
未
開
口
の
部
横
穴
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

で、
玄
室
内
の
埋
葬
状
況、
副
葬
品
の
配
置
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が、

双
葉
町
清
戸
迫
横
穴
か
ら
は、
異
形
の
頭
椎
太
刀
や、
桂
甲、
鉄
斧、
直
刀
尊
多
の

が、
右
半
部
の
箇
所
か
ら、
硬
玉
製
丸
玉、
丸
玉、
勾
玉、
ガ
ラ
ス
小
玉、
須
恵
器

、
馬
鈴、
鏡
片
が
出
土
し
て
い
る。
人
骨
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が、
塙
rlJ
が、
一

•
五
0いい
で
あ
り、
副
葬
品
が
右
半
部
に
か
た
よ
っ
て
い
た
と
す
れ
ば、
屍
体
を
郭

と
出
て
い
る
の
で
こ
れ
ら
の
横
穴
墳
が、
後
期
の
群
集
古
墳
と、
基
本
的
に
は
同
じ

性
格
の
古
墳
と
考
え
ら
れ
る。
な
お
人
骨
は―
二
号
墳
に
（
盗
掘）
細
破
さ
れ
た
の

が
残
存
し
て
い
た
が、
他
の
例
の
如
く
合
葬
さ
れ
て
い
た
か
否
か
は
確
認
さ
れ
な
い。

し
か
し
寺
内
前
五
号
墳
の
如
く
玄
室
内
の一＿一
方
に
棺
台
が
あ
り、
ま
た
箪
者
は
西
白

河
郡
中
島
村
二
子
塚
の
西
山
横
穴
墳
か
ら
五
体
ー
六
体
の
人
骨
を
出
し、
白
河
市
芦

／
口
の
的
石
山
横
穴
墳
か
ら
数
体
の
人
骨
を
掘
り
出
し
た
こ
と
に
立
会
し
た
こ
と
が

あ
り、
大
窪
横
穴
の
群
集
さ
れ
た
形
態、
玄
室
の
構
造
か
ら
み
て、
他
の
例
の
如
く、

窪
横
穴
に
は
五
例
が
あ
っ
た。
ま
た
大
窪
の
西
に
続
く
同
系
に
も一
箇
の
例
が
あ

他
の
横
穴
か
ら
は
寡
聞
に
し
て
接
し
て
い
な
い。

家
父
長
制
家
族
を
そ
の
被
葬
者
と
し
た
共
同
墓
地
で
あ
る
こ
と
は
紙
実
で
あ
ろ
う。

り、
入
口
の
閉
鎖
装
置
も、
板
石、
切
石
積
み、
丸
石
等
が
あ
り、

み
ら
れ
る。

カ
ン
ヌ
キ
穴
も

羨
道
前
の
前
室
（
外
室）
そ
れ
が
発
展
し
て
大
き
く
開
き
前
庭
部
を
構
成
し
て

い
る
の
も
多
い
よ
う
で
あ
る。
前
庭
部
を
完
全
に
開
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

-
0
号、

三二
号、
三
六
号
の
三
墳
は、
こ
こ
に
須
恵
器
が
お
か
れ、
直

刀、
玉
類
が
検
出
さ
れ
て
い
る。
群
集
横
穴
の
共
通
し
た
前
庭
部
が
ど
の
よ
う
な
形

態
で
あ
る
か
は、
時
間
の
関
係
で
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
が
そ
の
存
在
は一
0
号

墳
の
附
近
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
推
定
さ
れ
る。
三
六
号
墳
の
外
室
か
ら
は、
管

玉、
ガ
ラ
ス
小
王、
琥
珀
玉
が
右
側
の
岩
壁
近
く
発
見
さ
れ
て
い
る
が、
人
骨
は
確

認
さ
れ
な
が
っ
たc
し
か
し
玉
の
出
土
状
況
か
ら
み
る
と、
穴
式
石
室
の
羨
道
部
か

ら
副
都
品、
人
骨
が
出
て
い
る
例
（
勿
来
金
冠
塚
古
墳
註
固）
か
ら
み
て、
後
世
（

時
間
的
に
や
や
お
く
れ
た
と
い
う
意
味）
こ
こ
に
埋
葬
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

次
に
注
意
し
た
い
こ
と
は、
副
室
と
称
し
て
よ
い
か
判
断
に
困
る
が、
玄
門
の
側

壁
と、
羨
道
外
室
の
側
壁
に
小
さ
な、
棚
の
よ
う
な
凹
部
を
う
が
ち、
こ
こ
に
副
葬

品
を
お
い
た
例
が
i＿一
例
あ
る。
こ
の
例
は
い
く
つ
か
報
告
さ
れ
て
い
る
が、
本
県
の

最
後
に、
栖
め
て
小
さ
な、
羨
道
を
伴
な
わ
な
い
横
穴
墓
が
あ
る
こ
と
で
あ
る。
大

り、
こ
こ
か
ら
は、
勾
玉、
ガ
ラ
ス
小
玉
が
発
見
さ
れ
て
い
る。
（
註
⑮）
今
回
発

掘
を
行
っ
た
の
は
四
八
号
墳
で
丘
陵
頂
上
に
近
い
最
上
部
に
位
し
て
い
た
が、
横
の

か
゜

た
が 羨

門、
入
口
の
栴
造
は
特
に
他
に
異
る
と
こ
ろ
は
な
い
が、

各
種
の
形
態
が
あ

- 49 -

.. 



六
古
墳
群
の
中
に
は、
小
さ
な
前
方
後
円
墳
を
交
え
て
い
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い。

山
上
墳
は
比
較
少
さ
い
円
墳
が
大
多
数
を
し
め
て
い

例
が
最
上
段
に
位
鼈
し
て
い
る
こ
と
は、
時
間
的
に
最
も
新
し
く
造
ら
れ
た
退
化
形

式
と
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い。
同
例
の
追
加
に
よ
り
判
断
し
た
い
の
で、
し
ば
ら

こ
の
地
方
の
高
塚
古
墳
に
は、
真
野
古
墳
の
如
く
平
地
に
造
営
さ
れ
た
も
の
と、

丘
陵
の
稜
線
上
に
形
成
さ
れ
た
も
の
が
あ
り、
両
者
の
間
に
は
溝
道
に
お
い
て
出
土

こ
れ
ま
で
発
掘
調
査
さ
れ、
あ
る
い
は
ま
た
内
容
の
明
ら
か
に
さ
れ
た
円
墳、
な

る。
た
だ
し
江
垂
横
穴
古
墳
の
中
央
部
（
大
窪
横
穴
群
の
同
峯
西
方）
の
山
上
墳
の

如
く
径
三
〇
降
に
及
ぶ
も
の
が
あ
る。
ま
た、
双
葉
町
の
寺
内
前
古
墳
群
と
浪
江
町
丈

封
土
を
持
つ
古
墳
で、
棺
や
櫛
等
選
構
が
見
ら
れ
な
い
古
墳
に、
我
々
は
い
く
つ

か
遣
遇
し
て
い
る。
田
村
郡
田
村
町
正
直
古
墳
や、

真
蜀
古
墳
群―
―
二
号
（
前
方
後
円）

双
葉
郡
浪
江
町
上
埒
原
古
墳、

の
如
く、
中
心
部
に
縦
横
に
ト
レ
ン
チ
を
入

従
来
の
古
墳
研
究
の
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
箇
所
に
残
存
す
る
場
合
は
あ
る
が、

今
回
の
調
査
は、
偶
然
で
あ
ろ
う
が、
山
上
墳
と
そ
の
斜
面
に
横
穴
墳
が
共
存
し

て
い
る
例
を
発
掘
し
た
が、
そ
の
際
両
者
の
関
連
を
と
き、
山
上
の
高
塚
が
形
式
化

こ
の
場
合
注
意
す
べ
き
は、
寺
内
前
古
墳
の
三
号
墳
は
事
前
に
盗
掘
に
あ
い、
玉

石
が
数
多
く
封
土
内
外
に
攪
乱
さ
れ
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る。
こ
の
三
号
墳

の
西、
谷―
つ
を
へ
だ
て
た
稜
線
上
に
同
じ
程
度
の
小
円
墳
が
あ
る。
こ
れ
は
昭
和

先
づ
墳
形
か
ら
み
る
と、

て
い
な
い。

料
が
不
足
で
あ
る
が、
次
の
点
は
明
ら
か
に
指
摘
さ
れ
よ
う。

さ
れ
た
象
徴
的
な
も
の
で
は
な
い
か
と
の
推
論
も
出
た
が、
こ
れ
は
想
定
の
域
を
出

い
し
は
前
方
後
円
墳
は
数
多
く
な
い
の
で、
両
者
の
比
較
考
証
を
す
す
め
る
に
は
資

品
に
お
い
て、
か
な
り
の
へ
だ
た
り
が
あ
る。

な
い
の
は、
決
し
て
調
査
の
不
備
で
は
な
い、
一
体
ど
う
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か。

前
記
の
例
の
如
く、
マ
ウ
ン
ド
を
細
断
し、
全
掘
に
近
く
ま
で
掘
っ
て
も
確
認
さ
れ

二、
相
馬・
双
葉
郡
下
の
山
上
墳
に
つ
い
て

れ
て
も
発
見
さ
れ
ず、
マ
ウ
ン
ド
の
端
や、
鞍
部
に
石
室
が
存
在
し
て
い
た
如
き、

く
問
題
と
し
て
提
示
し
た
い。

楷
と
断
す
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た。

が
な
か
っ
た。
（
注
⑰）
今
回
発
掘
し
た、
相
馬
市
根
岸
古
墳
も
前
述
の
如
く
遺
欝

広
が
り
二、
五
妍
奥
行
九
四
労
天
井
の
高
さ
六
0
舟
で、
開
口
部
に
入
口
の
閉
鎖
装

置
と
し
て
巾
八
務
程
の
敷
居
状
の
切
り
込
み
が
あ
り、
板
の
よ
う
な
も
の
を
建
て
る

に
都
合
の
よ
い
形
式
で
あ
る。
左
側
奥
壁
近
く
直
刀
が
発
見
さ
れ
て
い
る。
四
六

こ
の
例
は、
表
西
山
横
穴
の
遺
物
を
多
く
出
し
た
A-―-
0
号
も
こ
れ
に
属
す
る
も

の
の
よ
う
で
あ
る。
屍
体
を
葬
る
こ
と
は
可
能
で
は
あ
る
が、
粗
各
な
梱
造
に
比
し

て
意
外
の
出
土
品
が
あ
る
場
合
が
あ
り、
独
立
し
た
小
墓
穴
と
み
て
よ
い
か
疑
問
が

存
す
る。
西
山
A
三
0
号
も
最
上
段
に
あ
り、
大
窪
横
穴
の
場
合
は
五
例
の
う
ち
四

号
墳
か
ら
は
鉄
斧
と
見
ら
れ
る
鉄
塊
が
出
土
し
て
い
る。

を
示
す
層
位
の
変
化
も
確
認
さ
れ
な
が
っ
た。
（
註
⑱）

こ
れ
ら
山
上
墳
で、
学
術
調
査
を
行
っ
た
例
は
少
い
が、
丈
六
古
墳
群
は
渡
部
睛

雄
氏
が
担
当
者
と
し
て
調
査
し
た
が、
封
土
中
に
何
ら
の
遺
構
も
な
く
葬
っ
た
形
跡

今
回
の
調
査
と
同
期
に
実
施
し
た
原
町
市
泉
の
大
磯
古
墳
群
（
こ
れ
は
海
岸＇
の
河

ロ
に
臨
む
丘
陵
上
で
あ
る
か
ら、
厳
密
に
は
山
上
墳
と
は
称
し
に
く
い）
約
十
基
の

う
ち一
基
か
ら
切
石
で
構
成
さ
れ
た
組
合
せ
石
棺
が
出
土
し
た
の
み
で、
他
は
退
梢

が
な
く、
寺
内
前
古
墳
群
も、
一
号
前
方
後
円
墳
に
層
位
の
変
化
は
あ
っ
た
が、
遺
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る
山
上
墳
や、

な
ら、
こ
れ
ら
が
末
期
に
蛍
な
ま
れ
4ー
こ
と
に
な
る。

遺
構
を
出
士
し
な
い
古
墳
に
つ
い
て
は、
さ
ら
に
後
考
を
ま
つ
こ
と
と
し
た
い。

浪
江
町
塚
ノ
越
の
住
居
銹
は、
炎
天
下
の
努
力
に
か
か
わ
ら
ず
完
全
に
住
居
跡
を

検
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
措
し
い
が、

蔵
骨
器）

、
土
師
式
の
住
居
跡
に
つ
い
て

の
感
が
強
い。

と
も
角
二
つ
の
住
居
跡
を
出
し

寺
内
前
古．
且
3
甜
の
い
沿
火
碇
の
蔵
骨
器
で
あ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る

三
十
四
年
八
月
相
馬
高
校
社
会
部
が
慶
大
清
水
潤
三
氏
を
担
当
者
と
し
て
発
楓
撰
査

を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る。
こ
の
際、
玉
石
で
構
成
し
た
小
石
榔
が
あ
り、
中
に
押
し

つ
ぶ
さ
れ
た
形
で、
須
恵
器
の
井
が
出
土
し
て
い
る。
復
原
し
た
も
の
を
見
る
と、

腹
部
の
径一
七
灼
高
さ
二
0
舟
口
縁
部
を
意
識
的
に
打
ち
か
い
た
も
の
で、
内
蔵

原
町
市
大
破
古
墳
五、
六
号
円
墳
の
中
央
部
か
ら、
須
恵
器
の
大
甕
破
片
が
多
数

出
土
し
て
い
る。
こ
れ
に
つ
い
て
平
沢一
久
氏
は
遠
体
を
入
れ
た一
種
の
棺
（
或
は

相
馬。
双
葉
二
郡
下
の
平
地
に
造
営
さ
れ
た
高
塚
古
墳
か
ら
は、
各
種
の
遺
構
が

あ
り、
出
土
品
に
も
優
れ
た
も
の
が
あ
る
が、
山
上
墳
に
は
岩
石
を
使
用
し
た
石
室

や
豊
富
な
遺
物
を
出
土
し
た
例
は
少
い。
相
馬
市
高
松
山
前
方
後
円
墳
の
如
く、
人
物

埴
物
を
伴
い、
大
石
を
使
門
し
た
緊
穴
立
の
石
室
か
ら
金
銅
製
椀、
金
鈴
等
を
出
し

て
い
る
が
根
岸
東
墳
の
如
く
石
製
模
造
品一
箇
し
か
発
見
さ
れ
な
い
例
外
も
あ
る。

一
般
的
に
山
上
墳
は
高
塚
古
墳
と
し
て
は
末
期
的
傾
向
が
強
い。
こ
の
こ
と
は

後
闊
の
群
集
古
墳
と
し
て
閃
名
な
真
野
古
墳
と
地
続
き
の
大
窪
横
穴
群
の
頂
上
に
あ

双
葉
町
の
内
山
古
墳
群
を
望
む
山
上
に
あ
る
寺
内
前
古
墳
は
特
に
こ

と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
っ
て
い
る。

物
は
不
明
で
あ
る
が、
火
葬
骨
を
入
れ
た
蔵
骨
器
の
よ
う
に
見
え
る。

（
註）

('7) (6) (5) (4-) (3) に） （1) 

義
を
見
出
し
た
い。

（
梅
宮

茂）

た
こ
と
は、
今
後
の
土
師
式
の
遺
跡
研
究
に―
つ
の
例
を
出
し
た
こ
と
と
し
て
意
義

本
県
浜
通
り
（
太
平
洋
岸
地
方）
に
は
土
師
の
住
居
遺
跡
は
数
多
く
指
摘
さ
れ
て

い
る。
新
地
の
小
川
貝
塚
に
近
い、
畏
清
水
原
堅
穴
群
や、
既
に
開
墾
さ
れ
て
し
ま

っ
た
当
遺
跡
の
西
方
に
あ
る
上
野
原
遺
跡
な
ど
は
地
表
上
か
ら、
円
始
の
凹
み
が
観

察
さ
れ
る。
し
か
し
発
掘
調
査
を
行
っ
た
例
は
少
く、
早
大
の
桜
井
清
彦
氏
が、
相

馬
市
の
塚
部
古
墳
群
に
近
い
椎
木
住
居
跡
を
発
掘
し
た
の
が
唯一
の
例
に
な
っ
て
い

る。
こ
れ
は
弥
生
式
に
近
い
古
式
の
土
師
器
を
伴
う
住
居
跡
で
あ
る
が、
塚
ノ
越

住
居
跡
は、
東
北
の
土
師
器
編
年
か
ら
見
る
と、
中、
後
期
に
位
し、
本
県
東
部
地

区
（
太
平
洋
岸）
に
盛
行
し
た
士
師
式
住
居
跡
の―
つ
の
規
範
と
な
る
と
こ
ろ
に
意

福
島
県
迅
跡
地
名
表一
九
六一
年
版
（
福
島
隈
教
育
か
E呉
会
編）

日
本
大
学
考
古
学
会
埋
蔵
文
化
財
報
告
書（
昭
和
三
四·
1
0
·
六）

考
古
学
雑
誌
四
八
巻一
号
仙
台
市
燕
沢
善
応
寺
横
穴
占
埃
群

（
加
藤
孝・
小
野
カ・
氏
家
和
典）

福
島
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
八
集
勿
来
市
金
冠
塚
古
頃
調
査
概
報

（
梅
宮
茂。
成
田
克
俊）

同
所
堀
越
直
人
氏
発
掘
保
節

双
葉
高
等
学
校

丈
六
古
墳
発
堀
鳴
査
報
告
書

日
本
大
学
考
古
学
芸
埋
蔵
文
化
財
報
告
吉
（
昭
和
三
八、
原
町
市
尿

大
磯
古
墳）

が
深
い。
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化
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告
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告
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